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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　神しん瑞ずい国こくの宮きゆう廷ていにある薬草畑には、さまざまな植物が植えられていた。

　色とりどりの花々を見つめて、凜り莉りはその美しさと甘い芳ほう香こうに思わず感かん嘆たんの息をついた。

「いい香かおりだわ。もっとゆっくり香りを楽しみたいけど、あんまり時間がないのよね。急いで目的のものを探さないと」

　神瑞国の皇太子、煌こう翔しようの後宮である麗れい華か宮ぐうに才人として仕えているので、普ふ段だんは宮から出る事は許されていない。しかし今回は特別な事情がある事を煌翔に伝え、護衛をつけてならという条件で短時間だけ薬草畑に来る事が許された。

　薬草畑の入り口にいる護衛の我が嵐らんに目を向ける。彼は神瑞国の軍を束ねる大将軍だ。

　短い黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみ。長い槍やりを背負い、逞たくましい身体からだを武具で覆おおっている。

　まだ二十代前半と若いが、武に長たけていて煌翔や部下達からの信しん頼らいも厚かった。

　仕し事ごと柄がら厳しい表情をしている事が多いので怖こわそうに見えるが、笑うととても優やさしい表情になる。そんな我嵐は誰だれより信頼できて、何でも相談できる友達だった。彼に見守ってもらっているなら何かあっても安心だと思いつつ、辺りを見回して鼻に意識を集中させる。

（いろんな香りが混ざっているけど、わたしが探している香りはどこかしら？）

　容姿は人並みで、貴族の生まれだが事情があって下町育ちなので、身分もそう高くない。

　そんな自分が唯ゆい一いつ自じ慢まんできるのがこの絶対嗅きゆう覚かくだ。人の感情や病気の有う無むさえ嗅かぎ分けられる嗅覚は、探している香りを感じ取れるはずだと信じていた。目を閉じて集中すると、かすかに甘あま酸ずっぱい香りがする。目を開いて、その香りの方へと進んだ。

「あったわ。これが瑞ずい香こうね！」

　薬草畑の東側に、小さな白い花が乱れ咲さく低木があった。その低木の前でかがみ込み、胸いっぱいに香りを吸い込む。やっと探し当てたと喜んだのもつかの間、ふと眉まゆ根ねを寄せた。

「あれ……この香り。思っていたのと少し違ちがうかも」

　目を閉じて、もう一度香りに集中する。

「うーん。やっぱり父さまが作っていた秘ひ宝ほう香こうに使われていた香料は、これじゃないような気がするわ。だけどとてもよく似ている。何が違うのかしら……？」

　秘宝香とは、神瑞国に伝わる幻まぼろしの香だ。それさえあれば、どんな強い敵をも撃げき退たいできるという。しかし作り方は不明で、香が盛んな神瑞国の香士達でもいまだに完成させた者はいない。

　そんな伝説の香の調合に、先々代の香こう道どう省の長おさだった父は成功していた。

　しかしある事情から、世間は父が秘宝香の調合に失敗したと思っている。

　父の名めい誉よを回復させる為ためにも、秘宝香を作り上げていた事を証明するのが夢の一つだった。

　父が秘宝香を調合していた際、自分はその場にいたらしいのだが、よく覚えていなかった。

　それは父が作った秘宝香で、当時の記き憶おくを封ふうじられているせいらしい。しかし特とく殊しゆな嗅覚を持つ鼻は、当時父が秘宝香に使っていた香料の香りを覚えていた。この嗅覚を手がかりにして秘宝香を作り上げられれば、父が秘宝香を完成させていた事の証明になるはずだった。

「どうした？　浮うかない顔だな。瑞香の香木が秘宝香に使われているというのは、香士達の間では公然の秘密らしいぞ。だからお前にも教えたんだが、違うのか？」

　声をかけたのは、いつのまにか背後に来ていた我嵐だった。

「ええ。我嵐からその話を聞いて確かめに来たけど、でも何かが違うの。とてもこの香りとよく似たものを嗅いだ覚えがあるんだけど、何かが……」

　辺りを見回すと瑞香には二種類あるようで、桃もも色いろの花が咲く低木が少し離はなれた場所にある。

（瑞香の花は桃色と白があるみたい。桃色と白の瑞香の花……あっ！）

　ぱぁっと頭の中に光が差し込んだ気がした。その光がある光景を照らし出す。

「わたしが前に見た瑞香の花は、青かったような気がする」

「青い瑞香の花か？　そんなものは見た事がないぞ。普ふ通つう、瑞香の花と言ったら桃色か白だ」

　確かに薬草畑には青い花が咲く瑞香なんて見当たらなかった。

「でも、頭に青い瑞香の花が浮かんだの。それ以外は思い出せないけど、きっと……！」

　一いつ生しよう懸けん命めい頭に浮かんだ事を話そうとして、つい興奮気味に我嵐に詰つめ寄った。

　息がかかるくらい近付くと、我嵐が目を見開く。

「待て待て！　とにかく待て！」

　逃にげるようにすごい勢いで後ずさった我嵐に、目を丸くした。これまで香の事などで興奮していまのように近付く事は何度もあったが、こんな態度を取られたのは初めてだ。

「ごめんなさい。わたし……」

　さすがに行ぎよう儀ぎが悪かったかと反省していると、我嵐が慌あわてて両手を振ふった。

「いや！　凜莉は悪くない。これは俺の気持ちの問題なんだ」

　気持ちとは何だろうと首を傾かしげつつ、そういえば最近の我嵐は少し変だったと思い出した。

　ここ最近我嵐と話す時に、必ず緊きん張ちようしている〝香り〟がしていたからだ。

（いつもと変わらないような感じで話してくれているけど、この汗あせの香りだと、まるでわたしと話すのが辛つらそうな感じだわ。わたし何かしたかしら？）

　我嵐が大きく深呼吸して息を整えた。心なしか顔が赤い気がする。

「我嵐、わたし、何かした？　気を悪くしたりするような事をしたのなら、謝りたいわ」

「いいや。お前は何もしていない。凜莉、俺はいまちょっと変かもしれないが、何とかするから、少しそっとしておいてくれ。……青い花が咲く瑞香の事は調べてみる。我が国では見た事がないが、もしかしたらよそにはあるのかもしれない。さあ、帰ろう」

　背を向けて我嵐が歩き出す。そっとしておいてくれと言われたのに、しつこく聞いたりしたら嫌いやがられるかもしれない。どういう事か聞きたい気持ちを何とか抑おさえて、彼に続いた。
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　凜莉は香こう妃ひ宮ぐうの奥にある部屋で、乳にゆう鉢ばちを前に置いて座り込み、腕うで組ぐみをしていた。

　この香妃宮は自分専用の宮だ。

　本当なら才人という身分なので、独立した宮で暮らすなんて贅ぜい沢たくはできないはずだった。

　しかし先月の美人会で紆う余よ曲きよく折せつあって、この香妃宮を皇こう帝ていから賜たまわったのだ。長い間使われていなかったので、補修と掃そう除じなどに時間がかかり、ようやく住み始めたのは数日前だった。

　美人会で選ばれた麗華宮を取り仕切る四し妃ひ達も、独立した宮を与あたえられている。

　彼女達の宮は新しくて広くて豪ごう奢しやな造りだが、この香妃宮は古いしこぢんまりしていた。

　だがよく見ると、窓まど枠わくや柱に施ほどこされた金の装そう飾しよくは細やかで、窓にかけられた布地は絹だ。

　床ゆかは大理石でできていて、ぴかぴかと輝かがやいている。建てられてからかなりの年月が経たっているはずなのに、掃除して磨みがき上げたら四妃の宮にも見み劣おとりしないくらい立派になった。

　いままでは調合の際に出る香りなどで周りから苦情が来たりもしていたが、この香妃宮なら誰にも迷めい惑わくをかけないですむ。

　これで調合に専念できると思っていたが、さっそく大きな壁かべにぶつかり、ため息をついた。

「我嵐が香道省の香士達から、秘宝香に瑞香が使われているのは確実らしいと聞いてきてくれたけど……」

　秘宝香はその効能さえ、皇族と一部の香士しか知らないとされている。そして使われている香料はまだ解明されていない。そんな中でもたらされた我嵐の情報を確かめに、さっそく薬草畑にいったものの、自分の嗅覚は香士達の話は違うと訴うつたえていた。

「やっぱり、秘宝香に使われていた香料の一つは、青い花が咲く瑞香を香木にしたものじゃないかしら」

　瑞香は神瑞国ではよく見られる低木だ。花の芳香は甘く強い香りを放つ。

　しかし確かに我嵐の言う通り、瑞香の花は桃色と白しか見た事がない。

「わたしの嗅覚は失われた記憶と繫つながっているはず。もし本当に父さまが秘宝香を作るのに、青い花が咲く瑞香を香木として使っていたのだとしたら……」

　亡なくなった父の事を思い出そうとした。

「う……！」

　とたんに、がつんっと何かで殴なぐられたような頭痛がする。

　秘宝香とは、記憶を消す香と記憶を取り戻もどす香の二つからなる。

　秘宝香のせいで失われた記憶を無理に思い出そうとすると、いつもひどい頭痛に襲おそわれた。

　無理をすると危ないと聞いていたので、意識して瑞香の事を頭の中から追い出した。

　過去を思い出すには、記憶を取り戻す香を嗅ぐしかないはずだった。

　だが自分の特殊な嗅覚は消された記憶と連動しているらしく、父が秘宝香作りに使っていた香りを嗅ぐと頭の中に何かがひらめく事があった。それを頼たよりに、父が作っていた秘宝香を再現しようとしている。後宮に来てから煌翔に協力してもらい、いろんな香料を手に入れた。それらを一つ一つ丹たん念ねんに嗅いで、秘宝香に使われている香料をある程度推測する事ができた。

　しかし、どれだけいろんな香料の香りを嗅いでも、何かが足りないという気がしていた。

　頭に浮かんだ青い花が咲く瑞香は、秘宝香作りに必要な材料の一つだと確信していた。

　神瑞国の皇太子である煌翔が王位を継つぐまで、あと八ヶ月だ。それまでに秘宝香を作り上げると約束していた。悩なやんでいると、ふいに戸の向こうから声がした。

「凜莉、いるか？」

　顔を向けると、返事をする前に戸が開いた。

「煌翔様。いらっしゃいませ」

　慌てて頭を下げる。神瑞国の民たみはみんな黒くろ髪かみ黒目だが、龍りゆうの末まつ裔えいと言われる皇族は、特別な髪かみと瞳ひとみの色を持っている。皇太子である煌翔も赤毛の長ちよう髪はつを一つに結び、灰はい褐かつ色しよくの瞳をしていた。琥こ珀はく色いろの地に、皇族のみが着る事を許されている昇のぼり龍の刺し繡しゆうが入った直ちよく裾きよを身につけていたが、その派手な図ず柄がらが褪あせてしまうほど整った顔立ちをしている。

　文武両道で、神瑞国の民からも慕したわれる眉び目もく秀しゆう麗れいな煌翔は、薄うすく笑った。

「頭は下げないでいい。そういう堅かた苦くるしい事は嫌きらいだ」

　ぶっきらぼうだが、声こわ色いろは優やさしかった。後宮に来たばかりの頃ころは傲ごう慢まんで口が悪くて、正直苦手だった。しかし後宮で数ヶ月暮らすうち、彼の印象はずいぶん変わった。

　冷たくされて戸と惑まどった事もあったが、それも命を狙ねらわれた自分を助ける為だったという。

　煌翔の口の悪さに隠かくされた優しさや思いやりにも、気づけるようになった。

　そんな自分は後宮に来て、少しだけ成長できたのではとも思ったりもしている。

「香妃宮の住み心地ごこちはどうだ？」

　部屋に入ってきた煌翔が、板の間に置いてある椅い子すに腰こし掛かけた。

　すぐに茶器に手を伸のばして、お茶の準備をする。

「とても快適です。いままでは調合の時に出る香かおりのせいで、隣となりの部屋の方達から苦情が来ていたんですが、ここは独立した建物なので周りを気にせず調合ができます」

　この宮に入れるのは煌翔と護衛の我嵐、そして女官の涼りよう果かだけだ。みんな秘宝香作りに挑ちよう戦せんしていると知っているので、ばれないようにと余計な気を遣つかわなくていいのも助かった。

「お茶をどうぞ」

　茶器を差し出すと、煌翔が熱い湯気が出る茶器を持ち上げて一口飲む。

「うまいな。……そういえば、いつもいる女官はどうした？」

「涼果ですね。母親が手を怪け我がしたそうで、世話をする為ために里帰りしたんです。母親の怪我が治ったらすぐ戻ると申していました」

　涼果は右も左もわからない後宮でいろんな事を教えてくれた。感謝してもしきれない。

　彼女がいないと正直寂さびしいが、母親が心配な気持ちは十分わかる。

　こちらは大だい丈じよう夫ぶだから、しっかりお母様のお世話をしてきてねと送り出したのだ。

「一人で不自由はないか？　誰だれか手伝いに来させるか？」

「いえ、この宮はさほど広くないので一人で掃除もできますし、あまり事情を知らない人に入ってこられるのは気を遣います」

　秘宝香作りをしているのは内密だ。もし知られたら、強大な力を持つ秘宝香を手に入れようと考える者が現れるかもしれない。事情がわかっている煌翔は頷うなずいた。

「そうか。だが困った事があったら言え」

　あっさりとしているが、心配してくれているのは伝わってきた。

　煌翔は口と中身がずいぶん違ちがうと、最近になってやっとわかった。

（煌翔様は毒入りの菓か子しがわたしに贈おくられてきた事で、わざと冷たい態度をとったりして後宮の他ほかの姫ひめ達の嫉しつ妬とから守ろうとしてくれた。彼がいなかったら、今いま頃ごろうっかり毒入りの菓子を食べてしまっていたかもしれないわ）

　そう思うと寒気がした。彼の母親は、後宮の女性達の嫉妬で暗殺されたという。

　それとまったく同じ状じよう況きようで菓子が贈られてきたのを知り、怒いかりを覚えたようだった。

　あれからしばらく経つが、煌翔が護衛を強化してくれたのもあってか、おかしな物が贈られてくるような事はなくなった。

（結局、毒入りの菓子を誰が贈ったかはわからなかったけど、煌翔様が護衛の方に食べ物や飲み物も管理するよう命じてくださっているから、安心して過ごせるわ。何より、煌翔様に冷たくされるのは辛かったわ。こうして普ふ通つうに話せるのが嬉うれしい）

「ありがとうございます」

　どうしてもお礼が言いたかった。頭を下げると、煌翔が口元をいじわるな形につり上げた。

「秘宝香を完成させるまでに、死んでもらっては困るからな」

「どうしてわざと冷たい言い方をされるんですか？　煌翔様が優しいのは存じておりますよ」

　微笑ほほえむと、煌翔がばつの悪い顔をした。

「そんなに素す直なおにされたらつまらない。お前をいじめるのが唯ゆい一いつの楽しみなのに」

　憎にくまれ口は相変わらずだが、いまはそれが本気ではないとわかるぐらいの信しん頼らいがある。

　煌翔がふとまじめな顔付きになった。

「凜莉。話は変わるが、今日ここに来たのはお前に頼たのみがあったからだ」

「頼みって、わたしにですか？」

　思わず目を瞬またたかせた。宮は持っているが、後宮でもそう身分は高くない。香作りと絶対嗅きゆう覚かく以外に特技は何もないような自分に、いったいどんな頼みがあるのかと首を傾かしげた。

「実は、先日湖こ蘭らん国こくからある書状が届いた」

　湖蘭国とは神瑞国の隣にある国だ。行った事はないが、大きな湖がある国だと聞いていた。

　湖蘭国と聞いて一番に思い出されるのは、ある男性の顔だ。

「続きは私が話そう」

　がらっと戸が開いて顔を出したのは、いままさに頭に浮うかんでいた人物だった。

　彼は湖蘭国の皇太子、聖せい雷らいだ。二十代前半で長い銀の髪を結ゆい上げていて、薄い茶の瞳をしている。まるで絵画に出てくるような整った顔立ちの彼は、湖蘭国でもっとも賢かしこいと言われているらしい。実際記き憶おく力などは舌を巻くほど素晴らしいが、問題なのは彼の人格だった。

　煌翔の顔が一気に険しくなる。

「聖雷殿どの。何度も言うがここは……」

「君の才人の宮ぐうだから勝手に入るなと言いたいんだろう。耳にたこができるくらい聞いたな」

　腕うで組ぐみをした聖雷はにこやかだ。煌翔が怒りを堪こらえている様子で、静かな声を出した。

「たこができるくらい聞いているなら、そろそろ従ってくれないか？」

「嫌いやだね。凜莉を妻として湖蘭国に連れ帰るって決めたんだ。積極的に話しかけて私の事を好きになってもらわないといけないから、会いに来るのは当たり前だろう。それに君の後宮は私の後宮だと前にも言っただろう。だから君の才人である凜莉も私の才人だ」

　聖雷が言い切ると、煌翔が頰ほおを引きつらせた。

（煌翔様は聖雷様が苦手だって、言葉でも態度でもこんなに表しているのに、それを気にも留めないなんて、聖雷様はさすがだわ）

　聖雷は思わず感心してしまうほどの堂々とした態度だ。

　普通なら呆あきれてしまうところだが、どこか憎めないのが彼のいいところかもしれない。

　だが煌翔はそう思っていないようで、怒おこっているのを隠しもしない表情で立ち上がった。

「お前の屁へ理り屈くつは、それこそ耳にたこができるぐらい聞いた。うんざりだ」

　煌翔は顔に笑えみを浮かべているが、言葉がだんだん乱暴になってきていた。

　それに気づいて、慌あわてて腰こしを浮かせる。

「煌翔様。あの……」

　湖蘭国とは、神瑞国との境にある鉱山のせいで昔から戦いくさを繰くり返してきた。

　ここ数十年は神瑞国の朱しゆ令れい聞ぶん皇こう帝ていの采さい配はいで戦はせずにすんでいるが、緊きん張ちよう状態は続いている。

　同じ皇太子だが、そんな事情を加味して我が慢まんする煌翔と、まったく気にしていない様子の聖雷は対照的だった。聖雷が口元に手を当てて、じっくりと煌翔を見つめる。

「煌翔は少しばかり怒った顔付きの方が色気があっていいね。君が女性だったら速そつ攻こうで口説くのに、残念だ。つんとした高こう慢まんな女性もなかなかの好みだからね」

　煌翔の我慢の糸がぷっつり切れた音がした。

「ふざけるな！　聖雷！」

　敬けい称しようをつけるのさえやめた煌翔が、聖雷に詰つめ寄った。そんな二人の間に割って入る。

「落ちついてください、煌翔様。聖雷様を本気で相手にするなって仰おつしやってたじゃないですか」

　聖雷は神瑞国で香の勉強をする為という理由で、宮きゆう廷ていに滞たい在ざいしていた。客人なので煌翔はおもてなしする立場だが、二人の相あい性しようは最悪なようで、顔を合わせればいつももめている。

　煌翔がはっとした顔付きになって、大きく息をついた。

「もういい。これからあの話を凜莉にする。大事な事だから俺が話す。さっさと出ていけ」

　手で追い払はらう仕草をした煌翔は、聖雷を隣りん国ごくの皇太子として敬うのはやめたようだ。

　そんな煌翔の態度を気にした様子もなく、むしろ嬉しそうに聖雷が微笑む。

「そういう話し方が君らしくていいよ。かしこまられると私も気を遣うからね」

「気を遣うほどの繊せん細さいさがお前にあるのが驚おどろきだ」

　言葉の応おう酬しゆうは見ている方がはらはらするほど迫はく力りよくがあった。神瑞国と湖蘭国の皇太子の、気高くもくだらない言い合いを早く終わらせたくて、凜莉は両手を上げた。

「もうそのくらいにしましょう。二人がもめると、国同士の争いに発展しそうな気がして生きた心地ここちがしません。わたしに頼みがあるんですよね、煌翔様。湖蘭国に関する事ですか？」

　二人を交こう互ごに見つめると、煌翔が息をついてこちらに目を向けた。

「そうだ。凜莉、湖蘭国との国境沿いにある鉱山の事は知っているな？」

「はい。美人会の時に勉強したのである程度の事は存じてます」

　湖蘭国との境にある鉱山ではかなりの金がとれるらしい。その利権を巡めぐって神瑞国は湖蘭国と長い間争ってきた。美人会の時に学んだ事を思い出しながら口にする。

「二十年前に三さん平へい安あん国こく儀ぎが開かれて、鉱山について神瑞国と湖蘭国の皇帝が話し合いをされました。そして神瑞国が湖蘭国に採とれた金の四分の一を渡わたす代わりに、鉱山の利権を手にする事で合意したと聞きましたが」

　ちらりと聖雷に目を向けた。彼は柔にゆう和わな顔をしつつも、目が真しん剣けんになっていた。

「そうなんだよね。でも前にも凜莉には話したけど、父は本当は鉱山の権利を手放す気なんてなかったんだ。その三平安国儀を行った時に、神瑞国の朱令聞皇帝にしてやられたって、いまだにぶつぶつ言っている。つまり、いまの状態は父にとって、不満な〝はず〟だった」

　いまの聖雷の言い方が引っかかって、首を傾げた。

「いったい、何があったんですか？　書状に何が書いてあったか伺うかがってもいいでしょうか？」

　どうやら国家の大事な話のようだ。不安に思って問いかけると、煌翔が頷いた。

「ああ。お前にも関かかわりがある事だ。だが国交に関わる事だから他言無用だ。いいな」

「はい」

　緊張しつつ頷くと、煌翔が腕うでを組んだ。

「書状を送ってきたのは、湖蘭国の皇帝だ。そこには鉱山の権利を全面的に神瑞国に託たくす為ための条約を取り交かわしたいと書いてあった」

　湖蘭国が何を言ってきたのか不安で胸が苦しくなっていたが、それを聞いて目を丸くした。

「鉱山の権利を全面的に神瑞国に託す為の条約ですか？　それはつまり、湖蘭国は完全に鉱山の権利を手放すという事ですか？」

　さきほど聖雷も言っていたが、神瑞国側が鉱山の権利を持つ事に、湖蘭国の皇帝は不満なはずだった。それなのに、どうしてそんな事を言い出したのかと頭の中が混乱する。

　煌翔は大きく頷いて、口を開いた。

「ああ。権利をこちらが持つ代わりに渡していた金も、もういらないと書いてあった。条約は正式な取り決めで、一度交わしたらおいそれと破は棄きできない。話し合いが無事にすんで正式に鉱山の権利を定めた条約が結ばれたら、どうなるかわかるか？　凜莉」

　試ためすように問いかけられた。思わず目を見開き、そしてゆっくりと頷うなずく。

「湖蘭国とは長い間鉱山を巡って争ってきました。いまも一いつ触しよく即そく発はつの状態で、何かきっかけがあればすぐに戦争になるだろうと言われています。でもその原因である鉱山の権利を定めた条約が交わされれば、二度と鉱山が原因での争いはなくなるでしょう」

　煌翔が満足げに頷いた。

「そうだ。条約が定まれば、両国の和平への第一歩になるだろう。俺は体調が悪い父に代わって、条約の詳くわしい内容について話し合う為に湖蘭国へ行く事になった。聖雷も湖蘭国の皇太子として話し合いに参加する為、一いつ緒しよに戻もどる事になる」

「それは……ものすごい大役ですね。ですが成功したら、湖蘭国との緊張状態が解かれて本当の意味での和平が来るでしょう。湖蘭国で頑がん張ばってください！」

　心を込めて応おう援えんの言葉を紡つむいだ。聖雷は以前神瑞国と湖蘭国に争ってほしくないと言っていた。煌翔も争いのない国を目指していると話していた。

　二人の願いが叶かなってほしいと、心からそう思った。

「話し合いがうまくいく事を祈いのるしかできませんが、神瑞国でお二人の活かつ躍やくを応援して……」

「神瑞国で応援はしなくていい」

　両手を組んで話していると、煌翔が突とつ然ぜん遮さえぎった。

「え？」

　目を瞬かせて見上げると、煌翔はどこか困った顔をしていた。

「凜莉、お前も湖蘭国に同行してくれ」

　煌翔の言葉は思ってもいないものだった。頭の中で反はん芻すうして、ようやく意味を理解する。

「わ、わたしがですか!?　でもわたしがどうして？」

　国同士の大事な話し合いに、正式な妻である后こう妃ひならともかく、後宮の才人が同どう伴はんするなんて聞いた事がなかった。聖雷がため息をつく。

「私にも父からの書状が届いてね。話し合いに参加する為に湖蘭国に戻るよう書いてあったんだが、ぜひに……というか、絶対に凜莉を連れて帰れと書いてあって」

　煌翔が腰に手を当てて、聖雷の言葉を引き継つぐように口を開いた。
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「神瑞国の皇こう帝ていに届いた書状にもだ。鉱山の権利について条約を結びたいという話のあとに、命の恩人である凜莉に直接礼を言いたいから、必ず連れて来てくれと書かれていた」

　湖蘭国の皇帝に命の恩人と呼ばれる事に、一つだけ心当たりがあった。

「命の恩人ってもしかして、心しん静せい香こうを作ったからですか？」

　心静香とは、心臓の病が原因で起こる発ほつ作さを静める香だ。

　実は湖蘭国の皇帝は、心臓の病を抱かかえていて発作に苦しんでいた。いろいろあって、その心臓の発作を静める香を聖雷に持たせたのだ。心静香は龍りゆう涎ぜん香こうという希少な香料を使って作る香で、父が独自に調合法を編み出したものなので作り方は自分しか知らない。心静香はとてもよく効いたらしく、発作の苦しみから救われたと皇帝が喜んでいると聖雷から聞いていた。

「そんな、直接お礼なんて恐おそれ多いです。それに鉱山の権利についての話し合いは、両国にとってかなり重要なもののはず。わたしが行って何か粗そ相そうでもしたらと思うと緊きん張ちようします」

　神瑞国から出た事なんてないし、ましてや他国の宮廷に行くなんて、想像した事すらない。

　ぶんぶんと首を振ふったが、煌翔が一歩こちらに詰め寄った。

「気持ちはわかるが、お前には来てもらわないと困るんだ。今回の条約は絶対に締てい結けつさせなければならない。あの鉱山が原因でいままで幾いく度どとなく戦が繰くり返されてきた。正式な条約が結ばれれば、両国に永久の平和が訪おとずれるかもしれないんだ。それにはお前の協力が必要だ」

　煌翔の隣となりに立った聖雷が大きく頷いた。

「私も争いは好まない。争いの元になっている鉱山に、実は興味もない。鉱山に頼たよらなくても、湖蘭国には銀細工などの工芸の技術と清らかな水に育はぐくまれた農地がある。工芸と農業で十分に国をもり立てていける。だけど父を含ふくめたいままでの皇帝達はあの鉱山にこだわってきた」

　聖雷がやや困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

「そのせいで、神瑞国とは戦が続いていた。だけど父は急に心変わりしたようだ。父が心変わりするなんて、滅めつ多たにない事だ。いいか、凜莉。この機会を逃のがしてはならない。両国の平和の為に」

　聖雷が色事以外でこんなに熱い情熱を持って話す姿は珍めずらしい。彼はそのまま話を続けた。

「私に来た手紙にも、凜莉について命の恩人でとても感謝していると書かれていた。父の心変わりは、おそらく君のおかげだと思うんだ」

　聖雷が優やさしい笑えみを浮うかべた。

　煌翔と並び立つほど整った顔付きで笑う彼が眩まぶしくて、思わず目を細めそうになる。

「私も今回の条約が結ばれる事を、湖蘭国の皇太子として願っている。だから凜莉、君にはぜひ一緒に来てほしい。君が来てくれれば、父の機き嫌げんは絶対に良くなるはずだ」

　聖雷の両手が伸のびてきて、右手をぎゅっと握にぎった。

　温かい手から、彼の熱い気持ちが流れてくるような気がした。

「父はとても気難しい人だ。その父が君を気にいって手紙にわざわざ連れて来てくれと書いてきた。もし君が行かなければ、激げき怒どするだろう。父はとても頑がん固こで一度怒おこると手がつけられなくなる。そうなったら、条約を締てい結けつするのは難しくなるだろう。だから……いたっ」

　聖雷が顔を顰しかめたのは、煌翔が彼の手をはたいたからだ。

「俺の後宮の才人に勝手に触さわるな、図ずう々ずうしい奴やつだ」

「だからってぶつ事ないだろう。私は両国の為に凜莉を説得していたんだぞ」

「凜莉の説得なら俺がする。お前は引っこんでろ」

　一いつ喝かつされて、渋しぶ々しぶ聖雷が手を放して、一歩下がった。

　煌翔が改めてこちらに向き直り、まじめな顔で語りかけた。

「凜莉。いま聖雷も話したが、湖蘭国の皇帝が鉱山について態度を翻ひるがえしたのは、お前という恩人が神瑞国にいるからだと思う。お前が行って皇帝の機嫌がよくなるなら、一緒にきてほしい。この条約の締結は長年湖蘭国との和平を求めていた父と俺の悲願なんだ」

　煌翔の真しん剣けんな顔付きは、心を揺ゆさぶるのに十分なものだった。

「わかりました。すごく緊張しますけど、湖蘭国と神瑞国の和平の為に少しでも役立てるなら、一緒に参ります。ただ……」

　頭に浮かんだのは秘宝香作りの事だ。

　湖蘭国まで輿こしに乗って半月ほどかかると聞いていた。往復で一月はかかるだろう。そして湖蘭国で条約の話し合いをするのも、それなりに時間がかかると思う。あと八ヶ月ほどで秘宝香を完成させなければならないので、その間何もできないとなるとかなりの痛手だった。

「香作りなら、道中でも湖蘭国でもできるように準備を整えよう」

　煌翔はちらりと聖雷に目を向けて、小声になった。

　秘宝香作りの事は内密だ。聖雷は知っているが、おおっぴらに話すわけにはいかない。

　それを聞いて心の中でほっと息をつく。そしてふと、先さき程ほどまで悩なやんでいた事が頭に浮かんだ。

「ありがとうございます。実は煌翔様にご相談があるんです。香作りに必要な物を探しているんですが……」

　煌翔とゆっくり話す機会はそうない。湖蘭国に行く準備に追われるなら、煌翔はまた忙いそがしくなるだろう。聖雷がいるのは気になったものの、言葉を選んで相談事を口にした。

「青い花が咲さく瑞ずい香こうを手に入れたいんです。現実にあるかどうかはわからないんですが」

　煌翔が眉根を寄せて、口元に手を当てた。

「青い花が咲く瑞香？　見た事がないな」

　考え込んでいる煌翔の隣で、聖雷が目を瞬またたかせた。

「青い花が咲く瑞香なら、見た事があるよ」

「ええ!?　本当ですか？」

　思わぬところから、光明が差した。慌あわてて顔を向けると、聖雷が大きく頷うなずいた。

「ああ、我が国では瑞香は沈じん丁ちよう花げというんだけど、昔ある貴族が自分の領地に植わっていたといって、青い花が咲く沈丁花を持って来た事があったんだ。珍しいから父がとても喜んでいたんだけど、宮きゆう廷ていに植えたらすぐに枯かれてしまってね」

「その領地ってどこですか？」

「さあ。もう何年も前の話だからね。湖蘭国に戻もどって調べればわかるかもしれないけど」

　思わぬ朗報を聞いて、すぐに煌翔に目を向けた。

「煌翔様。青い花が咲く瑞香がどうしても必要なんです。神瑞国の代表として行くので目立つ事は避さけたいのですが、その瑞香がどこに植わっていたかだけでも調べていいですか？」

　煌翔は難しい顔をしていたが、しばらくして頷いた。

「どうしても必要なら仕方ないだろう。ただし、何かする時は俺に必ず相談しろ。……何があっても守ってやるから、心配するな」

　微笑ほほえんだ煌翔がとても頼たのもしく見えた。右も左もわからない異国に行くのはかなり不安だったが、彼の言葉のおかげでずいぶん気が楽になった。

「ありがとうございます」

　胸に手を当てて、頭を下げた。そして顔を上げ、煌翔と聖雷を交こう互ごに見つめる。

「では、わたしも湖蘭国へ参ります。両国の和平の為ために役立てるなら、こんなに嬉うれしい事はありません。よろしくお願いします」

　もう一度深々と頭を下げて、緊張しつつも見た事のない湖蘭国へと思いを馳はせた。
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　凜莉は、護衛に連れられて麗華宮へ来ていた。

　本来後宮の姫ひめ達は所属する宮ぐうから出る事は許されていない。しかし例外もあって、自分のように専属の宮を持つ姫だけは、護衛付きで麗華宮と自分の宮との行き来を認められていた。

　本来はあまり移動しなくていいように、所属する後宮の近くに専属の宮は建てられる。

　だが香妃宮はもともと、数百年前に秘宝香を作り出してこの国を救ったと言われる正せい香こう士しが使っていたという宮で、麗華宮とはやや離はなれた場所にあった。

　香妃宮は、正香士の偉い業ぎようを称たたえて何度か改築を繰り返して大事に保存されていたらしい。

　そんないわれのある香妃宮に住める事に誇ほこりを感じていた。実はその正香士が女性で、当時の皇帝の后こう妃ひだったと煌翔に教えてもらってからは、彼女のように香で国を救える香士になろうと目標を立てている。いまは女性は香士にはなれないが、諦あきらめたくなかった。

　護衛に会え釈しやくして別れ、麗華宮の門を潜くぐると、牡ぼ丹たんの花が咲き乱れる庭が目に入ってきた。

　正面にある廊ろう下かを優ゆう雅がに歩いてくるのは、その花々にもひけを取らない美び姫き達だ。

「あら、凜莉姫じゃない」

　声をかけたのは、淑しゆく妃ひの蘭らん々らんだ。髪かみを結ゆい上げて、細かな細工の金の飾かざりをつけている。

　着ているのも金糸で刺し繡しゆうを凝こらした贅ぜい沢たくなものだった。煌翔の后妃候補であり、麗華宮を取り仕切る四し妃ひの一人に選ばれた彼女は、その位にふさわしい出いで立ちをしていた。

「ご機き嫌げん麗うるわしく、蘭々淑妃様」

　膝ひざをついて、頭を下げた。蘭々が取り巻き達数人を連れて、ゆっくりと近付いてくる。

「この間、あなたから頂いた香。とっても香かおりがよかったわ」

「白びやく檀だんを使った香でございますね。気に入られたようで何よりです」

　香妃宮を与あたえられた表向きの目的は、麗華宮の姫達を香の力で癒いやす事だった。だから姫達の匂におい香を作るのも仕事のうちだ。こうして香に携たずさわれる仕事をできるのは嬉しかった。

「ええ、でももうなくなってしまったの。また作ってもらえる？」

「はい。ご用意致いたします」

「私も作ってほしいわ」

「私も私も。凜莉姫の香はとても評判がいいもの」

　取り巻きの姫達もきゃあきゃあと騒さわいでいた。そんな姿を見て、思わず笑みが浮うかんだ。

（麗華宮に来たばかりの頃ころはいじわるをされたりもしたけど、最近はみんな普ふ通つうに話しかけてくれるようになったわ。何より、わたしの香をみんなに使ってもらえるのが嬉しい）

　みんなの態度が変わり始めたのは、美人会が終わったぐらいからだ。誤解される事も多かったが、美人会の時に舞ぶ踏とうを盛り上げる香を焚たいた事で、認めてもらえるようになった。

「ご機嫌よう、凜莉姫」

　蘭々の背後からやってきたのは、四妃の中でも一番位が高い貴き妃ひの翡ひ翠すいだった。

　頭の上で一つに結い上げられた髪には、金と銀で作られた翼つばさを広げた鳥を象かたどった飾りがさしてある。極ごく上じようの絹で作られた襦じゆ裙くんに身を包み、ゆったりとした足取りで歩く翡翠には、蘭々の倍ほどの取り巻き達がいた。蘭々が道を空けて、膝をついて頭を下げる。

「翡翠貴妃様。いま、凜莉姫に新しい香を作って欲しいと頼んでいたのです。翡翠貴妃様もそろそろ香がなくなってきたと仰おつしやっていたでしょう？　お頼みになりますか？」

「ええ。お願いしたいわ。いいかしら？　凜莉姫」

　翡翠が人形のように整った顔で、優やさしい笑えみを浮かべた。

　蘭々は翡翠の隣となりにいる徳とく妃ひの珠しゆ華かと二人で、麗華宮ができた時から翡翠の取り巻きをしていた。翡翠は宰さい相しようの娘むすめで、煌翔の后妃になるとしたら彼女だろうと誰だれもが予想していたからだ。

　何より翡翠は面めん倒どう見みが良くて、蘭々や珠華達を可愛かわいがっている。四妃となったいまも、蘭々は彼女を尊敬しているようで、敬意を示す事に何の戸と惑まどいもないようだった。

（翡翠は本当に綺き麗れいだわ。麗華宮には百人を超こえる姫達がいるけど、一番の美しさといってもいいと思う。……残念だわ。二人だけだったらゆっくり話せたのに）

　本当は翡翠とは名前で呼び合うほどの友達なのだが、それを公表するのは控ひかえていた。

　彼女は麗華宮を取り仕切る貴妃だ。誰かと特別に仲が良いと知られると、変な風に思う者も出てくるかもしれない。だから、ゆっくりと頭を下げた。

「はい。翡翠貴妃様の匂い香もお持ちします。……実は今日は四妃様達に、報告があって参ったのです。少しお時間を頂いてもよろしいですか？」

　よく見ると、翡翠の後ろには賢けん妃ひの薔しよう瑛えいもいた。小こ柄がらで大人しい彼女とはまだ直接話した事はないが、可愛らしい少女だなと見み掛かけるたびに思っていた。

　四妃が揃そろっている事は滅めつ多たにない。この場で話をした方がいいだろうと判断した。

「実は、煌翔様に同行して湖蘭国に行く事になりました。宮廷を離れる時は、四妃様方の許可がいると伺うかがいましたので参上しました。許可を頂けますでしょうか？」

「何ですって！　煌翔様に同行するってどういう事なの！」

　目を見開いたのは蘭々だ。嫉しつ妬とで彩いろどられた声に思わず身を竦すくめる。彼女達は煌翔の后妃となる事を目指して麗華宮にやってきたから、こんな反応をされるだろうとは思っていた。どう言えば彼女達の気持ちを逆さか撫なでしないか必死に頭を巡めぐらせていると、翡翠が蘭々を手で制した。

「お待ちなさい。その話なら煌翔様に伺っています」

　鈴すずのなるような美しい声は、蘭々を抑おさえるのに十分な迫はく力りよくがあった。

「湖蘭国の皇こう帝てい陛下が、凜莉姫の作る香にとても興味を持たれているのだとか。もし凜莉姫が湖蘭国で香を披ひ露ろうして注目を浴びれば、彼女がいる麗華宮の名も上がるでしょう。湖蘭国の皇帝陛下に認められるよう、精いっぱい頑がん張ばってきてください。期待していますよ。凜莉姫」

　その言葉はまさに鶴つるのひと声だったようで、取り巻きの姫達の表情が変わった。

「まあ、もし本当にそうなったら、すごいですわ！」

「そうでございますね。他国の皇帝に認められる姫が、同じ宮にいるなんて！」

　姫達が口々にそう言うのを聞いて、蘭々もようやく表情を緩ゆるめた。

「確かにそうですわね。麗華宮の名を上げる為なら仕方ありません」

　ようやく微笑ほほえんだ蘭々にほっとして、改めて翡翠を見上げた。

　彼女はゆっくり歩み寄って、凜莉の肩かたにぽんっと手を置いた。そして耳元に口を近付ける。

「頑張ってね。凜莉」

　友達としての言葉だった。嬉しくなって小さく頷うなずく。

「ええ、精いっぱいの事をしてくるわ。翡翠」

　囁ささやき返して微笑みあう。大切な友はもう一度肩を叩たたいて、応おう援えんしてくれた。
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　四妃達から宮きゆう廷ていを離はなれる許可をもらい、凜莉は自分の宮へ戻もどる為ために麗華宮の門を潜った。

　門の外には、来る時に護衛をしてくれた兵が待っているはずだった。

　だが立っていたのは兵ではなく我嵐だ。彼はこちらを見て、ほっとしたように微笑んだ。

「さっきは軍の話し合いがあって来られなくて悪かった。仕事は終わったから俺が送ろう」

　毒入りの菓か子しを贈おくってきた犯人がまだ捕つかまっていない。だから我嵐は心配して、護衛を部下に任せず、できるだけ自分で行っているようだった。

「ごめんなさい。我嵐は大将軍として忙いそがしいのに、わたしの護衛までさせてしまって」

　歩き出した我嵐についていく。我嵐は前を向いたまま、肩を竦めた。

「お前の護衛は煌翔様の命令でもある。お前は何も気にするな」

　こちらを向いた我嵐は、男らしい笑みを浮かべていた。親しみの込もった表情を見て、どきどきする。強面こわもての大将軍のこんな顔を見られるのは自分だけだと思うと、何だか嬉うれしかった。

「ありがとう。……ねぇ、我嵐。話は変わるけど、湖蘭国へは一いつ緒しよに行くんでしょう？」

「ああ」

　前を向いて、辺りをさりげなく警けい戒かいしながら我嵐が返事した。

「湖蘭国には大きな湖があるって事ぐらいしか知らないんだけど、我嵐は行った事がある？」

「俺も仕事で行っただけだから、あまり詳くわしい事は知らないが……」

　背を向けたまま、我嵐は話を続けた。

「湖蘭国は皇帝の燈とう亜あ廉れん様が統治されている。工芸が盛んで、特に銀細工は他国からも注文が殺さつ到とうするらしい。農業も盛んで、湖蘭国で作られている果実は甘くて美味おいしいと評判だ」

「そうなんだ。どきどきするわ。神瑞国から出た事ないの。異国ってどんなところかなって」

　話をしていて、ふと首を傾かしげた。会話におかしなところはないが、どうも我嵐の様子がいつもと違ちがう気がした。一番気になったのは、彼の汗あせの香かおりだ。

（やっぱりこの間の薬草畑の時みたいに、我嵐から緊きん張ちようしている香りがするわ。どうして？　わたし何かしたのかしら）

　もう夕暮れで辺りに人気はなかった。人が大勢いたらいろんな香りが混じり合うが、この状じよう況きようだと特技の絶対嗅きゆう覚かくは、意識せずとも近くにいる人の香りを勝手に嗅かぎ分けてしまう。

　我嵐が自分相手に緊張しているのを知って、不安が心を占しめた。

　事情を聞きたかったが、表面上は普通に接してくる我嵐にどう聞いていいのかわからない。

（そういえば、我嵐がわたし相手に緊張した香りを出すようになったのは、美人会が終わったぐらいからだったような気がする）

　最初は護衛をする為に緊張状態を保っていると思っていたが、いまはどうも違う気がしていた。何か我嵐に不快な思いをさせたのだろうかと考えてみるが、覚えはなかった。

「我嵐。わたし……」

　何とか話のきっかけを作りたいと考えあぐねて口を開くと、我嵐が足を止めた。

「さ、ついたぞ。香妃宮だ」

　香妃宮の門の前には、見張りの兵が立っている。我嵐は彼に軽く手を上げて挨あい拶さつし、門を潜くぐった。宮廷の守りを司つかさどる彼は、皇族以外で唯ゆい一いつ麗華宮にも香妃宮にも出入りができる男性だ。

　宮ぐうの入り口まで来て、我嵐がようやく足を止めた。さすがに我嵐でも、宮の中に許可を得ずには入れない。我嵐は戸を開けて、入るよう促うながした。

「出発は明後日あさつてだ。涼果がいないから荷造りが大変だろう。助けがいるなら、誰か寄よ越こすが」

　ありがたい心こころ遣づかいだった。こんなところはいつもの我嵐だ。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶよ。……それより」

　やはり何と言っていいかわからなくて、じっと目を見つめた。目は口ほどにものを言うと聞いた事がある。我嵐の本当の気持ちを知りたくて、目に力を込めた。

「うっ……！」

　すると、なぜか我嵐の顔が一気に赤くなった。

「ど、どうしたの？　我嵐」

　我嵐が慌あわてて顔を俯うつむけた。急にあたふたしだした彼に、目を丸くする。

「見つめられたりしたら……。いや、なんでもない！　その……そう熱があるんだ。体調が悪くて、それで……」

　顔は真っ赤で、汗もかいている。体調が悪かったのを見み抜ぬけなかった自分を叱しつ咤たした。

「そうだったのね。ごめんなさい、気づかなくて。そうだわ、熱を出した時によく効く香こうがあるの。すぐに調合するわ」

「いや！　大丈夫だ。もう治った！」

　慌てて両手を振ふった我嵐を見て、再度目を丸くした。

「もう治ったって。そんなはずないじゃない」

「鍛きたえているから、気合いで熱を下げられるんだ。じゃあ、俺はこれで！」

　どこをどう鍛えたら熱を下げられるのか大きな疑問だった。

　目を瞬またたかせていると、我嵐はすぐに背を向けて、門の外に出ていった。

「どうしちゃったの？　我嵐。やっぱり、わたし何かした？」

　思わず呟つぶやいて、彼の態度の変化の原因に心当たりがないか、自分に再び問いかけた。
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　我嵐は、足早に麗華宮の裏庭へとやってきていた。

　ここは煌翔が気に入っている裏庭で、宮廷の誰だれもがそれを知っているので近寄らない。

　煌翔は夜まで皇帝と湖蘭国での条約の話し合いに向けての相談をしているはずなので、しばらくここには来ないだろうと踏ふんでいた。

　どうしても一人になって落ちつきたかった。大きな木に凭もたれて、息をつく。

「しっかりしろ！」

　言葉は自分に向けてのものだ。凜莉を好きだと自覚してから、自分を御ぎよせなくなっていた。

　女性に興味を持った事がないとはいわないが、ここまで誰かを好きになった事は初めてかもしれない。どんなに強い敵と向かいあったって緊張なんてした事がないのに、凜莉と向かいあうと身体からだが固まって頭が真っ白になる。

　心臓が飛び出しそうなほど鼓こ動どうを打って、普ふ通つうに話をするだけで精いっぱいだ。

　彼女の目を見たりなんかしたら、もう頭の中は大混乱に陥おちいって、何を話しているのかさえわからなくなる。そんな自分は初めてで戸と惑まどっているし、こんな状況にさせる〝恋こい〟というものに恐おそろしささえ感じていた。

　大きく深呼吸して、何とか気持ちを落ちつけようとした。

「この思いは絶対に口にしてはいけない。凜莉は煌翔様の后こう妃ひ候補だ」

　呟いて、唇くちびるを嚙かみしめた。煌翔は命をかけて仕えるに値あたいする主人だ。

　以前、陥おとしいれられて無実の罪で捕まった時も、煌翔が真実を調べて真犯人を捕まえてくれた。

　もしあの時煌翔の助けがなかったら、今いま頃ごろは罪人として牢ろうの中か、悪くすれば処しよ刑けいされていた可能性だってある。あの時、この命を賭かけて一生煌翔に仕えようと決意した。

　その気持ちはいまでも色あせる事はない。その煌翔の后妃候補である凜莉にこんな気持ちを抱いだくなんて、〝罪〟だと言われても仕方ないと思っている。

　しかし、一度芽生えた恋心はなかなか消せない。

「気持ちを押し殺さねば。この気持ちは絶対に凜莉にも煌翔様にも知られてはならない」

　凜莉は煌翔にとって特別な存在ではないかと、長年仕えてきた者としての勘かんが囁いていた。

　秘宝香を作れる可能性があるから、煌翔は凜莉を大事にしているのかもしれない。

　だがどうもそれだけが理由ではないと思う。煌翔の凜莉を見る目は、いままで見た事がないほど優やさしさと愛いとおしさの籠こもったものだと気づいていた。

　煌翔がいままで、女性に特別な気持ちを寄せているのを見た事なんて一度もない。もし煌翔が凜莉を好きなら、やはりこの気持ちは押し殺して心の奥にしまい込むしかなかった。

　凜莉は大切な友で、煌翔は尊敬する主人だ。

　自分が思いを打ち明ければ、二人ともきっと苦しむだろう。

　二人とも大切だから、何とか凜莉に対する気持ちは胸に秘ひめておきたかった。

「凜莉は俺の態度が変だと気づいている。湖蘭国に同行するから、きっといままで以上に凜莉と接する事も多くなるだろう。煌翔様だって俺を信じて凜莉の護衛を命じているんだ。その気持ちを裏切るような真似まねはできない」

　自分に何度も言い聞かせて、我嵐は両手で顔を覆おおって深いため息をついた。
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　湖蘭国へは輿こしに揺ゆられて、半月ほどかかる予定だった。しかし今回は聖雷が、気まぐれな湖蘭国の皇こう帝ていを待たせない方がいいと提案したので、急きゆう遽きよ馬車が用意された。

　凜莉は馬車に取り付けられた格こう子しの隙すき間まから、外に目を向ける。

　馬車は山道を勢いよく進んでいた。

　馬で馬車の周りを囲んでいるのは、大将軍である我嵐を筆頭に腕うでが立って信用が置ける神瑞国の軍人が二十人ほどと、煌翔の補ほ佐さとして話し合いに参加する文官が十人ほど。

　そして聖雷が湖蘭国から連れて来た護衛が十人ほどだ。

　総勢四十人ほどなのだが、女性は自分一人だけだった。女官をつれて行くよう煌翔に言われたが、涼果は母親の怪け我がが治らないので戻もどって来られなかった。今回湖蘭国を訪おとずれるのは、大事な話し合いの為ためでもあるが、自分としては秘宝香の材料探しの為でもある。秘宝香作りをしている事を知っている涼果ならともかく、他ほかの女官をつれて行くのはためらわれた。

　だから煌翔に一人でも大丈夫と告げたものの、きっと男ばかりの中で女一人では寂さびしいだろうなと予想していた。しかし……。

（案外、そうでもなかったわ）

　馬車の中には自分の隣となりに煌翔と、その対面に聖雷がいた。

　神瑞国を出発して数日。煌翔と自分はもともと同じ馬車に乗る予定だったが、別の馬車を用意されているはずの聖雷も、神瑞国を出てからずっと同じ馬車に乗っていた。

「何度も言うが、今日こそ自分の馬車に行け」

　冷たい煌翔の言葉に、聖雷がにっこり笑った。

「嫌いやだよ。一人じゃ寂しいし。それに湖蘭国の皇帝が凜莉を呼んだのだから、道中おもてなしするのは皇太子である私の務めだよ。凜莉だって、私がいた方が楽しいだろう？」

　相変わらず滅め茶ちや苦く茶ちやな論理を展開して目を向けてきた聖雷に、あいまいに笑って返した。

（馬車の中で煌翔様と聖雷様がいつも何かしらもめていて、寂さみしがる暇ひまもないわ。二人を止めたり取りなしたりで忙いそがしいし。本当にこの二人は性格が合わないのよね……）

　心の中で嘆たん息そくしていると、聖雷が腕を組んで煌翔に目を戻した。

「この調子なら湖蘭国まであと三日ほどで着きそうだね。着いたらすぐ条約の話し合いが始まるから忙しくなるよ。……それにしても、いくら凜莉を命の恩人だと思っているからって、陛下がいきなり鉱山の権利を神瑞国に全面的に譲ゆずると言い出したのが、どうも腑ふに落ちない」

　考え込んでいる様子の聖雷に、煌翔が頷うなずいた。

「何をお考えなのかはわからないが、神瑞国としては、この機会を逃のがしたくない。……聖雷、改めて聞くが、条約については、お前は神瑞国に鉱山の権利をすべて譲るという湖蘭国の皇帝の意見と同じでいいんだな」

　煌翔が真しん剣けんな眼まな差ざしを向けると、聖雷が口くちの端はしだけで笑った。

「ああ。前にも言ったが、湖蘭国は銀細工の工芸や豊かな水に育はぐくまれた農作物で、十分国も民たみ達も潤うるおっている。戦いの原因になるような鉱山なら私はいらないと思っている。だが、いままでは父や高官達がなかなかそうは思ってくれなかった」

　聖雷が腕を解いて、こちらに身を乗り出した。

「書状には、権利を全面的に譲るというような事が書いてあったけど、実際はどこまで本気かわからない。私も話し合いに参加できるはずだけど、正直どれだけ発言力があるかもわからないんだ。でも何とか頑がん張ばってみんなを説得してみるよ。いまの鉱山は神瑞国が管理している。鉱山で働くたくさんの人々も、今回の条約が決まれば安心できるだろうしね」

「ああ。あの鉱山からは金がかなり採れる。鉱山の近くにある神瑞国の四つの町が、その恩おん恵けいを受けているんだ。彼らはみんな内心では怯おびえている。湖蘭国が権利を主張したら、仕事がなくなって路頭に迷うと」

　煌翔は胸に手を当てて、わずかに微笑ほほえんだ。

「だから今回の条約は絶対に締てい結けつさせたい。そして今後はそんな不安に怯えなくていいと、鉱山に関かかわっている神瑞国の民に伝えてやりたい。きっとみんな喜ぶだろう」

　煌翔の優しい気持ちが伝わってきて、思わず口元が綻ほころんだ。

「何を笑っている？」

　むっとしたような煌翔の声が聞こえて、慌あわてて口元を引き締しめた。

「いえ。とても大事な話をされているから、お邪じや魔ましてはいけないと思って。ですが、話を伺うかがっていたら煌翔様はお優しいんだなって……」

　あたふたと答えると、煌翔が腕うで組ぐみをした。

「別に俺は優しいわけじゃない。皇太子として神瑞国の事を考えているだけだ」

　煌翔らしい答えだと思った。煌翔は一つ息をついて、再び聖雷に目を向けた。

「聖雷、お前と鉱山についての意見があって良かった。あとはお前にどれだけ話し合いの場で発言力があるかだな。……それともう一つ聞きたかった事がある。お前の〝お友達〟の事だ」

　言葉に含ふくみがあるような気がして、思わず首を傾かしげた。

　聖雷は何の事だかすぐにわかったようで、馬車の壁かべに凭れて、薄うすく笑った。

「お友達というほどではないよ。ただ、目的があいそうだったからお友達のふりをしただけ。……まだ彼の行方ゆくえはわからないみたいだね。早く見付けた方がいいんじゃないかな。彼は……かなりやり手だ。本当に神瑞国を乗っ取られてしまうよ」

　そこまで聞いて、誰だれの事を話しているのかようやく悟さとった。

（木もく蓮れんの事を話しているんだわ）

　思わず息を詰つめて、両手を膝ひざの上でぎゅっと握にぎった。

　木蓮は香道省の先代の長おさだった。そして自分に調合を教えてくれた師し匠しようでもある。

　秘宝香を作る為に後宮に入る手配をしてくれたのも彼だ。

　誰よりも信しん頼らいしていたし、下町で食うや食わずで暮らしていた時に助けてくれた恩人でもある。しかし彼は、闇やみ香士団という神瑞国の皇族に恨うらみを持つ集団の長でもあった。

　自分に近付いたのは、秘宝香の調合法を思い出させる為だという。

　神瑞国には、三つの尊ぶべき称しよう号ごうがある。

　一つ目はこの国を統すべる皇帝が持つ『龍りゆう』の称号。

　二つ目は皇族の守り神とされる大将軍が持つ『鳳ほう凰おう』の称号。

　そして三つ目は仁の心で国を守るといわれている正せい香こう士しが持つ『麒き麟りん』の称号だ。

　しかし世間に知られているその三つの称号とは別に、闇の称号が存在する。

　それが闇香士団の長が持つ『九きゆう尾びの狐きつね』の称号だ。

　闇香士団はもともと皇帝に直接仕える、毒香を操あやつる暗殺団だったらしい。

　だがたった一度の失敗で宮きゆう廷ていを追放された彼らは、皇族を憎にくんでいた。九尾の狐は皇族の守り神だが、徳のない皇帝が君臨した場合は革命を起こすので凶きよう獣じゆうだとも言われている。

　木蓮は称号に則のつとって、自分達を追放した皇帝を断罪して革命を起こすと言っていた。

　聖雷は妹が意に染まない結けつ婚こんを迫せまられて、それを止める為に秘宝香を欲しがっていた。

　その為に木蓮と手を組んで神瑞国に来たのだが、説得に応じて彼を裏切り、捕とらえられていた自分を助けてくれた。聖雷を見つめると、彼は一つ息をつく。

「私はもう彼とは連れん絡らくをとっていないよ。彼と会っていた場所は君にも話した。いくつかあったが、もう捜そう索さくはしたんだろう？」

「ああ。何か手がかりを残していないかとくまなく捜さがさせたが、何も見つからなかった」

　煌翔の悔くやしそうな言葉を聞いて、唇くちびるを嚙かんだ。

（木蓮……いったいどこにいるの？）

　裏切られたが、彼の事は嫌きらいになれなかった。調合を教えてくれて、下町で一人でも生きていけるようにしてくれたのは彼だ。父の名めい誉よを挽ばん回かいする為に、秘宝香作りに挑ちよう戦せんできるのも彼のおかげだった。彼の香で助かった人々もたくさん知っている。

　目を瞑つぶると、眼鏡を押し上げて優やさしく笑う彼の顔がすぐに思い浮うかべられた。

　復ふく讐しゆうなんてやめてほしかった。もちろんそう説得もしたが、聞き入れてくれなかった。

　木蓮のいどころはまったくわからない。だが、彼が近いうちに何か仕し掛かけてくるのは確かだった。こんな時に神瑞国を留守にするのは、煌翔にとっても心配なのだろう。

　だから聖雷に何か知らないか聞いたのだと思う。

　二人の会話を聞きながら、再び格子の隙間から、外を見つめた。

（木蓮。無事でいて……）

　そんな本音を心で呟つぶやいて、そっと目を閉じた。
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　馬車の格こう子しから差し込んできた夕日が眩まぶしくて、凜莉は思わず目を細めた。

「そろそろ日が暮れるな。この辺りで止まるぞ」

　煌翔が馬車を操る御ぎよ者しやに、声をかけた。

　外にいる御者にはすぐに伝わったようで、馬車がゆっくりと止まる。

「今日は野宿か。ゆっくり寝しん台だいで眠ねむりたかったな」

　聖雷がぼやきつつ立ち上がった。煌翔が肩かたを竦すくめる。

「仕方ないだろう。この山を越こえるのが湖蘭国への一番の近道だ。ここを馬と馬車で行けば、七日ほどで湖蘭国に着く。皇こう帝ていの気が変わる前に着いた方がいいと言ったのはお前だぞ」

「まあね。急ぐに越した事はないんだけど、女性にこんな旅をさせるのは不本意だな。疲つかれただろう？　凜莉」

　聖雷が馬車を降りて、こちらに手を差し出した。

　摑つかまれという事だろうが、どう反応したら正解なのか悩なやむ。

「お気持ちはありがたいのですが、自分で降りられますので」

「そうだ。それに凜莉は俺の才人だと何度言ったらわかる。勝手に話しかけるな」

　煌翔が腕組みすると、聖雷が口を尖とがらせた。

「ええーっ。せっかく後宮なんて面めん倒どうなしきたりがあるところから凜莉を連れ出せたんだから、これを機にぐっと距きよ離りを縮めたいんだけど」

　盛大なため息をついた聖雷を見て、煌翔が顔を引きつらせた。

「お前が湖蘭国の皇太子でなかったら、今すぐぶっ飛ばして土の中に埋うめてやるのに」

　笑ってはいるが、決して冗じよう談だんとは思えなかった。しかし聖雷はまったく気にした様子がない。

「恋こいは自由だろう。凜莉が気持ちを受け入れてくれたら、どんな事をしても私の物にするよ」

「絶対にそんな日は来ない。いくぞ、凜莉」

　煌翔が馬車を降りてさりげなく手を差し出してくれた。その手におずおず摑まる。

　手を貸してもらって馬車を降りると、聖雷が腰こしに手を当てた。

「ひどいよ、凜莉。私が手を貸すのは断ったくせに」

「だから、凜莉は俺の才人だと言っただろう」

　煌翔が握った手をぐっと引き寄せて、見せつけるように軽く抱だきしめた。

「きゃっ」

　突とつ然ぜんの事に驚おどろいて身体からだを硬こう直ちよくさせると、煌翔が聖雷を睨にらみつける。

「いいか。凜莉は渡わたさないからな。湖蘭国に行っても、凜莉は俺が守る。お前は手を出すな」

　言い切った煌翔に、聖雷が目を丸くしている。

　煌翔の腕うでの中にいた自分も、同じようにびっくりして息を吞のんだ。

（こんな事を言われたら、まるでわたしの事がすすす好きみたいじゃない!?　でもそんなはずないわ。だって煌翔様は初恋の人がいまでも好きみたいだもの）

　美人会の事を聞いた時に、煌翔から初恋の人が忘れられないから、その人と再会できるまで、四し妃ひとなって后こう妃ひになる事を拒きよ否ひして時間を稼かせいでほしいと言われた。

　調合に専念できる自分の宮ぐうが欲しかったのもあって、四妃の選考会である美人会でよい成績を取ろうとした。だが付け焼き刃ばの特訓では、長年后妃候補として教育を受けた姫ひめ達と同じ舞ぶ台たいに立つ事はできなかった。四妃になれなかったので謝ったが、煌翔は特に怒おこった様子はみせず、彼女の事はまたじっくり時間をかけて考えると言っていた。

　その事を思いだして、胸にちくりと針がささったような気持ちになる。

（煌翔様には好きな人がいる。わたしを大事にしてくださるのは、秘宝香を完成させる可能性があるからだわ。聖雷様にこんな事をして見せつけるのは、湖蘭国に秘宝香を作れるかもしれないわたしを渡すつもりはないって、暗に示しているんだろうけど……）

　煌翔を見ていると、秘宝香を作れる事だけが自分を守ろうとする理由ではない気がした。

（煌翔様にとって、わたしは何だろう……？）

　考え込んでいると、ふいに我嵐の声が聞こえた。

「煌翔様。たき火を用意しました。お食事もすぐにご用意しますので、火のそばにどうぞ」

　見ると、我嵐が膝をついて川沿いの近くに焚たいたたき火の方を手で指していた。

　たき火のそばには椅い子すが三つ置かれて、その上に垂れ幕がかけられている。

　護衛達は持って来ていた食材で夕食の用意を始めていた。

「ご苦労だった。みな、食事を早めにとってゆっくり休め。明日は夜が明けたらすぐに出発するぞ。うまくいけば、日があるうちに湖蘭国に辿たどり着けるかもしれない」

　煌翔がようやく手を放してくれたので、やっと大きく息をついた。

　実は最近煌翔が気になっている。最初は傲ごう慢まんで口が悪くて嫌いやみったらしくて、とてもじゃないが好意をもてなかった。しかしいまは、彼の口の悪さの奥にある優しさや傲慢な態度の裏にある思いやりに気づけるようになった。

　こんな感情を覚えたのは初めてで、自分の気持ちを何と呼んでいいかわからないでいた。

（わたしはただの才人。本当なら煌翔様とお話だってできない立場だわ。でもわたしにできる事をしてお役に立てれば……）

　そうしたら、少しは煌翔の近くにいても許される存在になるだろうか。

　そんな思いを込めて煌翔を見つめていると、我嵐の声がした。

「凜莉、椅子に座るといい」

　はっとして彼の方を向いて、ふと気づく。

「どうしたの？　我嵐。何か怒ってる？」

　思わず首を傾かしげた。我嵐は普ふ段だん通りの表情だが、何かぐっと我が慢まんしている時の汗あせの香かおりがした。どうやら怒っているような気配もするが、我嵐はやや眉まゆ根ねを寄せただけだった。

「別に……」

　ぷいっと顔を背そむけられて、思わず目を瞬またたかせる。

「凜莉、行くぞ。食事の用意ができたようだ」

　話しかけようとしたら、煌翔に腕をとられて火の方へと連れて行かれた。

　最近我嵐の様子がおかしいと感じていたが、何が原因かはわからない。

　今度我嵐と二人になったら、ゆっくり話してみようと思った。
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　湖蘭国の宮きゆう廷ていは、金と朱しゆ塗ぬりが特とく徴ちよう的な神瑞国のそれとは違ちがって、細やかな銀細工の装そう飾しよくに溢あふれた優美なものだった。

　凜莉は馬車の中から外を覗のぞき、初めて見る異国の宮廷に興奮を隠かくせないでいた。

「ここが湖蘭国の宮廷……。すごく綺き麗れい」

　正面に座った聖雷が、自じ慢まんげに片手で宮廷を示した。

「なかなかのものだろう。湖蘭国は水の国とも言われている。国の中心に大きな湖がある事もそうだが、宮廷の中に地下から溢れるわき水があるからなんだ」

　隣となりに座っている煌翔が頷うなずいた。

「雪せつ花か泉せんの事だろう。雪花泉の水は美味で、その水を使って育てられた作物は頰ほおが落ちるほどうまいと聞いている。雪花泉の水が湖蘭国を救ったという話も聞いた事があるが、本当か？」

「ああ。数百年前、湖蘭国に数ヶ月雨が降らなかった事があるそうだ。巨きよ大だいな湖でさえ涸かれ果てて、作物を育てられず餓が死しする者まで現れたらしい。その時、当時の皇帝が雪花泉を宮廷の外に出す為ための水路を造った。ああ、あれを見てくれ」

　建物をぐるりと回ると、花々が咲さき乱れる庭が現れた。聖雷がさしたのは、その庭にある大きな池だ。神瑞国の宮廷にも池はあるが、その数倍はあるだろう。

　池には小こ舟ぶねが浮うかべられて、舟ふな遊あそびをする女性達の姿が見られた。

「あれが雪花泉から流れてきた水でできた池だ。あの池から宮廷の外に水路が引いてあるんだ。数百年前の干ばつだった時でも雪花泉の源泉からはこんこんと水が湧わき続け、民たみの喉のどと作物を潤うるおした。おかげでみんな助かったという。耳にたこができるくらい有名な湖蘭国の昔話さ」

　聖雷はにこやかな顔をこちらに向けた。

「雪花泉の水で作った作物はとても美味おいしいんだけど、特に果物の評判がいい。他国からも買い付けにくるほどだ。凜莉にも食べさせてあげたいな」

「素す晴ばらしいですね。そんなに美味しいなら、食べてみたいです」

　思わず本音を漏もらすと、煌翔にじろりと睨まれた。

「遊びにきたのではないぞ。ここでお前がすべき事を言ってみろ」

　低い声に、思わず背筋がしゃんと伸のびた。

「まずは皇こう帝てい陛下がご気分を害されないよう、精いっぱい丁てい寧ねいにご挨あい拶さつさせて頂きます」

　条約が締てい結けつされれば、鉱山で働く多くの人が安心して暮らせるようになると煌翔は言っていた。自分もできる限りの事をして、煌翔の手伝いがしたい。

「そうだ。お前が何か失敗して陛下の機き嫌げんを損そこねたら、条約の話し合いは決けつ裂れつするかもしれない。それを肝きもに銘めいじておけ。……それと聖雷とそんなに仲良く話すな」

　最後の言葉は小声だったが、聖雷は聞き逃のがさなかったようで、身を乗り出した。

「それは単なる嫉しつ妬とだよね。煌翔、後宮を離はなれたら、ずいぶん態度が変わったね。姫達の嫉妬から凜莉を守る為に冷たくしたりしたくせに、彼女達がいなくなったとたん、独どく占せん欲よくむき出しになっちゃってさ。それが君の本音なのかな」

　聖雷が鋭するどく言葉を放つと、煌翔はにっこり笑った。

「俺はいつもと変わらない。凜莉とお前が仲良く話していたりすると、事情を知らない者が誤解するかもしれないだろう。だから注意しているだけだ」

　聖雷が肩かたを竦すくめたと同時に、馬車が止まって外から声がした。

「ようこそいらっしゃいました。神瑞国の朱煌翔皇太子殿でん下か」

　格こう子しの隙すき間まから目をやると、広い庭に百人ほどの身なりのいい男達が膝ひざをついている。

　揃そろいの服を着た彼らは、いっせいに両手を組んで目の前で掲かかげ、頭を下げた。

「「「ようこそ、朱煌翔皇太子殿下」」」

　全員が声を揃えて挨拶するのを見て、迫はく力りよくに押されるように凜莉は息を吞のんだ。

　聖雷が立ち上がる。

「湖蘭国の官かん吏り達だ。国の重要な客人には、こうして挨拶するのが決まりになっているんだ」

　煌翔が深呼吸して、厳しい顔付きになった。

「ここからが勝負だ。条約について話し合いたいと書状には書かれていたが、いままで湖蘭国側は本音では鉱山の権利を欲しがっていたはずだ。それなのに急に態度を翻ひるがえした理由は凜莉の香以外にもあるかもしれない。気を引き締しめて話し合いに臨のぞまなければ」

　煌翔の緊きん張ちようが伝わってくるようだ。急に心臓の動きが速くなる。

「煌翔様。わたしは皇帝陛下にご挨拶をしたら、あとはどうすればいいですか？」

「黙だまってにこにこ笑っていろ。湖蘭国の燈亜廉皇帝は、お前の事を気に入っているはずだ。悪いようには扱あつかわれないだろう。だがかなり気難しい人物でもある。何度も言うが言動にはくれぐれも気をつけろ」

　聖雷がやはり緊張した面おも持もちで頷いた。

「そうそう。我が父ながら、陛下の頑がん固こさには私達も困る時があるんだ。でも、凜莉の事は気に入ったから会いたがっているんだろうし、余計な事を言わなければ大だい丈じよう夫ぶ。頑がん張ばってね」

「頑張ってねって気軽に言われても、すごく緊張します。どうしましょう」

　自分のひと言で神瑞国と湖蘭国の和平にひびが入るかも知れないと思うと、思わずこのまま帰ってしまいたい気持ちにすらなった。煌翔がぽんっと肩に手を置く。

「大丈夫だ。俺と聖雷は条約についての話し合いで忙いそがしいから、ずっとついていてやれない。だから我嵐と行動をともにしろ。何か困った事があったら、我嵐に何でも言え」

　煌翔が馬車の外に目をやった。そこには、煌翔達が馬車を降りる為の用意をしている我嵐の姿があった。我嵐は格子越ごしに声が聞こえたのか、こちらに顔を向けた。

「いいな、我嵐。湖蘭国では凜莉に張り付いていろ。凜莉を守るんだ」

　我嵐がやや視線を落とした。

「はい。お任せください」

　我嵐の返事は冷静なものだった。最近どうもおかしな態度を取られている気がしていたが、道中ではあまりそんな事はなかったように思う。

　気になった事と言えば、野宿をした時に煌翔と話していた自分を見ていた我嵐から、怒おこっているような汗の香りがしていたぐらいだ。

　何か彼の気に障さわるような事を言っただろうかと考えているが、思い浮かばない。

　話しかければ普ふ通つうに返してくれるし、変な態度を取られる事はそれ以外では無かった。

（だけど何か変なのよね。うまく言えないけど、何か隠しているような気がする）

　心の中の思いは、ぐるぐると渦うずを巻いている。しかしその事を考えるのはあとにしようと思った。いまは神瑞国の代表として湖蘭国を訪おとずれている。まずはそちらに集中するべきだろう。

「じゃあ、煌翔、凜莉、ついてきて。ここからは私が案内するよ」

　聖雷が馬車を降りると、庭に整列した官吏達が、いっせいに頭を下げた。

　その様子を見ていると、改めて聖雷は湖蘭国の皇太子なのだと思う。

　馬車の外から聖雷に促うながされて、煌翔が堂々とした様子で降りた。

　そのあとに続いて、しずしずと庭に降り立つ。

　初めて立つ異国の宮廷は、馬車から見ていた時より、ずっと大きくて荘そう厳ごんな光景だった。

（いい香かおりがするわ。柑かん橘きつ系の香りね。素敵な香り）

　大きく息を吸い込んで、宮廷の〝香り〟を確かめる。建物の素材や植物達のいろんな匂においが混ざり合った宮廷の香りは、神瑞国とはやはり違っていた。聖雷がこちらに向き直る。

「ようこそ、我が湖蘭国へ。歓かん迎げいするよ」

　聖雷の合図で、官吏達が二手に分かれて、道を作った。

　両りよう脇わきに並んだ官吏達の間を煌翔と聖雷、そして我嵐達が続いていく。

　彼らの背中を見て歩きながら、不安と緊張と高こう揚よう感かんがないまぜになった心境で、正面にある大きな建物の中に入った。
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　官吏達に迎むかえられて建物に入ると、銀細工が施ほどこされた豪ごう奢しやな作りの戸が並ぶ廊ろう下かが続いていた。その廊下を、凜莉は緊張の面持ちで煌翔達のあとに続いて歩いた。

　煌翔は普ふ段だん通りの顔付きだが、どことなく緊張した空気を醸かもし出していた。

　煌翔の隣となりにいる聖雷も、いつものふざけた様子はなりを潜ひそめて、一国の皇太子の顔付きだ。

　彼らの後ろを歩く我嵐は、さりげなく辺りを警けい戒かいしている。

（亜廉皇帝は気難しいって煌翔様も聖雷様も仰おつしやってたわ。いまさらだけど、わたし大丈夫かな。うまく接する事ができるかしら）

　礼れい儀ぎ作法は一通りできているはずだが、念ねんの為に付け焼き刃ばだが作法の勉強もし直した。

　息苦しささえ感じつつ、そのまま進んでいると、ふとある香りがするのに気づく。

（あれ？　緊張している時に出る汗あせの香りがすごくするわ。わたし達はもちろん緊張しているけど、もっとたくさんの人達が息を殺してじっとしているような、そんな香り……）

　さきほど聖雷から、この建物は亜廉皇帝が住まう宮きゆう廷ていの中心だと聞いていた。

　もちろんみんな緊張感を持って仕えているのだろうが、そういう時の汗の香りともわずかに違ちがう。まるで猛もう獣じゆうに襲おそわれそうになっているような、命の危険をも伴ともなう緊張感がある時に出る汗の香りが際きわ立だっていた。眉まゆ根ねを寄せつつ、黙って奥に進んだ。

　廊下の先は、白い玉たま砂じや利りが敷しき詰つめられた庭に出られるようになっていた。

　庭には降りず、そのまま廊下を進んで角を曲がると大広間に辿たどり着く。

　奥にある壇だん上じように、銀細工のきらきらと輝かがやく椅い子すが置いてあった。

　そこに座る初老の男性が、鋭い目つきでこちらを見やる。

　煌翔と聖雷、そして我嵐がうやうやしく膝をついたのを見て、慌あわててそれにならった。

「お久しぶりにございます。燈亜廉皇帝陛下」

　煌翔がよく響ひびく声を上げると、亜廉がゆっくりと立ち上がった。

「これは煌翔殿どの。よくぞいらっしゃった。お待ちしていましたぞ」

　にこやかな笑えみと柔やわらかな声に、思わず目を瞬またたかせた。

（気難しいって聞いていたけど、そんな雰ふん囲い気きはいまのところないわ。優やさしそうな感じ）

　それが湖蘭国皇帝、燈亜廉の第一印象だった。

　頭こうべを垂れたまま、目だけをちらりと上げて亜廉の様子を窺うかがう。

　亜廉は六十代半ばだろうか。髪かみにもあごひげにも白いものが混じっていた。

　側近の手を借りて壇上を降り、こちらに近付いてくる亜廉は、足取りが重いように感じた。

　心臓の病を患わずらっているせいか、顔色もあまりよくない。

　瘦やせた身体からだは闘とう病びようのせいかもしれなかった。神経質そうな顔付きではあったが、表情は穏おだやかだ。そして聖雷の父親だけあって、二人はふとした時に見せる仕草や顔立ちが似ていた。

　煌翔がわずかに目を見開きつつも、再び口を開いた。

「父は体調が悪く、代わりに若じやく輩はいですが私が参りました。どうぞよろしくお願い致いたします」

「こちらこそよろしく頼たのむ。余も体調があまりよくない。だから余の代わりに息子むすこの聖雷が、湖蘭国の代表として話し合いに参加する。……聖雷、お前にすべてを任せる。よいな」

　条約締てい結けつに賛成の聖雷が、湖蘭国側の代表として話し合いに参加するなら、こんなに嬉うれしい事はない。あまりにすんなり許可が下りた事に面食らったのか、聖雷が驚おどろいた顔を上げた。

「私にすべてお任せして頂けるのですか？」

「同じ事を二度言わせる気か？」

　ふいに言葉に鋭するどい刃やいばが宿った気がした。亜廉の表情が一いつ瞬しゆんだけ険しくなる。

　聖雷が慌てたようにすぐに頭を垂れた。

「申し訳ありません」

　亜廉が気を取り直したように、煌翔に目を向けた。

「煌翔殿。書状にも記したが、二度と両国の間で争いを起こさない為ためにも、我が国は鉱山の権利を全面的に放ほう棄きしてもよいと思っている。……余も若い時はかなり強ごう引いんな事をしていたが、病に苦しむようになったいま、考えが変わった。いまなら、苦しんでいる民たみの気持ちがよくわかる。鉱山の権利を放棄して、民達が安心して生活できるのなら、その方がよい」

　これまで湖蘭国の皇こう帝ていは鉱山の権利を手にする為にやっきになっていたと聞いていたが、いま目の前にいる亜廉はまったくそんな態度をみせなかった。本人が言うとおり、病に苦しむようになって考えが変わったのだろう。

　いままで幾いく度どとなく、鉱山を巡めぐっての戦いくさが繰くり返されてきた。ここ数十年は戦は起こっていないが、神瑞国の民も湖蘭国の民も、次はいつ戦いが起こるのだろうと内心で怯おびえている。

　今回の話し合いがうまく進めば、もう戦に怯える事もなくなるだろう。

　どうやら条約の締結は現実のものになりそうで、よかったと胸をなで下ろした。

　そしてふと、ある事に気づいてやや首を傾かしげる。

（亜廉皇帝が、ずっとこっちを見ている気がするんだけど……）

　少しだけ顔を上げると、ばっちり亜廉と目があった。

　慌てて俯うつむこうとすると、優しい声が頭の上から聞こえる。

「そなたが凜莉か？」

　頭を上げて、緊きん張ちようしつつ頷うなずいた。

「はい。初めまして、亜廉皇帝陛下。このたびはお招き頂きありがとうございます」

　何か粗そ相そうでもすれば、国同士の問題になる。せっかくうまくいきそうな条約の話し合いを自分のせいで失敗させるわけにはいかない。指先にまで緊張の糸を張り巡らせた。

「よくぞ参った。会えるのを楽しみにしていたぞ。凜莉、そなたにどうしても礼が言いたかった。香こうを作ってくれてありがとう」

　声も言葉も感謝の気持ちで満ちていた。彼は心臓の病で発ほつ作さに苦しんでいると、聖雷に聞いていた。事情があって、その発作を静める心静香を作って聖雷に持たせたのだ。

　心静香はよく効いて亜廉皇帝が喜んでいたと聞いて、とても嬉しかった。

　病や怪け我がに苦しむ人達の助けになりたい。それが香士を目指す一番の理由だ。

　神瑞国では女性は香士になれないが、秘宝香を作り上げて正香士として認められれば、女性でも香士になれると信じていた。

「お役に立てたのなら、幸いです」

　あまり話すと余計な事を言ってしまうかもしれないので、短めに気持ちを伝えた。

　亜廉がにこやかな笑みを浮うかべて、胸に手を当てた。

「そなたは命の恩人だと言っていい。あの発作の苦しみといったら、言葉では表せないほどに辛つらいものだった。そなたの香を焚たくと、その苦しみから解放されて楽になる。この国のどんな医師も、あれほど発作を静める薬を作れなかった。そなたは素す晴ばらしい」

　手放しで褒ほめられて、驚きつつも嬉しさで胸がいっぱいになった。

「まだまだ修しゆ行ぎよう中です。もっと香の勉強をして、世の中の病や怪我で苦しんでいる人達の為に役立てたいです」

「そうか。いい心がけだ。実はな、凜莉。我が国にそなたを香士として迎むかえたいと思っておるのだ。考えてはもらえないか？」

　そう言われるかもしれないと心構えはしていた。

　病に苦しんでいる人は、薬を常に手元に置きたいという気持ちに駆かられる。

　薬になる香を作れる自分を手元に置きたいと、亜廉も思っているのだろう。

　こう言われた時の返事をどうしたらいいか、煌翔とも相談していた。

「お言葉は大変光栄なのですが、神瑞国でもっと香を学びたいと思っています。さきほども申し上げましたが、病や怪我で苦しんでいる人達を救いたいと思っています。神瑞国は香の勉強をするには最高の場です。ですので国を出るわけにはいかないのです」

　困ったような顔と、静かな声を心がけた。

　うまく断らないと、これから始まる条約の話し合いに支障を来きたすかもしれない。

「しかし、聖雷が心静香を持ってきた時、袋ふくろに入っていた説明書を読んだが、調合して半年ほどしか効力を維い持じできぬと書いてあったぞ。もし香が足りなくなったり、効力がなくなったりしたらどうする。そなたが我が国におれば、いつでも調合してもらえるから安心だ」

　亜廉はなかなかに強情だった。煌翔が亜廉とこちらを交こう互ごに見て、口を開いた。

「陛下、必ず半年に一度は、凜莉に心静香を調合させて湖蘭国に送る事を、神瑞国皇太子であるこの私がお約束します。書状に約束の証あかしとして記してもかまいません」

　正式な書類を残せば、そうそう覆くつがえせなくなる。亜廉が煌翔を見つめて嘆たん息そくした。

「煌翔殿にそう言われたら、引き下がるしかないな」

　どうやら納なつ得とくしてくれたようだ。心の中でほっとした。

（強情だって聖雷様が仰っていたけど、話せばわかってくださる方なんだわ。よかった）

　亜廉は気を取り直したように、にこやかな笑みを浮かべた。

「では、凜莉。もっと勉強してよい香士になってくれ。そうそう、心静香を作ってくれた礼がしたい。余はあまり体調がよくないので、代わりの者にそなたの世話と遊び相手をさせようと思う。条約の話し合いにはしばらくかかるだろう。その間、そなたはゆっくりするがいい」

「ですが、わたしは煌翔様の才人なので、お世話を……」

「かまわないではないか。そうだな、煌翔殿」

　亜廉が顔を向けると、煌翔はやや目を伏ふせた。

「ありがたきお言葉です。凜莉、陛下のお言葉通りに」

　亜廉の機き嫌げんを損そこねてはならないと、煌翔は言っていた。みんなが条約の話し合いで忙いそがしいなら手伝いたい気持ちも大きいが、ここで断ったらまずいという煌翔の判断に従うしかない。

「わかりました。お言葉に感謝します」

　頭を下げると、亜廉が満足そうに頷いた。
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「亜廉皇帝陛下は、話に聞いていたよりずっといい方のように思いました」

　凜莉は案内された部屋で、聖雷と煌翔と一いつ緒しよに机を囲んで座っていた。

　ここは自分に与あたえられた部屋だが、一人で使うにはかなり広かった。

　銀細工で作られた置物が壁かべに飾かざられ、その反対側にはずらりと衣装箱が並んでいる。

　さきほど確かめたら、皇族の姫ひめが着るような高価な衣装と髪かみ飾かざりやかんざしが入っていた。

　案内してくれた女官によると、亜廉が心静香の礼として凜莉に贈おくりたいと言って揃そろえさせたそうだ。煌翔と聖雷にお茶を淹いれているのだが、その茶器も銀製で見事な輝かがやきを放っている。

　茶器を差し出して見つめると、煌翔と聖雷は腕うで組ぐみして眉まゆ根ねを寄せていた。

　先に口を開いたのは聖雷だ。

「私も陛下の態度には驚いている。もしかしたら、陛下は別人かもなんて思ったぐらいだ」

「そんな、まさか」

　笑おうとすると、煌翔が真しん剣けんな顔で頷いた。

「さすがに別人というのは言い過ぎかもしれないが、聖雷の言いたい事はわかる。以前会った陛下とはまったく印象が違ちがう」

　聖雷が茶器を手に取って一口飲んだ。

「陛下があんなに笑っているのを見たのは、何年ぶりだろう。それに湖蘭国に来ないかって凜莉を誘さそって断られたのに、あっさり諦あきらめたのもおかしい。陛下は意見を決して曲げない人だ。本気で凜莉をこの国に迎え入れたかったら、手段だって選ばないはずなのに」

　実の父親の事なのに、聖雷の言い方は容よう赦しやがなかった。

「本当にそうなんですか？　わたしには優やさしそうな方に見えましたけど」

「それは凜莉を命の恩人だと思っているからだよ。本当の陛下は、いろんな意味で怖こわい方だ」

　にわかに信じられなかったが、煌翔が頷いた。

「何度か陛下にはお目にかかったが、以前はまさに聖雷の言う通りの人物だった。だから今回の話し合いでは苦労するだろうと思って覚かく悟ごしてきたんだ。湖蘭国側から権利を全面的に放ほう棄きすると言ってきたが、きっと何か他ほかに思おも惑わくがあるのだろうとな。だが話し合いは、鉱山の権利の放棄に賛成である聖雷に一任すると仰おつしやった」

　煌翔は亜廉の態度に何か裏があるのではと、疑っているようだった。

「ですが、陛下は二度と両国の間で争いを起こさない為ためにも、我が国は鉱山の権利を全面的に放棄してもよいと仰っていたではないですか。やはり、それが本音ではありませんか？　それに聖雷様を次期皇こう帝ていとして認めていらっしゃるから、話し合いを任せられたのでは？」

　神瑞国の朱令聞皇帝も体調が悪く、今回の話し合いは次期皇帝の煌翔に任せてある。

　亜廉皇帝もそう若くなく、病に苦しんでいる事を考えれば、皇太子である聖雷にある程度国策を任せるのはおかしな事ではないと思った。

「私は煌翔みたいに父親に信しん頼らいされてはいないと思うよ。……何か陛下が妙みような事を考えているように思えてならないんだけどね」

　心配している様子の聖雷を見て、思わず首を傾げる。

「考えすぎな気がします。病に苦しむと性格や人格が変わってしまう人がいます。お話を伺うかがった限りでは陛下はずいぶん傲ごう慢まんな方だったようですが、病に苦しんで他人の痛みがわかるようになったのではないですか。鉱山の権利を放棄して、民たみ達が安心して生活できるのなら、その方がよいと言われていましたし」

　下町に住んでいた頃ころは、医い療りよう所に香を売って生活していた。

　たまに医療所の手伝いもしていたので、いろんな患かん者じやもみてきた。

　それまでさんざん横暴だった男性が、事故で死の境を彷徨さまよった事がある。そんな時、ずっと手を握にぎってくれていた家族の大切さに気づいて、人が変わったように優しくなった。

　煌翔が小さく息をついた。

「確かに、陛下の変わり様はそう説明されれば一応の納なつ得とくはいくが」

　聖雷は黙だまり込んでしまった。二人とももう何も言わなくなったが、やはり何かまだ引っかかっているようだ。そのまま三人でお茶を飲んでいると、戸の向こうから声が聞こえた。

「凜莉様。失礼してよろしいですか？」

　女性の声が聞こえたのではいと返事をすると、戸が少しだけ開いて女官が顔を見せた。

「慧けい花か姫がご挨あい拶さつされたいと仰ったのでお連れしました」

　その言葉にいち早く反応したのは聖雷だった。

「慧花が来たのか？」

　立ち上がった聖雷が戸を大きく開くと、女官の背後に少女が座っているのが窺うかがえた。

「お兄様、こちらにいらっしゃったんですか」

　聖雷とよく似た顔立ちの美少女は、自分より少し年下のようだ。椿つばきの花が象かたどられた銀のかんざしに、流れるような銀色の髪。細い身体からだを桃もも色いろの襦じゆ裙くんで包み、青い帯を巻いている。

　慧花はこちらを見つめて、うやうやしく頭を下げた。

「神瑞国の煌翔皇太子殿でん下かと凜莉様でございますね。慧花と申します。陛下から凜莉様の案内を命じられました。よろしくお願い致いたします」

　おっとりとした声で微笑ほほえんだ慧花と聖雷を、交こう互ごに見つめた。

「慧花姫は聖雷様の妹君でございますね。こちらこそよろしくお願い致します」

　慌あわてて膝ひざをついて、頭を下げて挨拶した。そして顔を上げて、おずおずと口を開く。

「慧花姫、申し訳ありませんが、わたしは様付けで呼んでもらうほどの身分ではありません。ましてや、慧花姫は皇族なのですから」

「いいえ。身分なんて関係ありません。私は凜莉様に感謝しているのです。凜莉様のおかげで政略結けつ婚こんから逃のがれられたのですから」

　彼女のいう政略結婚とは、亜廉の命令で田舎いなかに住む年の離はなれた貴族と結婚させられそうになった事だ。慧花を救う為に、聖雷は木蓮と手を組んで自分を連れ去り、秘宝香の作り方を聞き出そうとした。しかし説得に応じて煌翔に居場所を知らせて助けてくれたのだ。

　そのせいで聖雷は、慧花の結婚をやめさせる材料である秘宝香を手に入れられなくなった。

　そんな彼に、秘宝香の代わりとして心静香を作って渡わたした。亜廉の心臓の発ほつ作さに効くはずだから、これで妹の結婚をやめてもらえるよう交こう渉しようできないかと提案したのだ。

　その作戦がうまくいきすぎて、いま自分はここにいる。

「慧花。凜莉は敬けい称しようをつけて呼ばれるのは緊きん張ちようするんじゃないか？」

　聖雷に諭さとされて、慧花がにっこり笑う。

「わかりました。では、凜莉さんと呼ばせてください」

　笑えみは可か憐れんで、見ているこちらまでほんわかした気持ちになった。

　聖雷が手招きすると、慧花が部屋に入ってくる。女官が廊ろう下かに控ひかえるように座り直して、そっと戸を閉めた。聖雷が、隣となりの椅い子すに座るよう手で促うながす。

「やっぱり凜莉の案内役は慧花だったんだな。この部屋に案内されたから、そうじゃないかと思ってた。……凜莉。慧花は皇族だから自分の宮ぐうを持っていて、実はこの部屋がある建物がそうなんだ。この部屋の近くに慧花の部屋もあるから、困った事があったら何でも言うといい」

「ありがとうございます」

　椅子にちょこんと座った慧花は、可愛かわいらしく話もしやすそうだ。一緒に居てもそう緊張しなくてすみそうなのでほっとした。四人で話をしていると、戸の向こうから我嵐の声がした。

「失礼します。煌翔様、聖雷様。そろそろお時間です」

　煌翔が茶器を机に置いて立ち上がった。

　顔付きが一変して、皇太子の気品と気き丈じようさに満ちたものになる。

「凜莉、いよいよ条約についての話し合いが始まる。湖蘭国の高官達も同席するから、俺はしばらく身動きができなくなる。ここは神瑞国ではなく、異国だという事を常に頭に置いて行動しろ。何かあったら我嵐に言え。いいな」

「はい」

　緊張して答えると、煌翔が苦く笑しようして頭にぽんっと手を置いた。

「気は張らなければいけないが、緊張しすぎてもいけないぞ。お前は陛下のお言葉通り慧花姫に宮きゆう廷ていを案内してもらって、異国を楽しむがいい。それが亜廉皇帝陛下のお望みなのだから、陛下のお心に従えばいいんだ」

「あ！　私も凜莉に頭ぽんぽんってしたかったのに！」

　聖雷が口を尖とがらせたが、煌翔は完全に無視した。

　聖雷がむっとした表情で腕組みして、慧花に目を移す。

「慧花、湖蘭国ならではの遊びを凜莉に教えてあげてくれ。私は凜莉を妻にしたいと思っているんだ。凜莉がこの国を気に入ってくれたら、私の求婚も受け入れてくれるかもしれない。そうしたら、思う存分凜莉の頭を撫なでてあげられるし」

　ふざけたような聖雷の言葉に、慧花がまじめな顔で大きく頷うなずいた。

「はい。私も凜莉さんがお姉様になってくださったら、とても嬉うれしいです。湖蘭国をいっぱい知ってもらって、ここに住みたくなってもらえるように頑がん張ばりますね」

　どうやら慧花は本気でそう思っているようだ。

　どこか浮うき世よ離ばなれした様子の慧花だが、憎にくめない可愛らしさに思わず苦笑した。
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　女官に案内されて、凜莉は慧花と並んで亜廉が普ふ段だん使っている自室へと足を進めていた。

「申し訳ありません、ご足労頂いて。陛下が凜莉さんをぜひ一度部屋に招待したいそうで」

　慧花が頭を下げたのを見て、慌てて微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶです。陛下に招待して頂くのは身に余る光栄ですので」

　口ではそう言ったが、煌翔がいないのに亜廉と会うのはかなりの勇気がいった。

　ちらりと背後に目をやると、すぐ後ろを歩いて来る我嵐の姿が目に入る。

　彼が護衛としてそばにいてくれるのが、唯ゆい一いつの幸いだった。

　煌翔達が話し合いの為ために部屋を出ていき、慧花と二人で今日はまず何をしようかと話していると、亜廉の側近が部屋を訪おとずれた。そして亜廉が呼んでいると告げたのだ。

　断るわけにもいかず、我嵐に付き添そってもらって慧花と一いつ緒しよに亜廉の部屋を訪れる事になった。緊張しつつも、ふと慧花の顔付きが気になった。

「……顔色が悪いですよ。気分が優すぐれないのですか？」

　問いかけると、慧花が慌てて首を振ふった。

「いいえ。体調が悪いわけではないんです。こんな事を言ったら変かも知れませんが、陛下とお話しするのは苦手で……」

　消え入りそうな声だ。亜廉は父親なのに、話すのが苦手とはどういう事かと首を傾かしげる。

（陛下に無む理り矢や理り、好きでもない貴族と政略結婚させられそうになったのよね。皇族の姫ひめなら政略結婚は逃れられないのかもしれないけど、きっと辛つらかったはず。だから陛下が苦手だって気持ちになってしまうのかも）

　考えながら歩いていると、女官が立ち止まった。

　右手にある戸の前で女官と慧花が跪ひざまずいたので、慌ててそれにならった。

「失礼します。陛下」
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　慧花が自ら挨あい拶さつしたが、その声は震ふるえていた。

　顔色も真っ青だったので、慌てて声をかけようとすると戸が開く。

「ようこそ。陛下がお待ちです」

　若い側近が、戸の向こうに座っていた。女官は中までは入らないようで、その場で控えている。慧花と一緒に入ると、ついてこようとした我嵐が側近に止められた。

「こちらでお待ちください」

「凜莉姫の護衛を煌翔様より任されております。離れるわけにはいきません」

「しかしここは亜廉皇帝陛下のお部屋です。許可がない方はお通しできません」

　側近と我嵐が睨にらみ合いを始めたのを見て、慌てて彼らに近寄った。

「お話をするだけだから、何かあったらすぐに声をかけるわ。ここで待ってて」

　我嵐に小声で話しかけると、彼は眉まゆ根ねを寄せたものの、渋しぶ々しぶ引き下がった。

「では、こちらでお待ちします」

　我嵐が側近に告げると、ようやく騒さわぎが収まった。

（条約の話し合いが終わるまでは、もめ事を起こしてはならないわ）

　慧花の隣に行って、改めて膝ひざをつく。亜廉は奥にある寝ね椅い子すにゆったり凭もたれかかっていた。

「よく来たな、凜莉。……慧花、今日は凜莉をどこに案内するのだ？　彼女は命の恩人だ。せめてもの恩返しとして、湖蘭国を楽しんでいってもらいたい。お前は年も近いから凜莉の案内役を任せたのだ。何か凜莉に粗そ相そうでもしたら……容よう赦しやしないぞ」

　声こわ色いろは穏おだやかだったが、ふと違い和わ感かんを覚えた。

（父親が娘むすめに知り合いの案内を頼たのむ。それはわかるけど、粗相をしたら容赦しないっていうのは言い過ぎじゃない？　しかも冗じよう談だんじゃなくて本気っぽいし、慧花姫は震え上がっているし）

　亜廉は笑みを浮かべているが、目つきは鋭するどくて怖いほどだった。慧花は唇くちびるを震わせて、真っ青な顔で床ゆかにつくほど頭を下げている。もともと気が弱そうだが、それでもいまの怯おびえ方は尋じん常じようではない。何だかおかしな雰ふん囲い気きだったが、よそ者の自分が口を挟はさむのはためらわれた。

　特に、亜廉の機き嫌げんを損そこねないようにと煌翔に言われているから尚なお更さらだ。

　慧花は小刻みに震えつつも、何とか口を開いた。

「今日は、舟ふな遊あそびにご招待しようと思います。お天気もいいですし、何より凜莉さんに湖蘭国が水の国だと言われる所以ゆえんである雪花泉の水でできた池をご紹しよう介かい致いたしたく存じます」

　慧花からはまるで、猛もう獣じゆうを前にした時のような汗あせの香かおりがしていた。少しでも油断したら、一気に食べられてしまう。そんな緊きん張ちよう感かんに溢あふれた汗だ。亜廉はしばらく考えて、頷いた。

「舟遊びか。それはいい」

　慧花が明らかにほっとした様子をみせた。亜廉がこちらに目を向ける。

「凜莉。我が国の宮廷には、古くから伝わる聖なる泉がある。地下からわき上がるその泉は、どんな干ばつの際も涸かれる事はない。雨が長く降らない時は、その泉の水を民たみ達が耕す畑に流して、農地を維い持じするのだ」

「雪花泉の事は聖雷様にも伺うかがいました。素す晴ばらしい泉ですね。どうやって地下から湧わいているのか、見てみたいです」

　素直な感想を述べたつもりだったが、隣となりにいた慧花がぎょっとしたのに気づいて、まずい事を言ったのかと焦あせった。

「……いえ、聖なる泉だから、そう簡単には見られないのかもしれないですけど」

　慌あわてて言い直したが、亜廉は特に気を悪くした風ではなかった。

「雪花泉の源泉は、代々の皇こう帝ていがあがめ奉たてまつってきた。皇族が結けつ婚こんする際には、雪花泉の源泉の水を互たがいに飲んで婚こん礼れいの誓ちかいとするほど神聖なものだ。普ふ通つうは客人においそれとは見せられぬのだが、凜莉には特別に見せてもよい」

　亜廉が口元を綻ほころばせて、やや身を乗り出した。

「なんなら……その水を聖雷と酌み交わして妻になってはどうだ？　そなたが聖雷の妻になってこの国に住んでくれれば、こんなに嬉うれしい事はない」

　とんでもない申し出だった。冗談だと思いたいが、亜廉の目は笑っていない。

　どう答えればいいかと、頭の中をいろんな言葉が駆かけ巡めぐった。

（陛下の機嫌を損ねず、だけどちゃんと断るってどうすればいいの!?）

「……せっかくのお言葉ですが、わたしは神瑞国の皇太子、煌翔様の後宮に仕える才人です。湖蘭国に嫁とつぐ事は許されないでしょう。それに聖雷様とは身分も違ちがいます。聖雷様の妻として振る舞まえるほどの、知識も作法も持ち合わせておりません。もしわたしが妻になったら、きっと聖雷様に恥はじをかかせてしまいます」

　考えた末にやんわりと、だが誤ご魔ま化かさずにはっきり無理だと伝えた。やはり亜廉は、心静香を作れる自分を近くに置きたいと思っているようだ。あいまいに答えたら、都合のいいように解かい釈しやくされる恐おそれがある。しかし機嫌を損ねるわけにもいかないので、言葉には慎しん重ちようになった。

　亜廉はにこやかなままだが、目の色が変わった気がした。

（まずかったかしら……！）

　冷や汗が背中を流れた。亜廉がゆっくりと口を開く。

「……いや、冗談だ。そなたを聖雷の妻として迎むかえたい気持ちはもちろんあるが、さすがにそれは無理だとわかっている。せっかく両国の和平の為の条約を結ぼうとしているのに、そんな事をしたら煌翔殿どのの怒いかりをかってしまうかもしれないからな」

　笑い声を上げた亜廉に、ほっと胸をなで下ろした。

（いままで一国を預かって統治してきた皇帝陛下だもの。ちゃんと国の事をわかっていらっしゃるんだわ。やっぱり話せばわかってくれる人なのよ。陛下は）

「陛下。薬湯のお時間です」

　側近が近付いてきて、亜廉の隣で膝をついた。

「もうそんな時間か。凜莉ともっと話をしたいのだが」

　残念そうに呟つぶやいた亜廉に、頭を下げた。

「薬湯は時間通りお飲みになった方がよろしいかと存じます。わたしはまたあとで陛下のお時間がある時に参りますので」

「そうか。そうしてくれ。凜莉と話していると気持ちが明るくなる」

「ありがとうございます。では失礼します」

　再び頭を下げて、慧花とその場をあとにする。待っていた女官と我嵐に合流して、廊下を歩いて少し離はなれた場所まで来てから、慧花が大きく息をついたのがわかった。

　彼女から、緊張した時に出る汗の香りが薄うすらいだのに気づく。

「……陛下とお話しするのは苦手だと仰おつしやっていましたが、大だい丈じよう夫ぶですか？　息も満足につけないぐらい緊張されていたようですが」

　小声で問いかけると、慧花はやや目を伏ふせる。そして小さく息をつき、女官に顔を向けた。

　女官は心得たように一礼して、やや離れた場所まで移動する。

「ここだけの話にしてくださいね。……本当は陛下の前に立つと、びくびくしてしまいます。陛下は機嫌がいい時と悪い時の差が激しいので、お話しする時は緊張するんです」

「わたしが話す時はいつもお優やさしい陛下だけど、機嫌が悪い時もやはりあるんですね」

　小声で話しながら歩いていると、慧花が立ち止まる。

「あ、扇せん子すがないわ」

　腰こしの辺りに手をやって、慧花が青い顔になった。

「さっき陛下にご挨拶する時、座るのに邪じや魔まだったから一度床に置いたんです。多分その時に忘れてきてしまったんだわ。どうしましょう。呼ばれてもいないのに陛下のところに行くと、怒おこられてしまうし」

　おろおろする慧花の顔をのぞき込む。

「大事な扇子ですか？」

「はい。お兄様が買ってくださったものなんです。凜莉さん、すみませんが一いつ緒しよに戻もどってくれませんか？　凜莉さんが一緒なら陛下のお怒りも最小限ですむかもしれません」

　こちらを見上げる慧花の目は、まるで子こ猫ねこのようだ。

　守ってあげなければという気持ちに駆られて、思わず頷うなずいた。

「では、行きましょう」

「凜莉、余計な事はするな」

　我嵐がそっと耳元で囁ささやいたが、肩かたを竦すくめた。

「忘れ物を取りに行くだけだもの。大事な物のようだし」

　小声で返してお願いと両手を合わせると、我嵐がさっと目を伏ふせた。

「……仕方ないな。すぐに戻るぞ」

　我嵐の許可を得て、女官には待っていてと伝えてから、慧花と彼と一緒に廊下を戻った。しばらく歩いて角を曲がれば亜廉の部屋だというところまで来た時に、ふと大きな音がした。




　ガシャーン！




　何かが割れる音だった。突とつ然ぜんの事だったのでびくっとする。我嵐がさっと前に立って、動くなと手で合図した。傍かたわらにいた慧花がみるみる涙なみだを滲にじませる。

「まただわ……」

「何がまたなんですか？」

　問いかけたが、慧花は無言のまま震ふるえ始めた。

　我嵐と一緒に廊下の角から顔を出して、音が聞こえた亜廉の部屋の方を見やる。

「も、申し訳ありません！」

　男の声が聞こえたと同時に、誰だれかが開いた戸から転がり出てきた。そのまま廊下に面した庭へと転落する。思わず悲鳴を上げそうになったが、何とか口を塞ふさいで堪こらえた。

　庭に倒たおれているのは、先さき程ほど薬湯をもってきた側近だった。

「……薬湯は熱すぎても温ぬるすぎてもならん。なぜちょうどいい薬湯を作ってこられんのだ？」

　声は低く響ひびいていた。静かなのに、聞くだけで背筋がぞっとするような凄すごみがあった。

　部屋の中から出てこないので顔は見えないが、間ま違ちがいなく亜廉の声だ。

「連れて行け。もう顔も見たくない」

　声に応じるように、どこからともなく兵が二人出てきた。男が慌てて跪ひざまずいて頭を下げる。

「申し訳ありません。お許しください！　うわぁー！」

　必死に詫わびていたが、すぐに兵に腕うでを引きずられて連れて行かれた。

「あの人、どうなってしまうのですか？」

　はらはらしながら慧花を見ると、彼女は耳を塞いでうずくまっていた。

「慧花姫ひめ」

　声をかけて肩に触ふれると、慧花はびくっとして慌てて立ち上がる。

「行きましょう、凜莉さん。いまは陛下のご機き嫌げんが悪い時です。近付いてはいけません」

「え？　でも扇子は……？」

「もういいです。このままここにいて、陛下の逆げき[image: 鱗]りんに触れたら、命の危険があります！」

　慧花が泣きそうな声で囁ささやいて、腕を引っぱった。大事なはずの扇子をもういいと言うほど、亜廉が恐ろしいようだった。きびすを返すと、我嵐もついてくる。

　そのまま三人で、逃にげるようにその場をあとにした。







　凜莉は部屋に慧花が入ったのを確かめてから、そっと戸を閉めた。

　走ったので息が切れて苦しかった。何度か深呼吸してようやく息を整えて、慧花に目を向ける。彼女も走ったのが辛つらかったようで、肩で息をしていた。

「慧花姫、もう大だい丈じよう夫ぶです。陛下の部屋からは離れましたし、外では我嵐大将軍が見張ってくれています。彼はとっても強いんですよ。どんな敵だって追い払はらってくれます」

　慧花を椅い子すに座らせた。怯おびえて震える彼女の肩を抱だいて、ゆっくりと背中をさする。

　しばらくそうしていると、ようやく落ちついてきたのか、慧花の身体からだの震えが止まった。

「落ちついたみたいですね。……それにしてもあの側近の方は大丈夫でしょうか？」

　側近の男は、聞いた話では薬湯の温度を間違っただけのようだった。

　兵に引きずられていく時の必死な様子からすると、かなりの罰ばつを受けるのではと思った。

「おそらくしばらく牢ろうに入る事になると思います。そのあとは、よくて宮きゆう廷ていを追放。悪くて船に乗せられて生しよう涯がい労働を強しいられます」

「そんな！　だってたかが薬湯の温度を間違ったくらいで……」

「いまはいい方です。お兄様が皇太子となってからはいろいろと手を回して、陛下のお怒いかりをかっても命だけは助かるようにしているのですから」

（じゃあ、聖雷様が皇太子になる前は、皇こう帝ていの怒りに触れたら命を落としていたの？）

「信じられない……」

　思わず呟いていた。聖雷から、亜廉はとても頑がん固こで一度怒おこると手がつけられなくなると言われてはいた。しかし話した感じでは、物わかりのいい穏おだやかな人物のように思えた。

　だがそれは間違いだったのではと、いまさらながら震えが走る。慧花が両手で顔を覆おおった。

「陛下の逆[image: 鱗]に触れれば、私達皇族だって命の保証はありません。ここ数年の陛下は独善的だと宮廷でも囁かれています。……昔はあんな方ではなかったのに」

「昔は違ったんですか？」

　いまの言い方が引っかかった。彼女と同じように椅子に座って、荷物の中から練り香こうと香こう炉ろを取り出す。気持ちを落ちつかせる香を焚たいて、そっと慧花の傍らに置いた。

　辺りに新緑の優しい香かおりが漂ただよい始めた。俯うつむいていた慧花がやがてわずかに顔を上げる。

「……私の幼い時の記き憶おくにある陛下はとても厳しい方でしたが、あんな風に理り不ふ尽じんに人を叱しつ責せきなさる方ではなかったんです。臣下も恐おそれつつも尊敬していて、湖蘭国を圧あつ倒とう的な力で統治なされていました」

　慧花が一つ息をついた。そしてこちらをじっと見つめる。

「陛下が変わったのは、私の母が亡なくなってからだと思います。母は貴族ではないので身分は低いですが、陛下の寵ちよう愛あいを一身に受けていたそうです。その母が十年前に亡くなって、すぐあとに心臓の発ほつ作さを起こすようになってから、徐じよ々じよに常じよう軌きを逸いつしたような行動を取られるようになって」

　香のおかげか、慧花の顔色がだんだん良くなってきた。

「臣下のわずかな失態を見付けては重罪にし、誰の話も聞かなくなりました。いまでは宮廷のみんなが陛下を恐れています。緊きん張ちよう感かんが宮廷を支配していて、息苦しくてたまらないんです」

　そう言われてようやく、湖蘭国の宮廷に来た時から嗅ぎ取っていた、多数の緊張の汗あせの香りの正体がわかった。

（まるで、猛もう獣じゆうに襲おそわれそうになった時のような汗の香りがずいぶんすると思っていたけど、みんな陛下を恐れてびくびくしていたんだわ。だからあんな香りが宮廷に充じゆう満まんしていたのね）

　慧花がこちらを向いて、しがみつくように袖そでをぎゅっと握にぎった。

「さっきの側近はお兄様に相談して、何とか宮廷追放で許してもらえるように計らってもらいます。……昔の陛下に戻ってほしいとは思っていますけど、そう簡単にはいかなくて。こうしてお兄様に頼たよる事しかできません。それが辛くてたまらなくて……」

　慧花が胸に顔を埋うずめ、しゃくり上げた。

　重罪にはならないように計らうのが精いっぱい。そんな自分を悔くやしく思っているのだろう。

　慧花の背中をゆっくりと撫なでた。他国からきたので、湖蘭国の詳くわしい事情はわからない。

　煌翔にも言動にはくれぐれも気をつけろと言われている。しかし慧花や亜廉を放ほうっておけないと思った。

　自分にも何かできる事はないかと、頭を巡めぐらせた。
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　水の国とも呼ばれる湖蘭国の宮廷には大きな池がある。

　凜莉は慧花と小こ舟ぶねに乗って、その池の真ん中でゆらゆら揺ゆれる感覚を楽しんでいた。

　三人乗ればいっぱいの小舟で船頭をしているのは、護衛も兼かねた我嵐だ。

　太陽は眩まぶしいし、心地ここちいい風も吹ふいていて、気持ちがよかった。

　さきほどまで亜廉の事で泣いていた慧花が、ようやく笑えみを浮うかべる。

「いいお天気ですね。舟遊びには絶好です」

「そうですね。それにしても改めて思いますけど、宮廷に舟遊びができるほどの池があるなんてすごいですね」

　池の真ん中にいるが、もし何かの拍ひよう子しで舟が転てん覆ぷくしたら、岸まで泳いでいく自信はない。

　透とう明めいな水面みなもをのぞき込み、鼻に意識を集中した。さきほどから気になっている事があった。

（この池からも柑かん橘きつ系の香りがするわ。水の香りなのかしら？）

　宮廷に初めて来た時に感じた香りと同じだ。しかもこの池からはもっと濃こい香りがする。

　水にも香りはある。この池がわき水でできているなら、その源泉の近くに柑橘系の実がなる木があるのではと思った。その影えい響きようでこんな香りがするのかもしれない。

　考えていると、慧花がゆっくりとこちらに視線を向けた。

「舟遊びを気に入ってくださってよかったです。案内役を命じられて、とても嬉うれしかったんです。凜莉さんに結けつ婚こんを阻そ止ししてもらったお礼ができるって思って」

　政略結婚させられそうになった時の事を言っているのだろうと、すぐに察した。

「もう気になさらなくていいんですよ。わたしは香を作っただけなんですし。それと引き替かえに結婚をやめさせるよう頼たのんでくださったのは聖雷様です。……好きでもない方と結婚するのは辛いですよね。取りやめになって本当によかった」

　心底ほっとしていると、慧花が微笑ほほえんだ。

「皇族に生まれたからには、見知らぬ方でも父が決めた結婚相手なら嫁とつがなければと思っていました。ですが宮廷から遠く離はなれた地で、年もずいぶん離れた方とその側室達と一いつ緒しよに暮らすとわかって、自分にうまくやっていけるのかと途と方ほうにくれてしまって」

　慧花がやや俯いて、両手をぎゅっと握りあわせた。

「不安で泣いてばかりいたら、お兄様が必ず助けてやると仰おつしやって。その為ためには神瑞国に行く必要があると旅立たれました。帰りを一日千秋の思いでお待ちしていたら、帰って来たお兄様が凜莉さんが作った香と引き替えに、陛下に結婚を取りやめる約束を取り付けてくださって」

　聖雷は性格は軽いし女たらしだ。しかし兄として慧花を思う気持ちには熱いものがあった。

　彼には、美人会で舞まう蘭らん陵りよう王の舞ぶ踏とうを教えてもらったので、感謝もしていた。だから自分を助けたせいで秘宝香を手に入れられなかった聖雷に、心静香を調合して渡わたしたのだ。

（聖雷様は本当にすごいわ。わたしだったら、いくら兄妹きようだいが政略結婚させられそうだからって、異国に行って危険な事をするなんてきっとできないわ）

「……頼もしいお兄様をお持ちでうらやましいです。わたしは兄妹がいないので、優やさしいお兄様に憧あこがれます」

　本音を口にすると、慧花がいたずらっぽい笑みを浮かべた。

「お兄様に憧れる気持ちがあるのなら、陛下が仰るように凜莉さんがお兄様と結婚してくださったらいいのに。そうなったら凜莉さんをお姉様と呼べます。優しいお姉様ができたらいいなって、いつも思っていたんです」

「え？　いや、えっと……」

　冗じよう談だんだろうが、何と返していいか戸と惑まどっていると、ふいに背後から声が聞こえた。

「それは駄だ目めだ……！」

　慌あわてて振ふり向くと、我嵐が驚おどろいたように口元に手を当てていた。

「……いや、凜莉姫ひめは煌翔様の後宮に仕える才人ですので、そんな事はできません」

　我嵐がやや目を伏ふせた。慧花が身体を縮こめて、小さく頷うなずく。

「申し訳ありません。もちろん無理だっていうのはよくわかっているんです。そうなったらいいなというだけで」

　どうやら大おお柄がらで軍人である我嵐を、慧花は怖こわがっているようだ。舟の上に重たい沈ちん黙もくが流れた。このままではまずいと思って、沈黙を吹き飛ばすように明るい声を上げる。

「我嵐大将軍だって冗談だとわかっていらっしゃいますよ。お立場上、一応注意をされただけだと思うので気にしないでください。慧花姫」

　湖蘭国には条約の締てい結けつにきているのだから、皇族に不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてはならないだろうと思った。我嵐もわかっているのか、頭を下げる。

「お話に割り込んで申し訳ありませんでした」

　慧花は我嵐の声を聞いて、びくっとした。

「いえ、いいんです。私が軽口を言ってしまったせいなので。凜莉さんはとてもお話を聞くのがお上手だからつい。私こそ申し訳ありませんでした」

　慧花が頭を下げた。びくびくとした態度を見ていると、我嵐への恐きよう怖ふ心はそう簡単にとれないようだ。だったら、狭せまい舟の上に一緒にいるのは負担かもしれない。

　我嵐は本当は優しいと知っているが、彼女にそれを説明して納なつ得とくしてもらうには時間がかかるだろう。まずはこれ以上、誤解を生まないようにした方がいいと思った。

「では、そろそろ岸に戻もどりましょうか。少し風も強くなってきましたし」

　目をやると、頷いた我嵐が櫂かいを操あやつって岸の方へと舟を向かわせる。いつも慧花に付き従っている女官が待つ岸に舟を着けて、我嵐が先に降り立った。そしてこちらに手を差し出す。

「慧花姫、お先にどうぞ」

　我嵐が促うながすと、慧花がおずおずと手を差し出した。

　その手をがっちりと握って我嵐が引き寄せると、危なげなく慧花が岸へと降り立つ。

「ありがとうございます……」

　蚊かの鳴くような声だった。俯いている慧花に礼をして、我嵐がこちらを向く。

　そして手を差し出そうとして、なぜか動きを止めた。

「……どうしたの？」

　突とつ然ぜん固まったという形容が正しい我嵐は、うろたえたような表情で顔を真っ赤にしている。

　普ふ通つうは女性が舟を下りる時に、男性が手を貸すのは当然だ。慧花には何のためらいもなく手を貸した我嵐が、なぜか自分相手だと躊ちゆう躇ちよしているように見えた。

「手を握るのか……そうか。いや、なんでもない。大だい丈じよう夫ぶだ」

　まるで自分に言い聞かせているような口ぶりに、思わず眉まゆ根ねを寄せる。

「具合でも悪いの？」

「いや、大丈夫だと言っただろう」

「ぜんぜん大丈夫そうに見えないわ。すっごく汗かいてるし。あれ？　この汗の香かおりは……」

　絶対嗅きゆう覚かくを持つ鼻は、汗の香りで相手の感情がだいたい摑つかめてしまう。あまりそれを口にすると相手が嫌いやな気持ちになるかもしれないので、普ふ段だんは言わないようにしていた。

　しかし相手は友達で、最近態度がおかしいと思っていた事もあって、つい口をついて出た。

　いまの我嵐の汗あせの香りは、体調が悪い時のものではなさそうだ。

　あまり嗅かいだ事のない種類の香りだったので、思わず首を傾かしげる。

「汗の香り……そういえばお前は香りで相手の事がわかるんだったな」

　我嵐が慌てたように一歩引いた。

「あ！　ごめんなさい。詮せん索さくするような事を言ってしまって。嫌だったわよね。もう香りは気にしないようにするから……」

　頭を下げると、ふいに左手から野太い男の声がした。

「お待ちしておりました。慧花姫」

　目を向けると、かなり身なりのいい中年のでっぷりと太った男が立っている。

　男を見たとたん、慧花が口元に両手を当てて、一歩後ずさった。

「ご、ご機き嫌げん麗うるわしく、礼れい泰たい様」

　か細い声で挨あい拶さつをした慧花に、礼泰と呼ばれた男がにんまり笑った。

「よそよそしい挨拶ですな。婚こん約やく者ですぞ。私は」

　声も言葉も押さえつけるかのように強かった。慧花が更さらに萎い縮しゆくしたように身体からだを縮こめる。

「ですが……結婚はしないでいいと陛下が」

「は？　もっと大きな声で言ってもらわねば、わかりませぬが」
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　耳に手を当てて大げさに首を傾げる男の態度が、わざとらしすぎてむっとした。

（婚約者ってもしかして、陛下が決めた政略結婚の相手かしら。でもその結婚は陛下が取りやめてくださったはず。それにいくら貴族だからって、皇族の姫に直接話し掛かけるなんて、神瑞国だったらあり得ないわ。どうしてお付きの女官は止めないの？）

　岸で待っていた慧花の女官に目を向けると、困ったような顔はしているものの、制止するそぶりはなかった。その様子を見て、ある事に気づく。

（周りにも兵や貴族達がいるのに、誰だれも慧花姫を助けようとしないわ。これって……）

　前に聖雷から、母親は貴族ではないと聞いた事があった。親の地位がものを言う宮きゆう廷ていでは、兄である聖雷が皇太子となったいまでも、そんな理由で慧花は皇族の姫としての扱あつかいを受けられていないのかもしれない。

　礼泰を改めて見つめると、年ねん齢れいは五十に近いだろう。まだ十代半ばの慧花とはかなり年が離はなれている。聞いた話では彼には側室が多く、宮廷から離れた田舎いなかの領地に住んでいるそうだ。

　そんなところに慧花が嫁とついだら、孤こ立りつするのは目に見えていた。慧花はこの細い身体で、いろんな事を我が慢まんしたり背負っているのではと思うと、胸がずきりと痛んだ。

　礼泰は堂々とした態度で慧花に近付いてくる。

「もう一度陛下にあなたとの結婚を願い出るつもりです。我が領地は土地が肥えていて、たくさんの農作物が採れる。すなわち、私の懐ふところも潤うるおっているのです。皇族への献けん金きんもかなりの額が用意できますから、陛下も嫌だとは仰おつしやりますまい」

　礼泰がそっと声を潜ひそめた。

「私としても、皇族との繫つながりがぜひとも欲しいのです。あなたが妻になってくださったら、こんなに嬉うれしい事はない」

〝嬉しい〟が〝都合がいい〟に聞こえて仕方なかった。

　思わず舟ふねから勢いよく飛び降りて、慧花に近寄った。

「おや、こちらは？」

「神瑞国の凜莉と申します。今日は慧花姫ひめに宮廷を案内して頂いているんです。さ、慧花姫、参りましょう」

　にっこり笑ってなるべく丁てい寧ねいな対応を心がけた。神瑞国の代表で来ているので、騒さわぎを起こすわけにはいかない。感情的になってはいけないとよくわかっていた。

　だが怯おびえたように震ふるえる慧花を放ほうってもおけなかった。慧花を促してその場を去ろうとしたが、礼泰はがっちりと彼女の腕うでを摑んだ。慧花が倒たおれるのではと思うほど真っ青な顔になる。

「神瑞国の方々が宮廷にお見えだとは伺うかがっております。ですが私も慧花姫に用があるのです。未来の夫ふう婦ふである私達の邪じや魔まをしない気き遣づかいをするのが、あなた達の役目では？」

　慇いん懃ぎん無礼な態度だった。小こ馬ば鹿かにしている様子が見て取れて、ものすごく不ふ愉ゆ快かいだ。

　しかし、相手と同じ態度をとったらまずい事ぐらいわかっている。

「気づかなくて申し訳ありません。ですが、慧花姫はわたし達の案内を陛下から仰おおせつかっておいでです。ここであなたが強ごう引いんに慧花姫を連れて行けば、陛下のお怒いかりをかうのでは？」

　礼泰は陛下の名を出すと、やや俯うつむき加減になった。

（あ、やっぱり陛下は怖こわいんだわ）

　しかしすぐに礼泰は、強がるように胸を反らせた。

「陛下には私がお話ししよう。手て土産みやげは領地から抱かかえきれないほど持って参った。陛下もきっと喜んでくださるはず。私もいつまでも領地を空けられない。早く慧花姫を花はな嫁よめとして連れ帰らなければならないんだ」

　礼泰が強引に慧花の腕を引っぱった。

「やめてください……！」

　か細い声で抵てい抗こうする慧花をどうにか助けたくて、頭を巡めぐらせる。

（気持ちを落ちつかせる香こうを焚たこうかしら。でもそんな時間はないわ。きつめに断ってもめ事を起こすのもまずいし、どうしたら……）

「待ってください。あの……」

　引き留めようとしていると、ふいに右手の方から腕が伸のびてきて慧花を強引に引き戻もどした。

「きゃっ」

「何だ、貴様は！」

　礼泰が怒りの目を向けたのは、慧花を引き寄せた我嵐だ。

「失礼しました。神瑞国の大将軍、我嵐と申します。慧花姫は陛下から凜莉姫の案内を命じられておられます。まだ途と中ちゆうですので、お連れになられては困ります」

　堂々とした態度と口調だった。

　神瑞国の軍を率いる大将軍の迫はく力りよくに押されたのか、礼泰が怯ひるんだ。

「貴様、私を誰だと……！」

　うろたえて叫さけぶ礼泰に、我嵐が皮肉げな笑えみを浮うかべた。

「礼泰様でしたね。どうしても慧花姫をお連れになるなら、陛下に直接お目にかかってその許可を得てきてください。ですが陛下はかなり凜莉姫を気に入られています。その案内を礼泰様が邪魔したとなったら、どう思われるでしょうか？」

「それは……手土産があるから」

「本当にそれで大丈夫ですか？　陛下は手土産よりも凜莉姫を大事になさると思いますが。陛下は凜莉姫が調合される香を、何より気に入られているのですよ。それにさきほど陛下の機き嫌げんを損そこねて側近が一人罰ばつを受けたようです。あなたがそうならない保証はありますか？」

　礼泰は亜廉の気き性しようを知っているのだろう。顎あごをぐっと引いて悔くやしそうな表情を見せた。

「仕方ない。今日はここでお暇いとましよう。……慧花姫。必ず私と結婚してもらいますからな」

　礼泰は渋しぶ々しぶと背を向けて、その場を立ち去った。

（すごいわ。腕わん力りよくでも勝てるだろうに、口だけで追い払はらった。わたしが同じような事を言っても相手は怯まなかったのに、我嵐だと退ひいてくれた。それって彼の迫力に負けたからよね）

　見ると、我嵐に抱だきしめられるような形になっていた慧花が、慌あわてて離れるところだった。

「あ、ありがとうございました」

　慧花が頭を下げると、我嵐が小さく息をつく。

「あまり領地を空けられないと言っていたから、長く宮廷にいられないのでしょう。その間、一人にはならない方がいい。凜莉姫と一いつ緒しよにいれば陛下の名前を出して断れるはず。俺も凜莉姫の護衛としてずっと一緒にいるので、また来たらうまく追い払います。ご安心ください」

　抑よく揚ようのない声と表情だが、頼たのもしい言葉だった。

　慧花が我嵐を見上げて、ぽうっと顔を赤くした。

「……はい。よろしくお願いします」

　頭を下げた慧花から、さきほど我嵐から漂ただよっていたのと同じ種類の香かおりがした。

（いったい何の香りだろう。甘くて、でも切なくて、息苦しくなるんだけど幸せって思えるわ）

　気になったものの、あまり他人から漂う香りを詮索するのはよくないと思った。

　さきほども我嵐に嫌いやな思いをさせてしまったようだ。

　香りを嗅かぎ取ってしまうのは仕方ないが、意識してそれを気にしないようにはできる。

　我嵐や慧花に嫌きらわれたくないので、これ以上彼らから漂う香りについて考えない事にした。
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　舟ふな遊あそびが終わり、凜莉は部屋に戻ろうと案内の女官を先頭にして、慧花と我嵐と一緒に廊ろう下かを歩いていた。我嵐の背中を見て歩いていると、ふと隣となりにいる慧花の様子が気になった。

（何だろう。慧花姫がちらちら我嵐を見ているけど）

　慧花は、前方の我嵐を少しだけ見上げては、恥はずかしそうに俯く動作を繰くり返していた。

　何か言いたそうにしているが、すぐに口を噤つぐんでしまう。

　さっきの礼を改めて言いたいのかとも思ったが、どうもそうではないような気がした。

　首を傾かしげつつ歩き続けると、ふと我嵐が足を止めた。

　見ると、煌翔と聖雷が身なりのいい男達数人を連れて、こちらに歩いてくるところだった。

　我嵐がすぐに膝ひざをついたのを見て、慧花と一緒にそれにならう。

「我嵐、何も変わりはなかったか？」

　煌翔がこちらに気づいて声をかけた。顔付きは厳しいが、声こわ色いろは穏おだやかだ。

「はい。凜莉姫は慧花姫と舟遊びをされました」

　我嵐はさきほどの婚約者の事は言わなかった。

　湖蘭国の高官達もいるので、配はい慮りよしたのかもしれない。

「そうか。凜莉、楽しかったか？」

「はい、煌翔様。ですが遊んでばかりで申し訳ないです。何かお手伝いがしたかったのですが」

「それは気にするなと言っただろう。陛下はお前を歓かん待たいしたいようだから、ご厚こう意いに感謝して素す直なおに楽しむがいい」

　言葉の裏に、亜廉の申し出を断るなと含ふくまれているような気がした。

「はい」

　胸に手を当てると、煌翔が我嵐に目を戻した。

「俺はいま休きゆう憩けいをしているところだが、また話し合いに戻るから終わるのは夜になるだろう。我嵐、凜莉を頼んだぞ」

「御ぎよ意い」

　話を聞いていた聖雷が、煌翔の隣で大きくため息をついた。

「凜莉、ごめんよ。私が直接君を案内したかったのに。煌翔が手て強ごわいから話し合いに時間がかかっているんだ。私がいなくて寂さびしいだろう」

　ここが神瑞国なら〝いいえ、まったく〟と言い返すところだが、さすがに湖蘭国でそれを言うのはまずいと思った。あいまいに笑うと、煌翔が腰こしに手を当てた。

「細かいところまで詰つめて条約を結ばねば、ここに来た意味がない。話し合いをきっちりまとめて、二度と争いを起こさないようにするのが今回湖蘭国に来た目的だ。とことんまで話し合うから、つきあってもらうぞ」

　聖雷はうんざりした顔付きを隠かくしもしなかった。

「いや、話し合いはいいんだ。何が嫌かって言うと、私が会った中で唯ゆい一いつ丸め込めない相手が君で、その君と国の利益に関かかわるまじめな話をしないといけないって事だ。少しも油断できないから、神経を研とぎ澄すまさないといけない。正直かなりしんどい」

　近くにいた高官達がざわっとした。

「聖雷様がここまで言われるとは」

「官かん吏り達百人相手にしても、知ち恵え比くらべで勝利したあの聖雷様が……！」

　周りの声が聞こえているのかわからないが、聖雷は気にした様子もなく話を続けた。

「君と私が神瑞国と湖蘭国の皇こう帝ていになったらと思うと、先が思いやられるよ。神瑞国の皇帝が君でなければ、いくらでも丸め込めるのに」

「褒ほめ言葉として受け取っておいてやろう」

　煌翔が苦く笑しようしていた。神瑞国一の頭脳を持つと言われる聖雷を、これだけ苦しませているのなら、きっと話し合いは煌翔の手の平の上で進んでいるのではないかと思えた。

（さすが煌翔様だわ。令聞皇帝が信しん頼らいしてすべて任せただけの事はある。頼たよりになるわね）

　煌翔を尊敬の眼まな差ざしで見つめていると、聖雷が両手をあわせて拝むようにした。

「ねぇ、煌翔。息いき抜ぬきに凜莉と少しだけ遊んで来ていい？」

「駄だ目めだ。さっさと行くぞ」

　けんもほろろな対応に、聖雷ががっくり肩かたを落とした。

「凜莉、話し合いが終わったらゆっくり遊ぼうね……」

　しょんぼりとした様子で、聖雷が煌翔についていく。

　二人とも、争いはもう二度としたくないという事で意見は一いつ致ちしているが、互たがいに互いの国を背負った皇太子なのだから、条件面では違ちがう意見も出てくるはずだ。

　その細かい部分をまとめるのに、きっと苦労しているのだろう。

（文官達はつれて来ているけど、ここは湖蘭国だから話し合いでは向こうの人数が圧あつ倒とう的に多いはずだわ。きっと難航されているはず。だけど煌翔様なら任せて大だい丈じよう夫ぶだと思えるわ）

　そっと両手を組んで、煌翔の立ち去る後ろ姿を見つめた。

「頑がん張ばってください」

　祈いのりの気持ちが煌翔に届いてほしいと、そう願った。
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「凜莉さん。今日は宮きゆう廷ていをご案内したいと思いますが、よろしいですか？」

　部屋を訪ねてきた慧花に、凜莉は頭を下げて挨あい拶さつした。

「ありがとうございます、慧花姫ひめ。宮廷も拝見したいのですが、実は少々調べ物をしておりまして。よかったら相談に乗ってもらえませんか？　できたら、二人だけで」

　慧花の隣にいる、案内の女官にちらりと目を向ける。

　首を傾げつつも、慧花は女官に下がるよう伝えて、部屋に入ってきた。

　湖蘭国に来て、三日が経たっていた。ここに来てから、慧花は毎日訪ねて来ては、いろんな事を教えてくれる。昨日はお茶と珍めずらしい湖蘭国の菓か子しを頂いてお喋しやべりをして過ごした。

　宮廷も見て回りたいのは山々だが、そろそろ自分の目的も果たしたい。

　促うながすと、慧花は目の前にちょこんと腰を下ろした。

「調べ物とはなんですか？」

「実は聖雷様に、湖蘭国には青い花が咲さく瑞ずい香こう……沈じん丁ちよう花げがあると聞いたんですが」

　慧花が考え込むように、口元に手を当てた。

「確かに、青い花が咲く沈丁花なら見た事があります」

　よし！　と心の中で拳こぶしを握にぎった。

「その青い花が咲く沈丁花はどこにありますか？　実は香作りにどうしても必要なんですが、神瑞国には桃もも色いろの花か白い花が咲く沈丁花しかなくて」

　秘宝香作りに必要とはさすがに言えなかった。隠し事をしているのは心苦しかったが、秘宝香作りをしている事は内密なので、本当の事を言うわけにはいかない。

「青い花が咲く沈丁花は、湖蘭国にもそうないんです。私も子どもの頃ころに一度しか見た事がありません。ある貴族が、領地に植わっていて珍しいからと植木ごと持って来たんですが、宮廷の庭に植え直したらすぐに枯かれてしまって」

　思い出すように慧花が目を瞑つぶって、ゆっくりと言葉を続けた。

「おそらく、その領地の土が特とく殊しゆだから青い花が咲いたのではないかと、宮廷の庭師が申しておりました。だから宮廷の土があわなくて枯れたのだろうと」

「では、その領地でしか青い花が咲く沈丁花は見られないのですか？」

「そうだと思います。でも、私もその沈丁花を見たのは子どもの頃だったので、誰だれが持って来たのかよく覚えていなくて。だからどこの領地から持って来たものなのかわからないんです」

　慧花が申し訳なさそうに目を伏ふせた。その様子を見て、慌あわてて首をふる。

「いえ、気にしないでください。それだけわかれば、また探す方法を考えますので」

　植わっていた領地がどこかわかれば、手に入れる方法はあるかもしれない。

　しかしそれをどうやって調べるかと考えていると、慧花がふいに目を上げる。

「あ！　そういえば、貴族達が宮廷に贈おくり物を持ってきた際は、記録を取るはずです。当時の記録を調べれば、領地がどこかわかるかもしれません」

　暗くら闇やみに光明が差した気がした。

「本当ですか？」

「はい。青い花が咲く沈丁花を見たのは、十歳の誕生日の辺りでした。その時、陛下の機き嫌げんがたまたま良くて、その珍しい青い花の沈丁花を誕生日のお祝いとしてくださると仰おつしやったんです。それがすごく嬉うれしかったのを覚えています。だから、贈られたのは五年前だと思います」

　だったら五年前の記録を調べれば、誰が贈り物を持って来たかきっとわかるはずだ。

　喜んだものの、ふとある事が気になった。

「でもその記録って、他国に住むわたしが見てはまずいのではないですか？」

　慧花が考え込むように顔を伏せた。

「記録はおそらく、書庫にしまってあると思います。公式な贈り物の記録ですので、宮廷の者なら誰でも見られるはずです。書庫には一いつ般ぱんの書物も置いてあるので、私が一いつ緒しよに行って凜莉さんとお庭で読書をすると言えば、書庫の番人も入れてくれると思います。ただ……」

　慧花の声が小さくなって、思わず首を傾かしげた。

「ただ、なんですか？」

「書庫には膨ぼう大だいな書物があります。贈り物の記録だけでもかなりあると思いますので、五年前という事がわかっていたとしても、見つけ出すのにはかなり時間がかかると思います」

　確かにそれはそうだろう。しかし慧花の手を握って大きく頷うなずいた。

「探します。どんなに時間がかかったとしても。ですから、申し訳ありませんがわたしを書庫に連れて行ってもらえませんか？」

　秘宝香を完成させるには、おそらく青い花が咲く沈丁花を香木として使わねばならないだろう。いままで神瑞国の香士達が秘宝香作りに失敗してきたのは、もしかしたら青い花が咲く沈丁花の香木が神瑞国では手に入らなかったからかもしれない。

（湖蘭国にきたのは、青い花が咲く沈丁花の香木が、わたしの鼻が覚えている秘宝香の香料と同じか確かめる為ためでもあるもの。どんなに大変だったとしても、絶対に探し出さなくては）

「わかりました。では一緒に書庫に参りましょう。私もお手伝いします」

　手を握り返してくれた慧花に、思わず笑えみがこぼれた。
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　湖蘭国の書庫は、確かに慧花が言うように膨大な書物で溢あふれていた。

　凜莉は床ゆかから天てん井じようまである棚たなにしまってある書物の数々を見て、あんぐりと口を開けた。

　広い書庫にはそんな棚が数え切れないほど並んでいる。

「一生かかっても、この書庫の本は読みきれないですね」

　思わず声を上げると、慧花が頷いた。

「ええ。でもお兄様は、この書庫の本を十歳の時にはすべて読み終えた上に、ほぼ丸暗記もしたと仰ったんです。さすがにそれは噓うそだろうと、当時の皇太子様が疑われて」

　聖雷はもともと皇太子ではなかったと聞いていた。

　彼には母親が違う兄妹きようだいがたくさんいるらしい。

　もともと皇太子だった兄が亡なくなって、次男だった彼が皇太子になったという。

「当時の皇太子様は、適当に書物を選んで何が書いてあるか、お兄様に質問をされたんです。お兄様はどんな書物を選ばれても、指定された所に書いてある文章をすらすら答えられて」

　事情を聞いて手伝うと言ってくれた我嵐が、腕うでを組んだ。

「本当に全部の書物を暗記したのか、それともたまたま知っている箇か所しよばかりを質問されたのかわからないが、聖雷様ならどちらもありそうに思えるから不思議だな」

　確かにと頷いてしまった。

　一度聖雷の頭を覗のぞいてみたかったが、きっと凡ぼん人じんには理解できない事ばかりだろう。

「こちらです。凜莉さん」

　慧花に促されたので、頭を切り換かえて書庫の奥にある扉とびらに向かう。

　小さな木造の扉を開けると、やはりそこにも同じくらいの広さの部屋と、大きな棚が並んでいた。

　もちろんその棚にはびっしり書物が詰つめ込まれている。

「こちらが宮廷の記録になります。贈り物の記録は確か奥の方にある棚にあったと思います。ですが、やはり探すのはかなり時間がかかるし大変だと思います。大だい丈じよう夫ぶですか？」

　心配そうな顔付きになった慧花に、大きく頷く。

「はい。どうしても青い花が咲く沈丁花を手に入れたいんです。時間はかかるかもしれませんが、こつこつ何かをするのは好きなので心配しないでください」

　話していると、我嵐が奥に足を進めた。

「凜莉、五年前で間ま違ちがいないんだな」

「ええ、我嵐。慧花姫のお誕生日の辺りだそうよ」

　何気なく答えると、慧花が目を丸くした。

「凜莉？　我嵐って……？」

　あっと口元を押さえた。湖蘭国に来てからは、我嵐とは互たがいに敬けい称しようをつけて呼び合っていたが、密室だったのでつい気が抜ぬけてしまった。

「……ここだけの話なんですけど、我嵐は友達なんです。だから普ふ段だんは名前で呼び合っていて。でも内ない緒しよにしてくださいね」

　そっと人差し指を口元に当てると、慧花はやや俯うつむいた。

「そうなんですか。……うらやましい」

「え？」

　よく聞き取れなくて、首を傾げた。慧花がはっとしたように顔を上げる。

「いいえ。何でもありません。大将軍がお友達なんてすごいですね。……わかりました。誰にも言いません」

　はにかみがちな笑顔は、眩まぶしいほどだった。

「ありがとうございます。では、記録を探しましょう」

　棚には記録が書かれた年代が記されているようだ。

　数字を目で追いながら、ふとさきほどの我嵐を思い出した。

（あれ？　そういえば、さっきの我嵐、久しぶりに落ちついた感じだったわ）

　湖蘭国に来る前から、我嵐の態度はおかしかった。

　いったい何が原因かわからないのだが、彼の態度がころころ変わるのでどう接していいか悩なやんでいた。

　だがさっき呼ばれた時の声や言葉遣づかいは、以前の親友としての我嵐そのものだ。

　このままもとの彼に戻もどってほしいと願っていると、我嵐が声をかけてきた。

「凜莉、来てくれ」

　奥の方で我嵐が手招きしていた。慧花と一緒に駆かけ寄ると、我嵐が目の前の棚を指さした。

「この辺りが五年前だ。だが、この辺りを全部調べてたら夜になるぞ」

　床から天井まである棚の書物を一冊一冊調べるのは、確かに骨が折れそうだ。

「大変なのはわかっているわ。でもたとえ朝までかかったって調べなくては」

　微笑ほほえむと、我嵐が眩しそうに目を細めた。

「そう言うと思っていた。では、見つかるまでやるか」

　そう言ってくれる我嵐の気持ちが嬉しかった。

　三人で棚の書物を一冊ずつ手に取り、目当ての記録を探し始めた。







　書庫に入ってからどれくらい経たっただろう。

　窓から明かりが入らなくなって、ろうそくの火をつけてからも、ずいぶん経ったような気がしていた。しかしなかなか記録は見つからず、凜莉はさすがに焦あせりを覚えていた。

（本当に記録はあるのかしら。もし記録の書き漏もれとかで何も手がかりがなかったら、青い花が咲さく沈じん丁ちよう花げが手に入らなくなる……！）

「凜莉！　何をしているんだ」

　下の方から我嵐の声が聞こえた。はしごに登っていたので慌あわてて見下ろすと、飲み物を取りにいっていた彼が戻ってきたところだった。

「棚の上の方は俺が調べると言っただろう。はしごを登ったら危ないぞ！」

「ごめんなさい。調べているうちに、つい」

　我嵐の隣となりでは、慧花がはらはらした目でこちらを見つめていた。

「凜莉さん、何度も危ないですよって声をかけているのに、ぜんぜん気づいてくれなくて」

　おろおろと声を上げる慧花に、申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「ごめんなさい。昔から集中すると周りが気にならなくなってしまって。でもこの辺りの記録が怪あやしいのよね……」

　いま手にした書物を確かめてから降りようと、右手ではしごにしがみつきつつ、左手で書物をめくった。

「ちょうど、この辺りが慧花姫ひめの誕生日らしいのよね……あ！」

　ぱらぱらと書物をめくって、ある文章に目を留めた。

　そこには、青い花が咲く沈丁花という文字が記してある。

「あったー！……ええ!?」

　叫さけんだ瞬しゆん間かん、やっと見付けた喜びと興奮のあまり身体からだを仰のけ反らせてしまい、右手がつるっとすべった。そのせいではしごから手が離はなれて、ぐらりと身体が揺ゆらぐ。

「噓ーっ、落ちるっ！」

　何とかはしごに摑つかまろうとしたが、もうすでに床を目がけて真っ逆さまに落ちるところだった。さすがにまずいと思ったが、どうする事もできずに目を瞑つぶった。

「凜莉！」

　床に落ちた痛みを想像したが、予想していた痛みはやってこなかった。代わりに柔やわらかい何かが身体を包んで、衝しよう撃げきを和やわらげてくれる。同時に聞こえたのは、我嵐の声だった。

「え？　え？」

　状じよう況きようがわからなくて、怖こわ々ごわと目を開けると、身体の下に我嵐が倒たおれていた。

「も、もしかして、いえ、もしかしなくても助けてくれたのよね。我嵐！　大丈夫？」

　そのまま我嵐の身体を揺さぶった。

　するとゆっくりと彼が目を開ける。そしてじろりと睨にらまれた。

「危ないと言っただろう。お前が落ちた時、心臓が止まるかと思ったぞ！」

　本気で怒おこっている声だった。謝ろうとすると、ふと我嵐がかっと顔を赤くした。

「どうしたの？　どこか痛い？」

　思わず我嵐の胸に手を当てた。すると我嵐は更さらにうろたえたように、息を吞のんだ。

「いや、どうもしない。だから……退どいてくれ」

　そう言われて、はしごから落ちて我嵐の身体の上に乗ったままだと思い出した。

　横たわった彼の腹の上に、座っているような感じになっている。

　そんな自分の状況に気づいて、慌てて彼から退いた。

「ああっ、ごめんなさい。重かったわよね」

　混乱していたせいで、状況を摑めていなかった。我嵐が顔を俯かせたまま、立ち上がる。

「我嵐、本当はどこか痛めたんじゃない。顔が真っ赤よ。痛いのを堪こらえているんでしょう？」

「いや、どうもしていない。大丈夫だから」

　どうやら噓うそではないようだ。

　彼からは痛みを堪えているような汗あせの香かおりはしない。

　しかしその代わりに、甘くて切ない〝あの香り〟が漂ただよった。

「でも……」

　言いつのろうとすると、我嵐が大きく息をついて顔を上げた。

　その顔はいつもの落ちついた彼のものだった。

「大丈夫だと言っているだろう。それより、記録が見付かったんじゃないのか？」

　我嵐が足もとの書物を拾ってくれた。それはさきほど見付けた記録だった。

「え？　ええ。それはそうだけど」

　我嵐の態度に疑問を覚えつつも、あまりしつこく聞いて嫌きらわれたらとも思った。

　仕方なく頭を切り換え、目的に集中する。慧花が書物をのぞき込んで、あっと声を上げた。

「これです。ここに〝青い花が咲く珍めずらしい沈丁花を慧花姫の十歳の誕生日に贈おくる〟って記録があるでしょう」

　慧花が指さした箇か所しよには確かにそう書いてあった。その贈り主に目をやって読んでみる。

「贈り主は緑りよく最さい盛せいって書いてあるわ」

　慧花が口元に手を当てて考え込んだ。

「緑最盛様……思い出しました。あの時、青い花が咲く沈丁花を私にくださったのは、確かに緑最盛様です！」

「お知り合いですか？　ではその方の領地は？」

「ここから馬で半日ほどいったところです。緑最盛様の治める領地は、確か火山があって作物はあまり穫とれないのですが、珍しい草木が生えるので有名なんです」

　火山と聞いて、ぴんときた。

「火山灰のせいで土が変化しているのかも。だから青い花が咲く沈丁花が生まれたのかもしれないわ。馬で半日なら……行けるかしら？」

　我嵐を見上げると、難しい顔をしつつも頷うなずいた。

「煌翔様に相談してみよう」

　ここは湖蘭国だ。勝手に行動するわけにはいかない。

　煌翔にも何かする時には相談しろと言われていた。

　我嵐と頷きあって、記録を片手に書庫をあとにした。
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「馬で半日の場所に行くというのか？」

　硬かたい声と表情をした煌翔に、凜莉は真しん剣けんな顔で頷いた。

　記録の書物を借りる許可を慧花がとってくれたので、それを手に我嵐と二人で煌翔の部屋を訪おとずれていた。書物を開いて、青い花が咲く沈丁花の情報が記されている箇所を指さす。

「ここに書かれている貴族の方の領地に行けば、青い花が咲く沈丁花が手に入るかもしれません。秘宝香を完成させるには、その青い花が咲く沈丁花の香こう木ぼくがどうしても必要なんです」

「しかし、ここは湖蘭国だぞ。宮きゆう廷ていから出るのは危険だ。他国で何かあったら、すぐに対応ができない。お前は宮廷に残って誰だれかに探しに行かせてはどうだ？」

　煌翔にそう言われるのは予想していた。

　神瑞国の代表で来ているのだから、目立つ事はしたくないという気持ちは同じだ。

　しかし、どうしてもいかなければならない理由がある。

「おそらくそれでは駄だ目めです。沈丁花の香木となる原木には、香気がありません。倒れた木や枯かれ木などが長い年月土の中に埋うまって、ようやく香りを発するようになるんです。その香木を土の中から探し出さないといけません」

　煌翔の目を見つつ、自分の鼻に手を当てた。

「同じ香木でも、土に埋まっている年数と環かん境きようの違ちがいでわずかに香りに差が出ます。わたしのこの嗅きゆう覚かくで、父が秘宝香を作っていた時に使っていた香木と同じ香りを発するものを、土の中から見つけ出さないといけないんです。これはわたしにしかできません」

　煌翔が口元に手をあてた。

「なるほど。秘宝香の完成の為ために必要だというなら、希望を叶かなえてやりたいが……困ったな。俺が一いつ緒しよに行きたいが、条約の話し合いの最中だ。馬で半日の場所まで行って、香木を探して帰ってくるなら二日はかかるだろう。そんなにここを離れられない」

　煌翔は思案しているようだった。

「さっきも言ったが、ここは湖蘭国だ。神瑞国なら何かあればすぐに対処できるが、ここではそうすぐに身動きがとれない。お前に何かあったら心配だ」

　心からそう思ってくれていると感じられる声こわ色いろだった。

（煌翔様……やっぱり思いやりに溢あふれた方なんだわ。時々いじわるな事も言われるけど、わたしを心配してくださっているのは本当の気持ちなんだと思う）

　そう思うと、心がふんわりと温かくなるような気がした。

　煌翔とはいろいろあったが、他国に来て彼の頼たのもしさが更に感じられるようになった。

　湖蘭国に来る前、何があっても守ってやるから心配するなと言ってくれた。

　その言葉が、異国にいる不安を消す心の支えでもあった。

「……ではこうしよう。我嵐、お前に凜莉の警護を頼む」

　煌翔が扉とびらの近くで控ひかえていた我嵐に目をやった。

「お前になら任せられる。お前の事は神瑞国の誰よりも信しん頼らいしているからな」

　煌翔が笑えみを浮うかべると、我嵐がさっと目を伏ふせた。

（あれ……？）

　その様子に違い和わ感かんがあった。いつもの我嵐なら誇ほこらしい顔をするはずなのに、いまは申し訳なさそうな顔付きだ。どうしてそんな顔をするのかわからない。

　不思議に思っていると、我嵐はすぐに煌翔の目を見つめて、胸に手を当てた。

「御ぎよ意い」

　返事はいつもの力強いものだった。さっきの違和感は気のせいだったかと首を傾かしげる。

　煌翔は我嵐の異変に気づかなかったのか、気にした様子はなかった。

「凜莉、陛下にお前が珍しい香木を手に入れたがっていると申し出よう。その領地の貴族にお前が行く事を伝えてもらう。そうすれば捜そう索さくもかなり楽になるだろう。陛下はお前を気に入っているようだから、嫌いやとは言うまい。さっそく謁えつ見けんを申し込んでくるから部屋で待っていろ」

「よろしくお願いします」

　頭を下げて、煌翔の後ろ姿を見送った。
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　凜莉は部屋で、荷物をまとめていた。

　青い花が咲さく沈じん丁ちよう花げの探たん索さくは、煌翔が亜廉に申し出てくれたおかげですぐに許可が下りた。

　亜廉は領地の貴族に手紙を書いてくれた上に、探索と護衛の為に十人ほどの兵を連れて行くよう申し出てくれた。神瑞国から連れて来た兵も数人同行するし、我嵐もいるので安心だと、胸をなで下ろしていた。明日さっそく出かける事になったので、準備をしているところだ。

「凜莉さん。少しいいですか？」

　戸の向こうから聞こえた声は慧花のものだった。

「どうぞ」

　返事をすると戸が開いて、慧花が顔を見せた。いつも案内をしてくる女官はいないようだ。

　入るよう手で促うながすと、慧花が会え釈しやくして部屋に足を踏ふみ入れる。

　彼女が戸を閉めると、ふとある香りを感じ取った。

「……珍しい香りをまとっておいでですね」

　いつもの慧花の匂におい香とは違っていて、熟した果物のような濃のう密みつな香りがした。

「わかりますか？　実はこの香りの事でご相談があってきたんです」

　慧花が腰こしに下げた布ぬの袋ぶくろから、小さな香合を取り出した。陶とう器きでできた香合は、白い地に金きん箔ぱくが貼はられた高価そうなものだ。蓋ふたを開けると、さきほどから漂っている香りが強くなる。

　香合の中には白い包みが一つ入っていた。

「練り香のようですね。でも、独特な香りがするわ。あまり嗅かいだ事のない香り」

「よくおわかりですね。さすが凜莉さんだわ。実はこれは母の形見なんです」

　慧花が大事そうにそっと包みを取り出した。

「形見ですか？」

「ええ。母は若い頃ころ、舞ぶ踏とう家として湖蘭国だけではなく、他国にも呼ばれて舞踏を披ひ露ろうしていたそうです。その時に調合を覚えて匂い香や練り香を自分で作っていて」

　慧花は寂さびしそうな、そしてどこか誇らしそうな不思議な笑みを浮かべていた。

「母はとても不思議な人でした。陛下に見み初そめられて後宮入りしたあとも、貴族ではないからと嫌がらせをされたりしたそうですが、少しも動じなかったそうなんです。とても気が強くて正義感に溢れた人で、皇こう帝ていである父にすら媚こびる様子も見せなかったそうです」

　母親の思い出は、慧花にとってとても素す敵てきなもののようだ。

　話をする表情は穏おだやかで、優やさしいものだった。

「陛下に厳しく物を言えたのも母だけだったそうです。母の意見だけは、陛下も苦く笑しようしつつ受け入れていたそうです。母は〝話を聞いてくれないなら、出ていきます。後宮に未練はありません〟と言い切って、実際に私と兄を連れて出ていった事があったんです。陛下が下町まで迎えにきて驚いた事を覚えています」

　亜廉のいまの様子からは信じられない話だった。

　しかしそれが本当なら、慧花の母は亜廉に深く愛されていたのだろうと想像がついた。

「素晴らしいお母様だったんですね」

「ええ。私は母に憧あこがれているんです。母みたいに自立した女性になりたくて。私は顔もそうですが、声まで母にそっくりだと言われます。でも気き丈じようだった母と比べて気が弱くて。もっと強くなれれば、お兄様にご心配をかけなくてすむのですが」

　苦笑した慧花が、練り香の包みを大事そうに撫なでた。

「この練り香はその母が作ってよく部屋で焚たいていたものなんです。母はこれを椰や子し香こうと呼んでいました。調合の仕方は母しか知らないので、ここにあるものが最後の一つです。この香かおりが昔から大好きで、香りを嗅ぐと母を思い出して幸せな気持ちになれるんです」

　大事そうに、白い包みを胸に当てた慧花の姿は愛らしかった。

「香りには過去の記き憶おくを思い出させる効果があるんです。わたしの亡なくなった父は香道省の長おさだったんですが、父の記憶はほとんどなくて。でも香料の香りを嗅ぐと、ああ、これを使っていた時の父はこんな事をしていたとか、こんな事を言っていたと思い出す時があるんです」

　目を瞑つぶって鼻に意識を集中させ、椰子香の香りを嗅いで、小さく頷うなずいた。

「名前を聞いて確信しましたが、これはおそらく椰子油の香りだと思います。神瑞国では南の方に行くと椰子の木が生えているところがあって、その実からこの独特の香りを放つ油が採れるんです。それを香料として使う場合もあるんですよ」

「椰子の木……湖蘭国では聞いた事がありません。母は舞踏家として他国を回っていたから、その時に手に入れた香料なんでしょうね。あの……凜莉さん。実はこの香を作りたいと思っているんですが、香料は手に入りますか？」

　慧花がちらっとこちらを見上げて、恥はずかしそうに口を開いた。

「椰子油の香料なら少しですが持って来ています。一応手持ちの香料はすべての種類を少しずつ神瑞国から持って来ているので」

　湖蘭国で何があるかわからないので、自分の香が少しでも役に立てばと考えての事だった。

「では、調合の仕方とかもわかりますか？　できたら教えて頂きたいんですが」

　椰子香に使われている香料の種類はある程度、絶対嗅覚で嗅ぎ分けられると思った。

　それに調合は得意分野だ。

「多分大だい丈じよう夫ぶだと思いますけど、ご自分で使われるのですか？」

「いえ、その……」

　慧花の顔が真っ赤になって、思わず目を瞬またたかせた。慧花がしばらくしてようやく口を開く。

「凜莉さんだから本当の事を言いますね。実は好きな殿との方がたに贈おくりたいんです。この香りは私が知っている中で一番好きな香りなので」

　赤い顔が更さらに真っ赤になって、慧花は両手でその顔を覆おおって俯うつむいた。

「え？　そうなんですか？　好きな殿方って誰だれなんですか？」

　ぶしつけかと思ったが、好こう奇き心しんが勝まさって思わず身を乗り出した。

「秘密です！」

　恥ずかしそうな様子は可愛かわいらしくて、小さな肩かたを思わず抱だきしめたくなった。

（秘密かぁ。でも恋こいの話ってわくわくするな。いったい誰なんだろう。……あれ？）

　考えていて、ふとある事を思い出した。

　ここ数日の慧花は、ちらちらと我嵐を見つめては恥ずかしそうにしていた。

「もしかして、好きな殿方って我嵐では……？」

　確信があったわけではない。ただ慧花の我嵐に対する態度や表情を見ていて、ふと思いついたのだ。慧花は慌あわてて顔を上げて、目を見開いて口をあんぐり開けていた。

　それが答えのように感じた。

「あ！　ごめんなさい。余計な事でしたね。すぐに調合の準備をしますから」

　固まってしまった慧花を見て、慌てて彼女に背を向けた。

　調合に必要な道具を用意しつつ、ふと心の中がもやもやしている事に気づく。

（何だろう？　何で変な気持ちになるんだろう。いまの感じからすると、慧花姫ひめの好きな殿方って、我嵐で間ま違ちがいないと思うわ。我嵐は一見強面こわもてだけど恰かつ好こいいし頼たよれるし優しいし、慧花姫が好きになるのだっておかしな事じゃないんだけど……）

　もと婚こん約やく者を追い払はらってくれた我嵐に好意を覚えたのだろう。

　あれから、慧花の我嵐を見る目が変わったように思う。

　慧花に好きな相手がいるとしたら応おう援えんしたいと思った。

　だけど我嵐が相手なら、少し話が変わってくる。

（我嵐は大切な友達だもの。友達を好きだって言ってくれる人がいたら、喜ぶべきなのかな？　でも何だかそんな気持ちになれない……）

　慧花の事は大好きだ。妹がいたとしたら、きっとこんな感じだと思う。

　裏表がない慧花と、無骨だが優しい我嵐はきっとお似合いのはずだ。

　だが、どうしても素直には喜べなかった。

（何だか、胸が痛いな。……友達を取られそうで寂しいって気持ちになっているのかな？）

　言葉に表すとしたら、きっとそういう事だろうと結論づけた。

　もやもやする気持ちをどうにか押し殺し、慧花に顔を向ける。

「では、その練り香の香料が何かを調べますね」

　もやもやした気持ちを吹ふき飛ばすように、心とは裏腹な笑えみを浮うかべた。

　こんな気持ちになっている事を慧花には知られたくないと、そう思った。







「香料はおそらく、こちらになります」

　凜莉は慧花の前に布を敷しいて、その上にいくつかの香料を置いた。神瑞国から持てる限りの香料を用意してきたので、どうにか慧花が知りたがっている椰子香の材料を揃そろえられた。

「すごい！　凜莉さん、香を嗅いだだけで、どんな香料が使われているかわかるなんて！」

　慧花が目をきらきらさせている。

　母の形見を好きな殿方に贈りたいという慧花の願いを叶かなえる為ため、腕うでを組んで考え込んだ。

「わたしの絶対嗅きゆう覚かくは唯ゆい一いつの特技でもあるんです。この嗅覚で使われている香料はだいたいわかるんですが、ここからが大変なんですよね」

「大変というと？」

「香料の分量を特定するのが、一番難しいんです。わずかな分量の違ちがいで、まったく違う香りになってしまうのが香です。ですから、調合が一番気を遣つかうんです」

「そうなんですね。面めん倒どうな事を頼たのんですみません」

　慧花が小さくなったのを見て、慌てて両手を振ふった。

「いえ、大丈夫ですよ。こうやって考えながら調合するのは好きなんです。まるで事件の謎なぞを解いていくのに似ているんですよ、調合って」

　慧花がきょとんとした。

「事件の謎……ですか？」

「ええ。答えである慧花姫のお母様の形見の椰子香に辿たどり着くまで、容疑者である〝香料〟を調べ上げて、事件を起こすに至った〝分量〟を見つけ出す。それが揃えば、真実がおのずと見えてくるんです」

　人差し指を立てると、慧花が目を丸くした。

「そんな考え方があるんですね」

「はい。実はこれ、わたしの調合の師し匠しようの受け売りなんです。師匠はちょっと変わった人で、そう思ったら面倒な調合も楽しく感じるだろうってよく話していて」

　そう口にしてから、ふいに頭の中にその時の事が浮かんだ。

〝調合は地味な作業です。面めん倒どう臭くさいし、嫌いやになる事もあるでしょう。だから自分の頭の中だけでも、楽しい妄もう想そうをしながら飽あきないようにしてやるのが、調合を続けるコツです〟

　眼鏡を押し上げながら、木蓮はまじめな顔でそう話していた。

「凜莉さん、笑ったりしてどうかしたんですか？」

　不思議そうな慧花の声にはっとした。

「わたし、いま笑ってましたか？」

「ええ。何だか楽しそうでした。思い出し笑いですか？」

　頭に浮かんだのは懐なつかしい思い出だ。あの時は木蓮が闇香士団の長おさで、皇こう帝ていを廃はいし神瑞国を乗っ取ろうと考えているなんて思いもしなかった。

　裏切られたのに、どうして彼を思い出して楽しそうに笑ってしまったのだろう。

（木蓮……！　いまいったいどこにいるの？）

　胸がぎゅっと締しめ付けられるような痛みに襲おそわれて、そっと唇くちびるを嚙かんで目を閉じた。
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「調合が事件の謎を解くのに似ている、ね。面おも白しろい事を言うんだな。木蓮は」

　感心したような声が聞こえて、木蓮は乳にゆう鉢ばちに香こう料りようを入れながら、小さく息をついた。

「そういう発想の転てん換かんをすると、飽きなくていいのではと思っているだけです。香料の分量を少しずつ変えながら、何度も調合して目的の香かおりに近付けるのには、かなりの時間と労力を使います。頭の中だけでも、違う事を考えると少しは楽しくなるかと思いまして」

　あまり人に話した事はなかったのに、どうして口にしてしまったのだろうと、やや後こう悔かいしている。相手は神瑞国に恨うらみを持つ同志で、秘宝香の一つ、記き憶おくを取り戻もどす香を作り上げた功績もあるので、つい香に関しての話をしてしまった。

　前にも一度だけ、この話を他人にした事があったと、ふと思い出す。

　調合の弟で子しである少女は、この話を聞いて目を輝かがやかせていた。教えれば、すぐに何でも吸収して、生まれ持った鋭するどい嗅覚も相まってあっという間に一人前になった。

　初めて会った時から数年経たって、少女は一人の女性として、いまは後宮で暮らしている。

　いまではもう、彼女と簡単に会う事すら叶わなくなった。

　それが悲しいと思ってしまう自分に衝しよう撃げきを受けたのは、つい先日の事だ。

　凜莉の顔を思い出すと胸が苦しくなる。だからもう考えてはいけないと、軽く頭を振った。

　彼女と自分は、もう生きる世界が違うのだから。

「それより、例の件でおいでになったのでしょう？」

　乳鉢を置いて、相手の目を見つめた。話を変えたかったのもあるし、聞きたい事でもあった。

「ああ、僕の立てた計画をいよいよ実行しようと思う。いまはあの目め障ざわりな煌翔も我嵐もいない。皇帝は病に臥ふせっていて、以前ほど眼力が利きかなくなっている。いまが絶好の機会だ」

　その計画については以前から聞かされていた。どうやって煌翔と我嵐の目をすり抜ぬけて実行するかが最大の問題だったが、二人はいま湖蘭国に行って宮きゆう廷ていを留守にしている。

「木蓮、いいか。僕は神瑞国のすべてを手に入れる。その為の手段は選ばない。お前は、何もかもを捨てて戦う覚かく悟ごがあるだろうな？」

　ぎらりと睨にらまれたが、目に力を込めて身じろぎもせずに頷うなずいた。

「もちろんです。どうしていまさらそんな事を聞くんですか？」

「お前はあの凜莉という女に情があるようだからな。これが成功したら、もうあの女はきっとお前と口も利いてくれなくなるだろう。あの女に罵ののしられて嫌きらわれる事になってもいいのかと、念ねんの為に確かめておこうと思ってな」

　嫌な質問だと思った。それでも表情一つ変えずに、大きく頷いた。

「わかっています。もちろん覚悟はできています」

　言い切ったものの、少しも動じていないというと、噓うそになる。

　いまから自分達が行おうとしている事を、凜莉はきっと許さないだろう。

　凜莉を説得して闇香士団に引き入れようとしていたが、この計画を実行したらきっと彼女は自分の顔を見る事すら嫌になる。それでも、もう後戻りはできない。

「私は闇香士団の長です。やるべき事をやります」

　たとえそれが凜莉に嫌われて、彼女と永遠に袂たもとを分かつ結果になったとしても。

　口の中だけで呟つぶやいて、そっと目を閉じた。

　神瑞国にはこれから大きな事件の嵐あらしが巻き起こる。

　その嵐の中心に、自分と凜莉がいるのは避さけられない。

　頭の中には、凜莉とのたくさんの思い出が蘇よみがえっている。

　それを懐かしさと切なさと苦しさという複雑な気持ちで振り返り、木蓮はそっと自じ嘲ちようした。
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　乗っていた馬車が歩みを緩ゆるめたので、凜莉は格こう子しの隙すき間まから前方を見つめた。

　馬車の向かっている先に、白い煙けむりを上げる火山が見え始めていた。

　山道を登っているはずだが、辺りには緑は少ない。溶よう岩がんが流れてできたと思われるごつごつした地面に、コケが生えているだけの殺さつ伐ばつとした風景が続いている。硫い黄おうの香りが強くて、思わず顔を顰しかめた。

　一番前を馬で駆かけていた我嵐が歩みを止めたのを見て、目的地が近いと思った。

「この辺りなのかしら？」

　我嵐を加えた神瑞国の兵士が五人と、湖蘭国の兵士十人が馬に乗り、馬車を囲んでいる。

　彼らに護衛してもらいながら、宮廷から馬を半日ほど走らせた、青い花が咲さく沈じん丁ちよう花げがあるという貴族の領地までやってきていた。

　さきほどその貴族、緑最盛の屋や敷しきを訪ねて亜廉が書いてくれた手紙を見せたら、快く協力を約束してくれた。しかし彼はすぐに顔を曇くもらせて、ある情報を教えてくれた。

〝青い花が咲く沈丁花は、ここ数年見た事がない〟

　領地は広いので、もしかしたらどこかにあるかもしれないが……という話を聞いて、以前青い花が咲く沈丁花を見付けた場所を教えてもらいやってきたのだ。

　馬車から外に出ると、我嵐が馬を降りて近付いてきた。

「火山の影えい響きようで草木が少ないな。沈丁花なんか本当に植わっているんだろうか？」

「ところどころに草木が生えている林があるようよ。我嵐、探してみましょう」

　山の上から見下ろすと、何カ所か緑が濃こい場所があった。

　我嵐に手で示すと、彼は腕うで組ぐみしながら考え込んだ。

「林はいくつかあるようだが、場所が散らばっているな。人数もいる事だし、手分けして探した方がいいかもしれない」

　確かにそうだと頷くと、湖蘭国の兵士の一人が前に進み出る。

「しかし、陛下から凜莉様と離はなれるなと仰おおせつかっております」

　我嵐が彼と向かいあうように立った。

「陛下から、凜莉姫ひめが探している香こう木ぼくを手に入れるようにとも仰せつかっているはずでは？」

　兵がぐっと言葉を詰つまらせた。

「手分けした方が香木を見付ける機会も多くなるはずです。それにあまり長く宮廷を離れるわけにはいきません。煌翔様から凜莉姫の安全を考こう慮りよして、香木探たん索さくの為ための期間は三日間だけだと命じられています。帰る時間も考えると、ここを探索できる時間は限られている」

　我嵐の言葉はもっともだった。湖蘭国の兵達が渋しぶ々しぶと頷く。

「では、二人一組になろう。凜莉姫は俺と一いつ緒しよに。みんなもそれぞれ分かれてくれ」

　煌翔から直接護衛を命じられた我嵐と二人で行動する事に、誰だれも異を唱えなかった。

　兵達はそれぞれ、神瑞国側と湖蘭国側で二人組になる。

「わたしも馬に乗ります」

　胸に手を当てると、我嵐が心配そうな顔付きになった。

「しかし……」

「馬には乗れます。馬車よりも馬に乗った方が動きやすいし。お願いです、我嵐大将軍」

　じっと見つめると、我嵐がさっと目を伏せた。

「わかりました。では、馬車から馬を放して乗れるようにしましょう」

　我嵐が命じると、御ぎよ者しやがすぐに準備をしてくれる。用意が整うと、我嵐がみんなを見回した。

「では、もし青い花が咲く沈丁花を見付けたら、のろしを上げてください」

　全員が頷いて、いっせいに馬に乗る。

　ばらばらの方角に馬を走らせる兵達の姿を見送って、我嵐が左手に目を向けた。

「俺達はあちらの林を調べよう」

　頷いて、彼に続いて馬を走らせた。

（我嵐って、すごく統とう率そつ力があるんだわ。湖蘭国の兵達もいつのまにか我嵐の言う事を聞いちゃってるし）

　改めて、大将軍と呼ばれる我嵐の実力を思い知った気がした。

　向かった先は、木々が鬱うつ蒼そうと茂しげっている林だ。おそらく火山が噴ふん火かした時も、ここだけは溶岩の被ひ害がいから免まぬかれたのだろう。林に入ると、生おい茂る木々のおかげで日差しが遮さえぎられた。

　薄うす暗ぐらい林の中を馬でゆっくり進みながら、鼻に意識を集中させる。

（いろんな香かおりが混じっているわ。でもわたしの嗅きゆう覚かくならきっとあの香りを探し出せるはず）

　鼻から息を吸い込む。なかなか目的の香りは嗅かぎ取れなかったが、そのまましばらく進んでいくと、ふいに何かが気になった。その何かは頭の中を針で刺さしたような刺し激げきをもたらす。

「……ん？　んん？」

　馬を止めて、思わず呻うめいた。はっきりしないが、とても気になる香りを嗅いだ気がした。

　その香りに誘さそわれるように、手た綱づなを引いて右手に向かう。

「どうした、凜莉」

「しっ、少し集中させて」

　我嵐はそれ以上何も言わずに、ついてきてくれた。

「甘くて、でもしっかり自分を主張する香り。……母さまに子こ守もり歌うたを歌ってもらった事を思い出すわ」

　母は沈丁花が好きだった。花が咲く季節になると、よく部屋に飾かざってあったものだ。

　香りには過去の記き憶おくを思い出させる効果がある。

　父が使っていた香こう料りようはこの香りではないかと、自分の封ふうじられた記憶に問いかけた。

「わたしの鼻が覚えている香りは、わずかに相手を刺激するような攻こう撃げき的な香りだったわ。桃もも色いろや白い色の花が咲く沈丁花の香木と、わたしの鼻が覚えている香りはよく似ているけれど、そこだけが違ちがう。その香りは……」

　呟きながら、馬を下りた。そして、大きな木をぐるりと回って先に進む。

「あった──────」

　木の向こうには、雨水がたまってできたような小さな池があった。

　その傍かたわらに、露つゆに濡ぬれてきらきらと輝かがやく青い花が咲く沈丁花がある。その神秘的な佇たたずまいに、思わず胸が高鳴った。まだ若い沈丁花のようで、背せ丈たけは自分の腰こしほどだ。

　小さな青い花は数え切れないほど咲いていて、辺りに濃のう密みつな芳ほう香こうを放っていた。

「これか！」

　背後で我嵐の声が聞こえた。二人で沈丁花に駆け寄る。

「よかったな。見つかって！」

「ええ。でも、探しているのはこれではないの」

　我嵐が目を瞬またたかせた。凜莉はそのままそこにしゃがみ込む。

「探しているのは、沈丁花の香木なの。香木は折れたり枯かれたりした木が土の中に埋うまって時間をおいてできるものよ。いま植わっているこの沈丁花では駄だ目めなのよ」

「そういえば、そう言っていたな」

　我嵐も一緒にしゃがみ込んだ。

「ここに沈丁花があるなら、何かの拍ひよう子しに折れた枝とかが土の中に埋まって香木になっている可能性が高いわ。それを探さないと」

　土の中に埋まっている年数で香りも違ってくる。うまく目的の香りを放つ香木が見つかってほしいと祈いのりながら、土を手で探さぐった。すると我嵐がそっとその手に手を置いた。

「手を痛める。俺がやろう。ここを掘ほればいいのか？」

「でも汚よごれるわ。埋まっている香木を傷付けてはいけないから、道具は使えないし」

「かまわない。どけ」

　我嵐が大きな手で土を掘り返した。申し訳なくて手を出そうとすると、首を振ふって拒きよ否ひされる。仕方なく作業を見守ってどれほど経たっただろう。

　あちこち我嵐が掘った穴だらけになった頃ころ、彼の手が止まった。

「何かあったぞ」

　我嵐が慎しん重ちような手つきで土を除よけると、中から腕うでぐらいの長さの古木が出てきた。

　古木は、辺りに甘あま酸ずっぱい濃のう厚こうな香りを放っている。

　その香りを嗅いだ瞬しゆん間かん、頭の中でぱぁっとある記憶が駆かけ巡めぐった。

〝凜莉。青い花が咲く沈丁花の香木しか、秘宝香には使えないんだ。内ない緒しよだが、これを手に入れるのに湖蘭国のある領地に忍しのび込んだんだぞ。死ぬかと思った〟

　いつもは顔もはっきり思い出せない父が、苦く笑しようしていた。

「これだわ。父さまがあの時使っていた香木は！」

　秘宝香によって記憶は封じられているが、こうして当時の香りを嗅ぐ事で頭にひらめきが生まれる。父の顔がこんなにはっきり思い浮うかべられるなんて、初めてかもしれない。

「よかったな。凜莉」

　微笑ほほえんだ我嵐に、満面の笑えみを返した。すると、我嵐が一瞬呆ぼう然ぜんとする。

「どうしたの？」

　我嵐は慌あわてたように目を見開いて、すぐに俯うつむいた。

「いや。何でもない。さあ、のろしを上げよう。みんなに見つかった事を知らせて、すぐに帰らなければ。煌翔様が……心配されて……いる」

　我嵐には珍めずらしく声が小さくなっていって、最後はよく聞こえなかった。

　思わず眉まゆ根ねを寄せると、我嵐は馬にくくりつけてあった荷物から、のろしを上げる為ために火打ち石を取り出した。腰から下げている布ぬの袋ぶくろに香木を入れ、もう一度我嵐に目を向ける。

　彼は近場にあった枯れ木などを手早く集めて、こちらに背を向けてしゃがみ込んでいた。

　その背中を見つめていると、いままで抑おさえていた思いが爆ばく発はつした。

（変よ、やっぱり変！　我嵐は何か隠かくしているみたいだわ。でもそれをわたしに知られたくないみたいだから、いままで聞くのは我が慢まんしてきたけど、もう限界よ！）

　彼にはいままで、困っている時や辛つらい時に何度も相談にのってもらってきた。

　自分に何ができるのかはわからないが、彼は大切な友達だ。何か悩なやんでいるなら話してほしかった。

　我嵐が火打ち石で火をつけると、白い煙けむりがゆっくりと立ち上る。

　しゃがみ込んでいる我嵐の背中に一歩近付いた。

「……我嵐、何か悩んでいるの？　わたしは頼たよりないかもしれないけど、少しでも我嵐の力になりたいと思っているの。最近の我嵐はとっても辛そう。身体からだの具合でも悪いの？　それとも、何か仕事で悩みでもあるの？」

　身体の不調は独特の汗あせが出るので、自分の嗅覚ならある程度は察する事ができる。

　しかし我嵐から発せられる汗の香りは、またそれとは違っていた。

（我嵐から漂ただよってくる香りは、甘くてどこか切なくて、苦しそうなんだけど、幸せそう）

　これと同じような種類の香りは何度か嗅いだ事があった。

　身体の不調がある時、たとえば頭が痛い時に出る汗の香りはみんな同じだが、その人が本来持つ香りと混じり合うので、人それぞれ微び妙みように発する香りが違ってくる。

　それに相手の感情を嗅ぎ分けると、詮せん索さくされているようで嫌いやがられるかもしれないという思いもあって、香りが漂ってきてもなるべく考えないようにしていた。

　だから何度か同じ種類の香りを嗅いでも気にしないようにしていた。

　我嵐から漂う香りとよく似た種類の香りは、確か……。

（そうだわ。我嵐が礼泰様を追い払はらってくれた時、慧花姫から同じ種類の香りがしたわ。慧花姫はきっとあの時、我嵐に助けてもらって好意をもったのよね。つまり、この香りは……）

　そこまで考えて、ようやく香りの正体に気づいた。

「これは……恋こいの香り？」

　恋する人を思う時に出る香りは、もちろんいままでも嗅いだ事があった。しかし、無骨で仕事一筋の我嵐から恋の香りが出ている事が今ひとつぴんとこなくて、気づけなかった。

「好きな人がいるのね」

　きっと我嵐のいままでのおかしな態度は恋をしていたせいだろうと、やっと気づいた。複雑な気持ちだった。友達に好きな人がいると聞いて、いったいどう反応していいかわからない。

　まだ、恋というものをした事がなかった。はっきり誰だれかを好きだと自覚した事もない。

　きっと年ねん齢れいの割りには奥手な方だと思う。下町に住んでいた時は生きるのに必死だったし、いまは後宮という特とく殊しゆな環かん境きようにいるので、知り合う男性は限られていた。

　恋の経験がないのでどう言えばいいかわからずあたふたしていると、我嵐がじっとこちらを見つめた。

　熱の籠こもった目だった。なぜかどきっとした。沈ちん黙もくに耐たえられなくて、口を開く。

「あの……わたしでよければ……きゃっ！」

　友達に好きな人ができたのなら応おう援えんしたかった。

　そう伝えようと思ったのに、悲鳴を上げたのは、突とつ然ぜん抱だきしめられたからだ。

　鍛きたえた腕は、見み掛かけに反して優やさしく抱きしめてきた。

　我嵐からは、伽きや羅らを調合した匂におい香の香かおりがしている。

　この香りはきっと彼に合うだろうと調合して贈おくったのは自分だ。

　その香りを、こんな近くで嗅かぐ日が来るとは思わなかった。

　心臓が飛び出るのではと思うほどどきどきしつつ、何度も目を瞬かせた。

（何で!?　何でわたし抱きしめられてるの？　どうして？）

「が、我嵐!?　いったい、どうしたの!?」

　それだけ言うのが精いっぱいだった。我嵐がはっとして息を吞のむ。

　そしてすぐに腕を解いて、飛び退すさるように離はなれた。

「すまない。本当にすまない！　いまは少しだけ、時間をくれ。ちゃんと話すから。すぐ戻もどってくるからそこから動くなよ。頭を冷やしてくる……！」

　顔を真っ赤にして、我嵐が後ずさった。

　そしてそのままくるりと背を向けて、大きな木の向こうまで走っていってしまう。

「……いったい、何だったの？」

　抱きしめられた温ぬくもりがまだ残っている。

　友達で何の気き兼がねもなく話せる相手だと思っていた。

　しかし抱きしめられた腕の大きさと熱さは、彼が異性なのだと改めて感じさせた。

　どきどきしつつ、前方を見やる。我嵐がいる大きな木はそこそこ離れているが、声を上げればきっと聞こえるだろう。しかし何と声をかけていいかわからない。

「我嵐……わたしは……あっ！」

　黙だまっているのも辛くて話しかけようとしたが、ふいに誰かに後ろから羽は交がい締じめにされた。

　口元に当てられた布からは、眠ねむり薬の香りがする。

　あまりに突とつ然ぜんの事で、薬を吸い込んでしまった。

（まずい……！）

　そう思った時には、もうすでに意識は闇やみの中へと落ちていくところだった。
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　鉱山の条約についての話し合いが大おお詰づめを迎むかえて、煌翔は小さく息をついた。

　目の前には、条約の細かい決まりごとを記した書類を手にした、聖雷がいる。

　その書類を読む速さに舌を巻いていた。

　本当に目を通しているのかと疑いたくなるが、あとで質問すると的確な答えが返ってくる。

　さすがに湖蘭国一の頭脳は、伊達だてではないようだ。

「……うん。よくできていると思うよ。この内容で陛下が納なつ得とくして国印を押してくれれば、鉱山についてこれから先二度ともめる事はなくなるだろう。さすがだね、煌翔。互たがいの国が有利だと感じるように条約の内容を定めてくるとは」

「湖蘭国一賢かしこい男に、さすがと言われるとは嬉うれしいな。身に余る光栄だ。お前が手伝ってくれたら、もっと早くできあがっただろうがな」

　半分本気で半分嫌みだ。

　聖雷は言葉の意味を正確に感じ取ったようで、苦笑した。

「そう言うな。私はこういう交こう渉しようごとは苦手だ。何でも合理的に考えようとして、相手の感情や立場を思いやるというのを忘れてしまいがちになる。私に考えさせたら、完かん璧ぺきだけど互いの国がどこか都合が悪いとか損だなと感じてしまうようなものができるだろう」

　意外な聖雷の欠点だった。聖雷がじっとこちらを見つめた。

「だが、君は違ちがう。君には相手の事を思いやる心と、冷静な判断力が同時に存在している。だから神瑞国も湖蘭国も、互いに自分達が有利だと思えるような条約を作れる。君のような人が、やはり皇こう帝ていになるのにふさわしいのだろうね」

「……気持ち悪いな。お前にそんなに褒ほめられたら、何かあるんじゃないかと疑うが」

　じとっとした視線を送ると、聖雷が憤ふん慨がいしたように口を尖とがらせた。

「ひどいな。私が珍しく本気で人を褒めたのに！……君は敵にしたくない男だ。未来の神瑞国と湖蘭国の皇帝は君と私だ。条約も結ぶ事だし、これからは友好的な関係を築きたいと思っているだけだ」

　どうやらこれは本音のようだ。

　聖雷は性格は一ひと筋すじ縄なわではいかないが、案外悪い男ではないと昔から知っている。

「奇き遇ぐうだな。俺もそう思っている。では友好の印として、凜莉から手を引け」

　にっこり笑うと、聖雷が笑えみで返した。

「それは嫌だ。凜莉の事が本当に好きだし、それに……」

　ふと聖雷が真顔になった。

「陛下は本気で凜莉が気に入っている。私が諦あきらめても、陛下は諦めないだろう。……いい機会だ。実はその件で相談したい事がある」

　聖雷が右手にいる湖蘭国の護衛に目で合図した。彼らは心得たように部屋を出て行く。

　何か聞かれてはまずい事のようだと悟さとって、同じように近くにいた神瑞国の文官達に目で合図した。彼らもすぐに立ち上がって、部屋から出て行った。

　誰もいなくなったのを確かく認にんして、やや前のめりになって聖雷を見つめる。

「何だ？」

「陛下はここ数年かなり偏へん屈くつになってきていて、欲しいと思ったら奪うばい取るぐらいの事はするんだ。凜莉だってすごく手元に置きたがっている。いままでだったらどんな事をしてでもそうするはずなのに、凜莉にはいい人ぶって接している。あの穏おだやかなふりがとても恐こわいんだ」

　湖蘭国の皇帝の事は父からよく聞いているし、いままでも何度か会った事があった。

「確かに亜廉陛下は聖雷の言うような方だと俺も思っていた。だが父は、亜廉陛下は我がは強いが理を通せば話はわかってくれる方だと仰おつしやっていたぞ」

「それは昔の話だ」

　聖雷の顔には辛つらそうな、そして寂さびしそうな複雑な表情が見て取れた。

「陛下はついこの間までは、鉱山だって絶対に手に入れると息巻いていたんだぞ。二十年前の三平安国儀の時に、令聞皇帝にしてやられたのがよほど悔くやしかったらしくて、目に物見せてやるとまで言っていた。それが急に神瑞国に有利な条件で条約を結ぶと言い出した」

　聖雷は口元に手を当てて、壁かべの一点を見つめた。

「鉱山を手放してもいいと思えるぐらい、違う何かが欲しいとしか思えないんだ」

「いったい、それは何だと言うんだ」

　聖雷は賢い男だ。そして亜廉とは親子でもある。

　その聖雷がここまで言うのだから、何かあるのかもしれないと思い始めていた。

　確かに、鉱山をそれほどまで欲しがっていたはずなのに、急にもういらないとでも言いたげな内容で条約を結ぶのは、腑ふに落ちない事でもあった。

　互いの国の平和の為ためだという亜廉の言葉を信じたかったが、どこか疑いを持っている自分が常にいたのは否定できない。

「私が思うに、それは……」

　聖雷が苦々しい表情で話を続けようとした。

「失礼します！」

　しかし言葉は、扉とびらを開けて駆かけ込んで来た我嵐によって、かき消された。

　いつもなら取り乱したりしないのに、我嵐は顔色を変えて息をはずませている。

　凜莉と一いつ緒しよに青い花が咲さく沈じん丁ちよう花げを探しにいったはずの彼が、大おお慌あわてで部屋に飛びこんできた事は、とても嫌いやな想像をかき立てた。

「どうした？」

　なるべく冷静に、と心を静めようとした。

　しかし心臓はどくどくと音を立て、嫌な汗あせが額を流れる。

「凜莉が……凜莉姫ひめが何者かにさらわれました！」

　嫌な予感が当たった事を知り、苦しさと心配な気持ちと、犯人への怒いかりで身体からだを震ふるわせた。







「いったい、何がどうなってそんな事になったんだ？」

　煌翔は我嵐に駆け寄った。我嵐は荒あらい息をどうにか整えて、すぐに膝ひざをついた。

「青い花が咲く沈丁花を探しに行き、目的のものを手に入れました。そこで……凜莉から少し目を離してしまい、その隙すきに凜莉が覆ふく面めんの男達二人にさらわれました。さらわれる場面を目もく撃げきしたのですぐに追いかけましたが、馬で逃にげられてしまい……」

「お前がついていながら、何をやっている！　どうして目を離したんだ！」

　思わず声を荒らげた。いつもの我嵐ならこんな失態はおかさないはずだ。

　我嵐はぐっと言葉に詰つまって、深々と頭を下げた。

「申し訳……ありません！」

　これ以上彼を責めても、凜莉は帰って来ない事はわかっている。

　何とか落ちつこうと息を吐はいた。

「……もういい。全力で捜そう索さくするぞ。凜莉を必ず助け出す！」

　ここが自国ではなく、湖蘭国なのが一番の問題だった。

　神瑞国から兵は連れて来ているが捜索には足りないだろう。振ふり返って聖雷を見つめた。

「聖雷、凜莉の捜索に力を貸してほしい」

　聖雷の事は、湖蘭国の皇太子としては認めているが、正直性格は嫌きらいだ。

　しかし、こんな時にとても頼たよりになる男だというのはよくわかっていた。

　いま一番大事なのは、自分の好き嫌いではなく、凜莉の無事だ。

　その為だったら嫌いな聖雷に頭を下げる事くらい、何でもなかった。

　聖雷は何か考え込んでいるようだったが、はっとしたようにこちらに目を向けた。

「もちろんだ。凜莉がいなくなった領地はかなり広いし、何者かに連れ去られたのなら、もうそこにはいない可能性が高いだろう。そうなると捜索は湖蘭国全体に及およぶ。陛下に事情を話して、捜索の為の兵を用意してもらうから、少し待っててくれ」

　聖雷は慌あわてたように部屋をあとにした。それを見送って、腕うで組ぐみをする。

「……我嵐。聖雷のあとをつけろ」

　小声で話しかけると、我嵐が目を見開いた。

「なぜですか？」

「あいつは、何か知っている」

　ただの勘かんだ。しかし凜莉がさらわれたと知ったら大おお騒さわぎするはずなのに、聖雷は驚おどろきの声も上げなかった。

「まるで……凜莉がさらわれるのを予想していたかのようだ」

　呟つぶやくと、我嵐は信じられないように目を見開いたが、すぐに頭を下げた。

「御ぎよ意い」

　我嵐がさっと立ち上がり、部屋を出ていった。
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「失礼します」

　父である亜廉の部屋の前で、聖雷は緊きん張ちようした声を上げた。

　自分の欠点は、あまり他人の気持ちが理解できないところだと思っている。頭の中で合理的に考えをまとめようとすると、相手の感情というものが置き去りになる事が多い。

　人の感情が、目的達成の為には取るに足らない事だと思えてしまうのは、自分に人としての何かが足りないからではないかと、ずっと思っていた。

　しかしそんな自分にも例外はある。

　母が亡なくなってから宮きゆう廷ていで孤こ立りつしがちな妹は、どんなに合理的ではない手段を用いても守ってやらなくてはと思っていた。そしていままでは妹だけだった例外が、最近もう一つ増えた。

　その為に、自分はまた合理的ではない事をしようとしていた。

「どうした、聖雷」

　部屋に入ると父の亜廉は寝ね椅い子すに横たわり、ゆったりと休んでいた。

　いつもいる側近達には席を外すよう伝えてあるので、彼一人だ。

　父とはここ数年、二人だけで個人的な話をした事はなかった。

　横暴で感情的に話をする人間と向き合うのは何より苦痛だ。

　結果、必要な事以外は話さないようになっていた。どうしても話さないといけない時は、父の感情を刺し激げきしないようにするというのが、もっとも合理的だと思っていた。

　しかし、今日は妹以外に自分が例外だと認めた存在……凜莉の為に父の感情を刺激するとわかっていても話をしなければと覚悟していた。

「お話があります。凜莉の事です」

　どう話したらいいだろうと考えたが、やはりこう聞くのが一番早くて確実だろうと思った。

「凜莉がさらわれました。犯人は、陛下ですね？」

　何度考えてもその結果に行き着いた。見つめると、亜廉は慌てもせず、ただ薄うすく笑った。

「そうだ」

　やはりそうか、と思わず拳こぶしを握にぎり締しめた。

「鉱山の権利を全面的に放ほう棄きする条約を神瑞国に持ちかけたのも、凜莉を湖蘭国に呼ぶ為ですね。いくら陛下でも、神瑞国の後宮にいる凜莉を連れ出す事は不可能だ。だから友好関係を結ぶふりをして、凜莉を連れて来させた。神瑞国は条約を締てい結けつさせる為にも、陛下の願いにできるだけ応こたえようとする。結果、凜莉は陛下の思おも惑わく通り湖蘭国に連れられてきた」

　ずっと疑問だった。あれだけ執しゆう着ちやくしていた鉱山の権利をすべて放棄するなんて、亜廉の性格からすると絶対にあり得ない事だった。

　しかし一つだけ、そんな事を考える理由が想像できた。

　鉱山よりも、もっと欲しいものがある場合だ。

　亜廉がゆっくりと身体を起こした。

「ああ、余の計画はうまくいった。すべては心静香を作れる凜莉を手元に置く為だ。若くて健康なお前にわかるか？　発ほつ作さが起きるたび、命が削けずられていくような恐きよう怖ふで頭も心もいっぱいになる。あの苦しさから逃のがれられるなら、どんな事だってするといつも思うのだ」

　亜廉は恍こう惚こつとした表情を浮うかべた。

「あの苦しい発作を、凜莉が作る香こうは抑おさえてくれる。あの香さえあれば、死ぬほど苦しい発作から逃れられるのだ。しかし心静香は半年しか効果がもたない。凜莉を手元に置いて、いつでも心静香を作ってもらえるようにしようと思って何が悪い」

　金を生み出す鉱山も、命を救う香とは引き替かえにならないのだろう。

　その気持ちは理解できると思った。

　しかし、亜廉がした事は理解ができない。

「煌翔が、必ず半年に一度は心静香を送ると約束したではないですか」

「そんな話が信用できるか！」

　父に怒ど鳴なられると、竦すくんでしまう自分がいる。

　子どもの頃ころの自分は、父の一存で命の長さが決まる存在だった。

　母が生きていた頃はまだよかったが、亡くなってからは父の機き嫌げん次し第だいですぐに宮廷を追放される恐おそれがあった。自分はそれでも生きていけるが、妹はそうもいかない。

　妹を守る為ためにも、父の機嫌を損そこねないよう生きていくのが使命のように思っていた。

　だからこうして怒鳴られると、言い返せなくなる。

　それに感情に突つき動かされる人間を、どう扱あつかっていいのかもわからない。

「いいか、聖雷。神瑞国の皇族の言う事など信用できぬ！　煌翔はあの朱令聞の息子むすこだぞ。あの男は余を騙だまして鉱山を奪うばい取ったのだ！」

　鉱山についての話し合いで神瑞国の皇こう帝ていにいっぱい食わされたという話は、父から聞いた事があった。いまだにそれを恨うらんでいるとも。

「煌翔は信しん頼らいに足る男です。向こうもこれ以上鉱山の事で揉もめたくないと思っているはず。必ず凜莉に香を作らせて送ってくれるはずです」

　亜廉が右手にあった机の水差しを突とつ然ぜん摑つかんで、こちらに投げつけた。




　ガシャーン！




　間かん一いつ髪ぱつ避よけたが、水差しは床ゆかに落ちて粉々に砕くだけた。

　まともにぶつかっていたら、怪け我がをしたのは間ま違ちがいない。亜廉がぎろりと睨にらみつける。

「はず、はずと仮定の話が信用できるか！」

　目の色が変わっていると思った。怒いかりと憎にくしみに彩いろどられた瞳ひとみで睨まれると、幼い頃からのくせで退ひいてしまいそうになる。きびすを返しそうになった足に、ぐっと力を入れた。

「凜莉は煌翔の才人です。煌翔はきっと凜莉をさらったのが陛下だとすぐに気づきます。そうなったら、神瑞国との戦争は避さけられません。煌翔は平和を願っていますが、凜莉を本気で大切だと思っています。取り戻もどす為の戦いをする事に躊ちゆう躇ちよはしないでしょう」

　煌翔は敵に回したくない相手だ。

　自分と違って、相手の気持ちを察する事ができる彼と戦っても、勝てる気がしなかった。

　何より、戦争は起こしたくない。

　民たみが苦しむのを想像する事は、実は人の感情を察する事ができない自分には難しかった。

　しかし妹が苦しむかもしれないと思うと、胸が痛くなる。

「かまわん。それは覚悟の上だ。余の代になってから、神瑞国と表立って戦いくさをする事はなかった。しかし、余の父は神瑞国を制圧する事に情熱を燃やしていた。そんな父にならって、余も神瑞国をこの手にしよう。そうすれば、おのずとあの鉱山も余のものだ」

　やはり父は鉱山の権利を手放す気なんて、さらさらなかったのだと思い知った。

「私は嫌いやです！」

　叫さけびは心からのものだった。

　いままで父の言いなりだった。

　逆らうと面めん倒どうだという気持ちが大きかったし、従う事が合理的だと思っていた。

　しかし、いまは違う。

　自分でもこんなに感情的になる事があるのだと驚おどろくほど、言葉はすらすらと出てきた。

「凜莉を返してください。彼女を拘こう束そくする権利は陛下にはありません。このまま戦争になれば、たくさんの人々が苦しみます。私はこの国の皇太子として、陛下を更こう迭てつします！」

　湖蘭国には、皇帝が病や乱心などで正常な判断ができなくなったと皇太子と宰さい相しよう、そして宮廷の臣下達全員が認めた場合、その職を解く事ができるという決まりがある。

　宮廷の全員が、自分に従うかどうかはわからない。

　しかし渋しぶる彼らを説得するのは、可能だと踏ふんでいた。

　何よりいまの父に、皇帝という権力を持たせてはいけないと思った。

　臣下達も、皇帝の横暴さに恐れおののいている。声を上げれば、きっと従うはずだ。

「ほう。そんな事を言っていいのか？」

「ええ。覚悟はできています」

　真しん剣けんな顔で見つめると、亜廉はくっくっと笑いを堪こらえていた。

　その余よ裕ゆうに満ちた態度が気になった。

「……どうしたんですか？」

「お前は大切な事を忘れている。お前にとって何より大事なものは、常に余の手の中だ」

　言葉が何をさしているのか、すぐに気づいた。

「慧花……！」

「そう。慧花はいま、余の後宮にいる。慧花の命を握っているのは、余ではなくお前だ。聖雷」

　言葉の意味がわからなくて、思わず眉まゆ根ねを寄せた。亜廉がゆっくりと立ち上がる。

「聖雷、凜莉の居場所を教えてやろう。いまから行って、凜莉に求きゆう婚こんして参れ」

　耳を疑う言葉だった。口元に笑えみを湛たたえた亜廉の目は、焦しよう点てんがあっていなかった。

「何を言っているのですか？」

「凜莉と結婚するのだ。お前の妻にしてしまえば、神瑞国もそう簡単に手を出せなくなるだろう。何しろ、湖蘭国次期皇帝の花はな嫁よめなのだからな」

　言葉も考えも顔付きも、常じよう軌きを逸いつしていると思った。しかし亜廉は本気のようだ。

「凜莉の為に新しい後宮を造ろう。そこで一生監かん禁きんして、余の為の香を作らせるのだ。うんうん、それがよい。聖雷、明日あしたさっそく婚礼の儀ぎを挙げよう。凜莉が嫌がっても妻にするのだぞ。もし断ったら、慧花がどうなるかわかっているな？」

　微笑ほほえみは生まれて初めて向けられたような、優やさしいものだった。

　父にこんな顔をさせられたのは、自分の母だけだ。

　自分にもいつかこんな笑みを向けてくれないかと、子どもの頃は願っていた。

　しかし実際に向けられたいまは、その笑みが恐ろしくて仕方なかった。

「……はい」

　断りたいが、いまはそう返事するしかなかった。これ以上父を説得するのは無理だ。

　そう悟さとってきびすを返して、部屋をあとにした。
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「ちょっといいか、煌翔」

　煌翔は戸の向こうから聞こえた声に顔を上げた。聖雷の声だとすぐに気づいて、正面にいた我嵐に目で合図する。そして冷静な顔を心がけて返事をした。

「どうした？」

　静かな声を出すと、聖雷は戸を開けて入ってきた。彼はこちらを見て、薄うすく笑う。

「何も知らないふりはしなくていい。時間の無む駄だだ。我嵐に私のあとを追わせただろう。我嵐は私と陛下の会話をどうにかして聞いたはずだ」

　さすが聖雷だと思った。どうやらすべてお見通しのようだ。

　まさしくいま、亜廉と聖雷の会話をこっそり聞いていた我嵐から、報告を受けていたところだ。聖雷が知っていてなお、ここに来たという事はどういう事かと、すぐに悟った。

「戦争はしたくない。しかし凜莉を取り戻す為なら、俺はどんな事でもするつもりだ」

　単刀直入に必要な事だけを話した。聖雷は合理的な男で、回りくどい事を嫌きらう。

　自分も大事な判断をする時はそうだった。

「わかっている。私も戦争はしたくない。しかし妹を人ひと質じちに取られていて、陛下には逆らえない。それで君と手を組みたい」

　聖雷が目の前の椅い子すに座った。疲ひ労ろうの色が濃こい表情でこちらを見やる。

「凜莉を助けたい。その気持ちに偽いつわりはない。父のやっている事は道理に外れている。しかし妹も助けたいんだ。だから……」

「だから、俺に直接凜莉を助け出せと言いたいんだな」

　聖雷の言葉を聞いて察した事を口にすると、彼は苦く笑しようした。

「話が早くて本当に助かるよ。私はいまから父の命令で凜莉に会いに行く。そのあとをつけて凜莉の居場所を知るといい。私は凜莉を連れ出せないから、君が助け出してくれ」

　煌翔は亜廉の行動には怒りがこみ上げていた。震ふるえる拳こぶしをぐっと握にぎって、息をつく。

　凜莉を愛している。彼女は初はつ恋こいの女性だ。何年もずっと思い続けてきた。

　彼女と再会できた時、もう二度と放さないと誓ちかった。

　しかし自分は神瑞国の皇太子だ。愛いとしい人の事だけを思うわけにはいかない。

「だが、そうすると問題もある。凜莉を連れ出して神瑞国に帰ったら、せっかく結ぼうとしている条約は破は棄きされるだろう。亜廉皇こう帝ていはそう簡単に凜莉を諦あきらめないだろうから、戦いは避けられない。凜莉を救う為ためなら何でもするが、できれば戦いたくない」

　皇太子としての自分が、本音を吐と露ろした。父は湖蘭国と二度と争いたくないと言っていた。

　その父の願いは、この条約を結べば叶かなうはずだった。

　聖雷が口元に手を当てて、やや俯うつむいた。

「いまの陛下には何を言っても無駄だ。……煌翔、凜莉を取り戻もどすならいましかないぞ。明日私と凜莉の婚礼が行われる。もし夫ふう婦ふとして誓いを立てたら、凜莉は湖蘭国の皇太子妃ひとなる。事情はどうあれ、皇太子妃を他国の皇太子が連れ去れば、父に神瑞国を攻こう撃げきする正当な理由を与あたえる事になる」

　我嵐が跪ひざまずいて、頭を下げた。

「俺が目を離はなしたせいでさらわれたんです。俺が凜莉を助けに行きます。いますぐ大将軍としての地位を剝はく奪だつしてください。ただの豪ごう我嵐として凜莉を連れ出せば……」

　我嵐の気持ちは痛いほどわかったが、すぐに首を横に振ふった。

「無駄だ。地位があろうがなかろうが、神瑞国側の人間が連れ出すなら一いつ緒しよだ」

　口元に手を当てた。もうここまできたら、どうしようもなかった。

「────わかった。今夜凜莉を連れ出して、そのまま神瑞国に戻る。我嵐、兵に旅たび支じ度たくをさせておけ」

　苦く渋じゆうの決けつ断だんだ。条約を締てい結けつさせたかった。しかし条約の為に、凜莉を犠ぎ牲せいにはできない。

　皇太子としての使命を果たすより、愛する人を守れる自分でありたかった。

「そうするしかないね」

　聖雷も悔くやしげな声を出した。彼を信用していいのかと思っていたが、どうやら本気で凜莉を助けたいと考えているようだ。

　いまの状じよう況きようで、湖蘭国側の事をよく知る彼が味方についてくれるのは、願ってもない事だ。

　目を瞑つぶり、父の顔を思い浮うかべた。条約の締結を手て土産みやげにすれば、父は喜んだだろう。

　しかし道理が通らない事をしてまで、手土産を用意しなくてもいいと、きっと言ってくれるはずだ。苦しかったが、そう自分に言い聞かせた。
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「う……ん」

　凜莉が目を覚ましたのは、そう広くはない部屋だった。

　置かれている調度品はなかなかの物で、床ゆかに敷しかれた絨じゆう毯たんは毛足が長くふかふかしていた。

　そこに鎮ちん座ざしている寝しん台だいは、銀細工が施ほどこされた立派なものだ。

　窓まど枠わくも細かな飾かざりがされていて、一見貴族の邸てい宅たくのように見えた。しかしよく見ると窓には鉄てつ格ごう子しがはめられている。鈍にぶく光る鉄格子を見たとたん、一気に目が覚めた。

「ここはいったい……」

　頭ががんがんしていたが、何とかここに来る前の事を思い出す。

　青い花が咲さく沈じん丁ちよう花げの香こう木ぼくを見付けたあと、我嵐と少しだけ離れた隙すきに、何者かに背後から薬を嗅かがされた。

　そのあとのことは何も覚えていない。いったいここがどこなのか見当も付かなかった。

　慌あわてて立ち上がり、戸へと向かった。

　手をかけて開けようとしたが、鍵かぎがかかっているようでびくともしない。

　それならばと、窓へ向かう。窓を開けて助けを呼ぼうと思って、鉄格子の間から手を入れた。しかし窓は何かで固定されているようで動かない。

　ここから出られないと悟って、心臓が苦しいぐらい速く動いた。

　どうやら誰だれかに捕とらえられたようだ。不安で不安で仕方なかった。

「落ちついて。まずは状況を探さぐらなくては。ここがどこかわかれば、逃にげ出す手段だってあるはず。……何とか煌翔様に連れん絡らくをとらないと。わたしの居場所がわかったら、きっと煌翔様は助けにきてくれるわ」

　普ふ通つうなら、ただの才人を危険をおかしてまで皇太子が助けにくるはずないだろう。

　しかし彼は守ってやると言ってくれた。だからきっと助けにきてくれると信じていた。

　頭は混乱しているが、何とか落ちつこうと息を吐つく。そして鼻に意識を集中させた。

「わたしの特技はただ一つ。この絶対嗅きゆう覚かくよ。わたしの鼻は、こんな時にきっと役に立ってくれるはず」

　絶対嗅覚を持つ鼻はさまざまな情報をもたらしてくれる。

　最初に気づいた香かおりは、青い花が咲く沈丁花の香木のものだ。

　腰こしに手をやると、その香木を入れた袋ふくろは無事だった。

　他ほかにはあまり香りらしいものは感じ取れなかったので、窓へ顔を向ける。

　窓は閉められているので、香りを嗅ぎ取るのは難しいかもしれないが、藁わらにもすがる思いで目を閉じ、もう一度鼻に意識を集中させた。

　しばらくそうしてから、ふと目を開ける。

「水の香りだわ……これって、確か雪花泉の香りでは？」

　水にも香りはある。特に、湖蘭国の宮きゆう廷ていに源泉があるという雪花泉から湧わき出る水は、柑かん橘きつ系の香りがしていた。慧花と舟ふな遊あそびした池は、雪花泉のわき水でできているらしい。

　その池からも同じ香りがしていたので、源泉の近くに柑橘系の実がなる木でも植わっているのだろうかと思ったのを覚えている。

「雪花泉の水は、宮廷から外に流れ出ているって言ってたけど、外に出て他の土ど壌じようを通ったり違ちがう水分と混じったりしたら香りも変わるはず。だけど、この香りは慧花姫ひめと舟遊びした時の池の香りとまったく同じだわ。という事は、ここは宮廷なの？」

　信じられないという思いで、いっぱいだった。

　しかし誰よりも、自分の鼻が優ゆう秀しゆうなのは知っている。その鼻が間ま違ちがうはずがない。

「ここが宮廷だとしたら、わたしをさらったのは……？」

　ふいに頭に、この国で自分が作る香こうを、もっとも必要としている人物が浮かんだ。

　彼は、香士としてこの国に来ないかと自分を誘さそった。

　しかし断ったら、案外素す直なおに退ひいてくれた。傲ごう慢まんだとさんざん聞かされていたので、機き嫌げんを損そこねたらどうしようと構えていたのに、拍ひよう子し抜ぬけだった。

　だが素直に退いたのは、自分を無む理り矢や理りさらおうと画策していたからだったとしたら……？

　考えれば考えるほど、そうではないかと思えて仕方なかった。

　だがまさかと思う気持ちも、捨てきれない。

　もしこんな事をしたらどうなるか、一国の皇こう帝ていがわからないはずはない。

　考え込んでいると、ぎぃっと音を立てて、戸が開く。その音がすごく不気味に思えた。

　背筋を凍こおらせつつ戸を見ると、いま頭に浮かんでいた人物が立っていた。

「亜廉皇帝陛下……」

　亜廉は優やさしくて、そして残ざん酷こくな笑えみを浮かべていた。

「父上と呼んでいいぞ、凜莉。お前は明日あした聖雷と結けつ婚こんして、湖蘭国の皇太子妃になるのだ」

　思わず耳を疑った。意味がわからず呆ぼう然ぜんとしていると、亜廉の背後から誰かが進み出る。

「すまない、凜莉……」

　聖雷は、辛つらそうな顔をしていた。

　しかしこの状況で、父親を諫いさめるでもない聖雷は、味方ではないとすぐに気づいた。

「どうしてですか？　聖雷様。だって、こんな事をしたら……」

「神瑞国と争いになるだろう。煌翔の才人を奪うばうのだから。だが、こうするしか私にも道はないんだ」

　聖雷のいまと同じ顔を、見た覚えがあった。

　それは神瑞国での事だ。彼は秘宝香を手に入れようと、木蓮と手を組んだ。それはすべて、大切な妹の為だった。その時に自分に向けた顔といまの顔は、まったく同じだった。

「……慧花姫に何かあったんですか？」

　思わず口にすると、聖雷はそっと目を伏ふせた。どうやら、それが答えのようだ。

　亜廉が戸を閉めて、一歩こちらに近付いた。

「凜莉、聖雷の妻となるお前の為に、後宮を造ってやろう。どんな贅ぜい沢たくでもさせてやるが、その後宮から出る事は許さない。おまえは余の為に香を作り続けるのだ。もしうっかり怪け我がでもして香が作れなくなったら大変だ。お前の身を守る為に、一生後宮で監かん禁きんする」

　亜廉がさきほどから言っている事が、理解できなかった。

「身を守る為に監禁するって、そんな事が許されるはずありません。陛下、お願いです。考え直してください。香は必ず定期的に湖蘭国にお送りします。いまなら、何もなかった事にできます。神瑞国と湖蘭国の為ために……」

　両手を組んで祈いのるように見つめたが、亜廉がふいに無表情になった。

「黙だまれ」

　静かな声だった。しかし震ふるえ上がるほどの恐きよう怖ふを感じる声だった。

「お前のその口約束をどうして信用できる。お前の気が変わったり、神瑞国でお前に何かあったりして、調合ができなくなったらどうするのだ。我が国の後宮から出なければ危険はない」

　亜廉の口調は厳しかった。恐おそろしくて仕方なかったが、このままでは本当に聖雷と結婚させられてしまうと、勇気を振ふり絞しぼった。そしてなるべく冷静な声を出す。

「陛下。ご心配なら、香の作り方を湖蘭国の方に教えます。その方に作ってもらっていつでも手に入るようになれば、ご安心でしょう」

　秘宝香で父の記き憶おくはほとんど消されているが、わずかに残っている事もある。

　その一つに、自分で編み出した香の調合法はむやみに他人に教えてはならないという、父の言葉があった。

　香をいい事に利用する者もいれば、悪用しようとする者もいるからだと、父は言っていた。

　そんな信念を持つ父が編み出した心静香の調合法を、他人に教えるのは抵てい抗こうがあった。

　しかしもう、そんな事は言っていられない。

「それも駄だ目めだ。我が国は香が神瑞国ほど発展していない。お前が作る香を再現できるほどの腕うでを持つ香士が育っていないのだ。もし仮に作れる者がいたとしても、お前が作ってくれた方が間違いがないし、余も安心だ」

　亜廉がまた一歩こちらに近寄った。

「警護の厳しい後宮から一いつ切さい出なければ、お前の安全は保障されるし、余もいつでも香を手に入れられる。だから聖雷の妻として、後宮に入るがいい。心配するな。悪いようにはせん」

　亜廉がこちらに手を伸のばした。彼の筋張った手が頰ほおに触ふれる。

　ひんやりと冷たい手だった。亜廉はすぐ近くで口元をつり上げた。

「明日は凜莉の花はな嫁よめ姿すがたが見られるな。とても楽しみだ。結婚したらすぐに子どもを作れ。そしてその子どもに調合の手ほどきをしろ」

　亜廉は何か楽しい事でも考えているような顔付きだ。一人で納なつ得とくしてうんうん頷うなずいている。

「お前の子どもなら、香作りは得意なはずだ。お前に万が一の事があっても、その子どもに余の香を作らせよう。お前の子どもなら信用できるだろう。……本当ならお前を余の妻にしたかったが、いまのこの身体からだでは、さすがに子どもはもう望めぬ。聖雷なら若いし、適任だ」

　亜廉の目はぎらぎらとして、不気味だった。そしてその考えは常じよう軌きを逸いつしていた。

「花嫁衣装は我が国伝統の青い衣装にしよう。我が国の皇族は雪花泉の源泉を互たがいに飲んで、夫ふう婦ふの契ちぎりを結ぶ。明日その儀ぎ式しきを行おう。そうなったらお前は聖雷の妻だ。神瑞国には何も言わせん。たとえ戦いくさになったとしても、お前を渡わたしたりしないぞ」

　何とか彼を思いとどまらせようと口を開いたが、結局何も言えなかった。

　いまの亜廉には、何を言っても無む駄だだと悟さとったからだ。

　彼は病に苦しむあまり、正常な判断力を失っている。亜廉の隣となりにいる聖雷に目をやった。

「聖雷様。助けてください……！」

　藁にもすがる思いだった。聖雷は苦しそうに目を伏せた。

「いまの陛下は、私の話は聞いてくださらない」

　諦あきらめの色が濃こい言葉だった。聖雷は敵対した事もあったが、以前は心変わりして味方になってくれた。しかし今回はそうもいかないようだ。

「凜莉、今日はゆっくり休むといい。明日は忙いそがしいぞ」

　亜廉は上じよう機き嫌げんで部屋から出ていった。聖雷はこちらを気にしつつも、亜廉のあとに続いて出ていく。戸が閉まって、がちゃりと鍵かぎがかかる音がした。

　一人になって、さきほどの亜廉と聖雷との会話を思い出していた。

（いまの陛下には誰だれの言葉も届かないように思えるわ。病のせいで、人の話に耳を傾かたむける余よ裕ゆうを失っているのかも……）

　息子むすこで皇太子である聖雷でさえ、話を聞いてもらえないと言っていた。

　はっきりとは答えてもらえなかったが、おそらく慧花を人ひと質じちに取られているのだろう。

　娘むすめや息子を巻き込んででも、亜廉は心静香を作れる自分を欲しがっている。

「いまのままではまずいわ。わたしの結婚もそうだけど、煌翔様の才人であるわたしが聖雷様に嫁とつぐ事になんてなったら……」

　神瑞国も黙ってはいられないだろう。

　そうなったら、戦になる事は目に見えていた。

　何より、煌翔が心血を注いで作り上げた条約が破は棄きされる事は、間違いなかった。

「陛下に何とか婚こん礼れいを思いとどまってもらわないと。だけど、陛下は誰の話も聞いてくれなそうだし……。いったい誰だったら、陛下を諫められるのかしら？」

　そう考えていて、ふとある事を思いついた。

「あれ？　もしかして、あの方だったら。でも、そんな事をどうやって？　ああ、もしかして、あれを使えば……」

　それはさきほどの、聖雷の言葉から思いついた事だった。

　かなり無む謀ぼうだし、成功するかどうかなんてわからないが、ただ手をこまねいているよりはましかもしれない。半信半疑ではあったが、計画を頭の中で立てて、腕を組んだ。

「計画を実行するには……あれが必要だわ」

　やれるだけの事はやってみたかった。しかし捕とらわれた身では、必要なものを用意する事もできない。いったいどうすればいいか頭を悩なやませた。
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「我嵐、ここで止まるぞ」

　暗くら闇やみに紛まぎれて、煌翔はすぐ背後にいる我嵐に小声で話しかけた。

　我嵐が頷いたのを確かく認にんして、目的の部屋がある廊ろう下かの先を見つめる。

　戸の前には見張りが一人立っていた。

　様子を見ていると、廊下の反対側から聖雷がやってくる。

「用事を頼たのみたい」

「ですが……」

「陛下の命令だ。ここは鍵がかかっているから大だい丈じよう夫ぶ。さあ」

　聖雷が見張りの兵の腕を、強ごう引いんに引っぱった。兵は困こん惑わくしつつもついていく。

　ちらりとこちらを見た聖雷が、小さく頷いた。彼は表立っては協力できないが、凜莉を助け出す為に何とか手を尽つくそうと言ってくれた。凜莉がいる場所も教えてもらったし、合い鍵も渡されている。兵も追い払はらってくれたので、ずいぶん助かった。

　二人の姿が見えなくなってから、戸の前まで移動した。

　大きな錠じよう前まえに聖雷からもらった鍵を差し込み、がちゃりと開ける。

「我嵐、見張っていろ」

「御ぎよ意い」

　扉とびらをぎいっと開けると、中はろうそくの明かりが一本あるだけで薄うす暗ぐらかった。

　奥の寝ね椅い子すに座っている人物が顔を上げる。

「煌翔様……！」

　愛いとしい凜莉は、高こう揚ようしたように頰を赤らめていた。信じられないと言いたげに目を丸くして、そしてすぐに笑え顔がおになる。凜莉が無事だった事に、心の底から安あん堵どした。

　彼女は初はつ恋こいの女性だった。秘宝香で記憶を消されているので彼女は忘れているが、初めて会った子どもの頃ころ、こうして笑みを浮うかべる彼女に胸が高鳴って仕方なかった。

　甘い記憶は思い出すだけで幸せな気持ちになれた。

　二度と会えないと思っていた彼女と再会できた時、生まれて初めて神に感謝した。

　それから毎日毎日彼女を見るたび、思いはどんどん加速していく。

　その思いが無事な彼女を見て爆ばく発はつした。

「きゃっ！」

　ようやく見付けられたという嬉うれしさのあまり駆かけ寄って、ぎゅっと抱だきしめる。

　強く強く、細い身体が折れるのではと心配したものの、力を弱める事ができなかった。

「無事でよかった……！」

　他国で行方ゆくえ不明になったと聞いて、どうしていいかわからないくらい心配だった。

　こうして腕うでに抱いだいて、その温ぬくもりを直じかに感じて、ようやくほっとした。

「こ、煌翔様、痛いです……！」

　腕の中の凜莉が悲鳴に近い声を上げた。その声を聞いて、はっとする。

「すまない、大丈夫か……！」

　口ではそう言ったものの、腕の力は緩ゆるめなかった。このまま腕の中で大事に守ってやりたい。

　そして何より、彼女を二度と放したくなかった。それでも彼女が痛がるのを見るのは辛つらくて、渋しぶ々しぶ腕を解いた。肩かたに手を置いて見つめると、凜莉が顔を赤らめている。

「どうしてここがわかったんですか？」

「聖雷が教えてくれた。……事情はわかっているか？」

　短く問うと、凜莉はようやく落ちついた顔付きになって頷いた。

「わたしをさらったのは、亜廉皇こう帝てい陛下です」

「そうだ。聖雷は妹を人質に取られているから、表立っては逆らえない。しかしお前をさらった亜廉皇帝には従えないと言っている。聖雷が宮きゆう廷ていを抜ぬけ出す手はずを整えてくれるから、このままお前を連れて神瑞国に帰るぞ」

　手を引いて部屋を出ようとした。

　しかし、凜莉はその場を動かなかった。不思議に思って立ち止まり、凜莉を見つめた。

「どうした？」

「わたしがこのまま神瑞国に帰れば、亜廉皇帝陛下はお怒いかりになるでしょう。わたしを取り返す為ために神瑞国に戦いを挑いどむかもしれません」

　それは十分あり得る話だった。亜廉の凜莉に対する執しゆう着ちやくは相当なものだ。

「わかっている。だがこのままここにいたら、聖雷と結婚する羽目になるぞ。そんな事になったら、俺は湖蘭国を許さない」

　心からの気持ちを伝えると、凜莉が驚おどろいたような顔をしつつも、小さく首を横に振ふった。

「わたしが逃にげたら条約は結べません。せっかく煌翔様が条約を締てい結けつさせようと、奔ほん走そうされたのに。もし湖蘭国と条約を結べなかったら、鉱山で働くたくさんの人達が路頭に迷うかもしれません」

　それは心に引っかかっている事ではあった。

　神瑞国では四つの町が鉱山に関かかわっている。

　その町の人々はみんな、何らかの形で鉱山の恩おん恵けいを受けているのだ。

　もし湖蘭国ともめて、亜廉皇帝が鉱山の権利を主張したら、彼らは生活を奪うばわれる。

　それは神瑞国の皇太子である自分としては、一番避さけなければならない事態だった。

「……わかっている。だがすべて擲なげうってでも、お前を連れて神瑞国に帰りたいんだ」

　さんざん悩んだ事だった。国を思うなら凜莉を犠ぎ牲せいにしなければならないだろう。

　だがそんな事はできなかった。

　これからどんな事が起こっても、凜莉を選んだ事を後こう悔かいしないと思った。

　凜莉が目を丸くした。皇太子としての自分に失望したのかもしれない。

　そう思ったが、彼女は辛そうな表情を浮かべたものの、批判するような事は言わなかった。

「お前がここに残ったら、俺はどんな事をしてでもお前を連れ戻もどす。鉱山の事はまた父と相談して対策を練る。父もお前を犠牲にしていいなんて思わないはずだ」

　もう一度、今度は優やさしく抱ほう擁ようした。凜莉はまじめでまっすぐな少女だ。

　神瑞国と湖蘭国の民たみの為に、どうすればいいかきっと一いつ生しよう懸けん命めい考えているだろう。

「凜莉、話を聞く限り、亜廉皇帝が言っている事も考えている事も滅め茶ちや苦く茶ちやだ。彼は誰だれの話も聞かないし、この国では誰も彼に意見できない状じよう況きようだ。亜廉皇帝の考えを変えさせられない以上、お前は逃げるしかない」

　かみ砕くだいていまの状況を説明した。

　きっと凜莉は状況をわかっているだろうが、彼女を説得するには必要な事だと思った。

「お前が逃げても残っても争いは避けられないだろう。だったら俺はお前を連れて帰りたい。……凜莉、お前が大事なんだ」

　熱い気持ちを言葉に乗せた。腕の中の凜莉がかっと顔を赤くする。

「煌翔様……」

　しばらくそのまま、凜莉は動かなかった。いつもなら、あたふたしたり顔を赤くしたりと忙いそがしいはずなのに、何かじっと考えている様子の彼女が気になった。

「凜莉、もしかして何か亜廉皇帝を止める方法があるのか？」

　少しだけ身体からだを離はなして問いかける。根こん拠きよがあったわけではない。しかし凜莉はいままでも危険な状況に陥おちいった時、自分には思いもつかないような方法で切り抜けてきた。

　こうして凜莉が逃げる事をためらうのは、何か考えがあるからではないかと思ったのだ。

　凜莉は意志の強い目をこちらに向けた。

「……絶対という保証はありません。失敗する可能性の方が高いかもしれません。それでも、神瑞国と湖蘭国の争いを止められるかもしれない方法が一つだけあります」

　声はしっかりしたものだ。凜莉はじっとこちらを見つめて、ゆっくりと話を続けた。

「神瑞国と湖蘭国の和平の為に役に立ちたいんです。条約を締結させて、鉱山で働くたくさんの人達に安心して暮らしてほしい。微び力りよくですが煌翔様が皇帝になられるまでに、少しでも神瑞国にとって不安な要素を取り除きたいと思っています」

　腕に添そえられた凜莉の手が、ぎゅっと袖そでを握にぎった。

「凜莉……」
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「煌翔様、わたしの計画がうまくいくかはわかりません。でも少しでも可能性があるなら、賭かけてみたいんです。だから信じて協力してもらえませんか？」

　不安は大きかった。しかし凜莉はいままでも不可能だと思われる事をやってのけてきた。

　だから信じてみたい、そう思った。頷うなずくと、凜莉が懐ふところから一枚の紙を出した。

「わたしの荷物の中から、ここに書かれた香こう料りようを持って来てほしいんです。それがあれば作戦を始められます」

　正直に言うと、凜莉をこのまま神瑞国に連れて帰りたかった。

　しかしそれでは、彼女の意志を無視した事になる。

「もし、その作戦とやらが失敗したら、たとえ戦争になっても連れて帰るぞ」

　三み度たび抱だきしめて耳元で囁ささやくと、凜莉はがちがちだった身体の力をようやく抜いた。

「はい」

　小さくて、可愛かわいらしい声だ。腕の中に閉じ込めて誰にも見せたくないとすら思う。

　だけど、凜莉はそんな事を望んでいないと思った。

　ここで強ごう引いんに連れ帰ったら、彼女はきっと後悔するだろう。

　だったらできる限り、彼女の思うようにさせてやりたいと、煌翔は思った。
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　鏡に映る自分を見て、凜莉は思わず目を見開いた。丁てい寧ねいに結ゆい上げられた髪かみには、まばゆい輝かがやきを放つ牡ぼ丹たんを象かたどった銀のかんざしと、黄金の冠かんむりが飾かざられている。

　湖蘭国の皇族に伝わる青い花はな嫁よめ衣装は、金糸で孔く雀じやくの刺し繡しゆうが施ほどこされた豪ごう奢しやなものだ。

　おしろいが塗ぬられた顔には、目元にうっすら赤みが差すように化け粧しようをされている。

　鏡の中の自分は、まるで別人のように大人びていた。

「お綺き麗れいです」

　化粧と着付けをしてくれた女官が、そっと肩かたに手を置いた。その顔には、言葉とは裏腹な気の毒そうな表情が見て取れた。女官はその表情のまま話を続ける。

「湖蘭国の婚こん礼れいの儀ぎを一通り説明せよと、陛下から仰おおせつかっております。本日、正午から婚礼の儀が始まります。湖蘭国では、六りく礼れいに則のつとって儀式を行います。すなわち、納のう采さい・問名・納のう吉きつ・納のう徴ちよう・請せい期き・親しん迎げいを順番に行うのが通例です。ですが、今回はそれを一いつ切さい省くそうです」

　話を聞く限り、結婚の儀式は神瑞国とそう変わりないように思ったが、それを省くと言われてぎょっとした。女官がその表情を見て、口を開く。

「時間がかかるのはよくないと陛下は仰おつしやっていました。ですので湖蘭国の皇族のみが行う、雪花泉の源泉の前にて、皇こう帝ていが自ら掬すくった泉の水を花はな婿むこと花嫁が飲み干して夫ふう婦ふの契ちぎりを結ぶという、伝統の儀式だけをするそうです。婚礼の御お披ひ露ろ目めとして花はな車ぐるまに乗って、源泉までお進み頂きます」

　確かに全部の儀式を行うなら、それなりの日数がかかる。

　亜廉のいまの心情では、そんなに待ってはいられないだろう。

　心臓が大きく鼓こ動どうを打っていた。もし作戦が失敗したら、結婚する事になるのだろうか。

　いままで結婚なんて考えた事もなかった。後宮に入り秘宝香を作るという目的に向かってまっすぐ進んでいるので、他ほかの事に気を取られている余よ裕ゆうなんてなかった。

　何より恋こいというものすらよくわからない。

　そんな自分が異国で花嫁姿になっているなんて、信じられない思いでいっぱいだ。

「凜莉、用意はできたかい？」

　鏡越ごしに見ると、聖雷が部屋に入ってくるところだった。

　揃そろいの柄がらの青い婚礼衣装をまとい、やはり金色に輝く冠を頭に載のせている。

　整った顔に豪奢な花はな婿むこ衣装がよく似合っていた。

　こんな状況なのに、見とれてしまうほど美しい姿に目を瞬またたかせる。

　しかしすぐに聖雷の後ろに、屈くつ強きような護衛が四人ほど立っているのに気づいて、表情を引き締しめた。彼らはおそらく、自分達が逃にげないように見張っているのだろう。

「はい、聖雷様」

　ゆっくりと立ち上がって彼のもとに進んだ。

　聖雷には煌翔を通じて、作戦の内容は話してあった。

　あれから約束のものを持って再び部屋を訪おとずれた煌翔から、聖雷の協力を取り付けたと言われていた。聖雷は煌翔に〝陛下を皇帝としてではなく、父として心配している。だからこそ、こんな事はやめさせたい〟と語ったそうだ。

　聖雷のあとについて部屋を出た。一世一代の勝負だと、自分に言い聞かせる。

　失敗したら、苦しむのは神瑞国と湖蘭国の民達だ。

　決意を胸に秘ひめ、そのまま聖雷と一いつ緒しよに廊ろう下かを歩いた。
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　神瑞国では、婚礼の時は花婿が花で飾った馬車や輿こしで花嫁を迎むかえに行く。湖蘭国でもその風習は同じようだ。凜莉は聖雷と一緒に、色とりどりの花で飾られた輿に座らされていた。

　輿は六人の屈強な男達が肩に担かつぎ、ゆったりとした足取りで宮きゆう廷ていを練り歩く。

「おめでとうございます！　聖雷皇太子殿でん下か！」

「おめでとうございます！」

　慶けい事じなので、宮廷の人々はみんな花車の近くに集まって跪ひざまずき、口々に祝いの言葉を述べている。しかしその表情はどこか曇くもっていたり、困こん惑わくしたものだった。

（急に皇太子の婚礼が行われるなんて聞いたら、戸と惑まどうはずだわ）

　輿から辺りを見回した。みんなおかしいと思っているはずなのに、疑問を呈ていする声や反対する声を上げる者もいない。みんな、亜廉に逆らったらどうなるかと怯おびえているようだった。

　輿の進む方角を見て、ふとある事に気づく。

（煌翔様が滞たい在ざいされている宮ぐうは、さすがに避さけて進んでいるみたいね）

　婚礼の前に煌翔に見つかって、騒さわぎになってはまずいと思っているのだろう。

「凜莉、本当に君の考えた作戦はうまくいくのかい？」

　隣となりに座った聖雷が囁きかけた。花車を担ぐ男達はおそらく見張りも兼かねている。聖雷はにこやかに宮廷の人々に手を振ふりながら、彼らに気づかれないように話しかけてきた。

「わかりません。ただ、何もせず逃げるのは嫌いやです」

　不安は大きい。本当は煌翔が助けにきてくれた時、一緒に逃げたかった。

　だがもし本当にそうしたら、一生後こう悔かいすると思った。

「やれるだけの事はやるつもりです。でももし失敗したら……」

　そう思うと息苦しくなった。自分の肩に、神瑞国と湖蘭国の未来がかかっている。

　これから先、たくさんの民たみ達が戦争に苦しむ事になったらと思うと、背筋が寒くなった。

「凜莉、何かに挑ちよう戦せんしようとしている時に、失敗した時の事を考えては駄だ目めだ」

　ふいに聖雷の声が真しん摯しなものになった。

　慌あわてて目をやると、聖雷は珍めずらしく真しん剣けんな顔付きになっていた。

「できたら君には危険な事をしてほしくない。だけど、君がしようとしている事を煌翔に聞いた時、自分にはない考えだと驚おどろいたと同時に感心した。うまくいくかはもちろんわからないが、やる以上は成功する事だけ考えるんだ。もし、何かあったら……」

　聖雷がふっと笑った。

「私と煌翔と我嵐が全力で救い出す。だから安心して前だけを見つめて作戦を決行してくれ」

　頼たのもしい言葉を受けて、ようやく心が晴れてきた。

「ありがとうございます」

　囁ささやくと、聖雷は小さく頷うなずいて前を見つめた。

　雪花泉の源泉があるという雪せつ花か宮ぐうは、目の前だった。
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　雪花宮はそう大きな建物ではなかった。華か美びな装そう飾しよくもなく、粛しゆく々しゆくとした雰ふん囲い気きだ。

　凜莉は花車を降りて、雪花宮の庭に立った。庭は広く、大きな蜜み柑かんの木が何本も植わっている。その木に囲まれるように、清水が湧わき出る泉があった。

「蜜柑の香かおりだったのね」

　さらわれて閉じ込められた時、雪花泉の水から漂ただよう柑かん橘きつ系の香りのおかげで、宮廷だと気づけた。源泉の近くに蜜柑の木が植わっていたから、水にも香りが影えい響きようしたのだと思う。

　隣に立った聖雷が辺りを見回した。

「私の亡なくなった母が蜜柑が好きだったんだ。源泉の近くに植えたら、甘い蜜柑がなるようになって母が喜んだらしい。それで父が何本も植えさせたら、こんなに増えてしまって」

　聖雷が小声で教えてくれた。それを聞いて、聖雷の母はやはり亜廉に愛されていたのだと思った。湖蘭国にとって、雪花泉の源泉はとても大切なものだと聞いている。

　皇族の結婚の誓ちかいとして花婿と花はな嫁よめがその水を飲むというのだから、国宝といっても過言ではないはずだ。その源泉の近くに、彼女が好きだった蜜柑の木を植えた。

（慧花姫ひめも仰っていた。陛下の様子がおかしくなったのは、彼女達の母親が亡くなって、病に苦しむようになってからだって）

　愛する人を亡くした苦しみと、病にむしばまれていく身体からだを抱かかえて、亜廉はきっと辛つらい思いを心にとどめておけなくなったのではないかと考えていた。

「おお、よく来たな。凜莉」

　源泉の近くで、椅い子すに腰こし掛かけていた亜廉が立ち上がった。

　顔には満面の笑えみを湛たたえている。

　彼の隣にいる側近達は、怖こわいものでも見るような目で亜廉とこちらを見ていた。

「花嫁衣装がよく似合う。聖雷と結婚してくれれば、心静香をいつでも作ってもらえるな。これで安心だ」

　その心静香と引き替かえに、民達が争いの犠ぎ牲せいとなる事を理解していて、それでも言うのだろうか。そう思うと怒いかりを通り越こして悲しい気持ちになった。

　病に苦しむ人が、それを治ち療りようしたり和やわらげたりできる薬や香の存在に依い存そんする気持ちはよくわかる。下町の医療所で働いていた時、そんな人達をたくさん見て来た。

　たとえ皇こう帝ていだろうと、病の前では民達と同じだ。

　しかし皇帝には民と違ちがって権力や影響力がある。

　病のせいで判断力が鈍にぶっている皇帝をもとに戻もどすには……。

　そう考えて、やはり作戦を実行するしかないと思った。

「陛下。祝いの時に焚たく縁えん起ぎのいい香を焚きたいと思います。よろしいですか？」

　静かな声を出すと、亜廉が疑うような目になった。

「祝いの時に焚く香だと？　眠ねむり香でも焚いて、逃げようとしているのではないか？」

「逃げるつもりなら、いままでにも機会はありました。でも逃げなかったでしょう？　それに眠り香なんかじゃありません。誰だれかに試ためしてもらってもいいです」

　持っていた小さな布ぬの袋ぶくろから、練り香を取り出した。亜廉が隣にいる兵に顎あごで示した。

「調べろ」

　兵が頷いて、駆かけ寄った。用意していた小さな香こう炉ろを取り出し、手早く火をつける。

　香りを嗅かいで、兵はしばらく目を閉じた。そして離はなれた場所にいる亜廉に顔を向ける。

「よい香りの香です。身体に異常は感じません」

　聖雷が小さく息をついた。

「陛下。凜莉は香をとても大切にしています。大切な婚礼の席で、自分で作った祝いの香を焚きたいという願いくらい叶かなえてもよいのでは？」

　亜廉はまだ疑わしい目つきをしていたが、香りを嗅いだ兵が何ともない事と、聖雷の言葉に少しは心を動かされたのか、ようやく頷いた。

「いいだろう」

「ありがとうございます。では、この香炉をこちらに置かせて頂きます」

　近くに宮に入る為ための階段があった。その階段の一番上に香炉を置いて、聖雷の隣に戻る。

「では、凜莉、聖雷。こちらへ」

　亜廉に促うながされて、彼の前まで進み出た。

　亜廉の背後には、こんこんと清水が湧き出る泉がある。

　泉には水路が造られていて、その流れは宮の外へと続いていた。

　この水が舟ふな遊あそびをした池を作り、また水路を通って民達が住む町へと流れていくのだろう。

　湖蘭国の大だい飢き饉きんを救ったという清い水が、病という闇やみに囚とらわれた亜廉の心も清めてくれないだろうかと、ふとそう思った。

「……陛下。お願いです。こんな事はやめてください」

　亜廉のすぐ目の前まで来て、祈いのりを込めて最後の願いを口にした。

「このままでは神瑞国と湖蘭国が争う事になります。そうなったら、互たがいの国に住む民達が苦しむでしょう。お願いです。このまま婚礼を取りやめて頂ければ何もなかった事にして、神瑞国に戻ります。心静香も必ず定期的にお送りしますので」

　どうか正気に戻ってほしかった。必死に言いつのると、亜廉が優やさしく微笑ほほえんだ。

　一いつ瞬しゆん、思い直してくれたのかと期待する。

「いつまで、そんな馬ば鹿かな事を言っているんだ」

　しかし表情とは裏腹に、声は冷たかった。

「大切なのは、心静香を作れるお前をこの国で手厚く保護する事だ。それ以外の事はとるに足らない事だ。戦いくさになって、誰が苦しもうとかまうものか」

　その言葉に衝しよう撃げきを受けたのは、自分だけではなかった。聖雷が震ふるえる拳こぶしをぎゅっと握にぎった。

「陛下……。どうして凜莉の言葉に耳を傾かたむけてくださらないのですか？」

　聖雷をじろっと睨にらんだ亜廉が鼻で笑う。

「お前は黙だまっていろ。余の手の内に何があるか忘れたのか？」

　慧花の事を暗に示した亜廉の言葉に、聖雷は黙り込むしかなかったようで、顔を伏ふせた。

　亜廉が両手を広げた。

「さあ、凜莉。婚礼の儀ぎ式しきを始めるぞ。これがすめば、お前と聖雷は晴れて夫ふう婦ふだ」

　どんよりとした空に、亜廉の喜びに満ちた声が響ひびいた。







　婚礼は、亜廉が雪花泉の源泉に祈りの言葉を捧ささげる事から始まった。

　凜莉は亜廉の背後で膝ひざをつき、じっと彼の背中を見つめる。

　源泉は思っていたよりも大きかった。

　木き枠わくで囲まれた穴は、背後にある雪花宮ほどの広さがあり、そこからこんこんと清水があふれ出ている。穴から地面を掘ほって造られた水路には、その水がどんどん流れていた。

　ここにきてからどれくらいが経たっただろう。水の音にも負けないくらいの力強さがある亜廉の祈りの言葉は、永遠に続くかと思われるほど長かった。

　その長い時間の間、ずっと亜廉を観察しているが、彼に変化はないようだ。

　ふいに冷や汗あせが背中を伝った。

（おかしいわ。わたしが立てた作戦では、そろそろ陛下に変化がみられるはずなのに。……やっぱり駄だ目めだったのかしら）
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　焦あせりと悔くやしさで唇くちびるを嚙かみしめた。辺りには自分が焚いた香の甘い香かおりが漂ただよっている。

　この香が、亜廉にある変化をもたらすのではないかと期待していた。

　もし失敗した場合はどうしたらいいかと不安が心をよぎった時、ふいに祈りの言葉が途と切ぎれる。慌あわてて前方を見ると、立ち上がった亜廉がこちらを向くところだった。

　彼の満足げな顔を見て、祈りが終わったのだと察した。

「凜莉。聖雷。立つがいい。そして湖蘭国の皇族に代々伝わるこの銀の聖せい杯はいで、雪花泉の水を飲み干すがよい。そうすれば、お前達は晴れて夫婦だ」

（まずいわ。やっぱり作戦は失敗した。このままだと結婚させられてしまう……！）

　目を見開いていると、側近が桐きりの箱をうやうやしく掲かかげ持って亜廉に差し出した。

　亜廉が箱を受け取り、大事そうな手つきで蓋ふたを開ける。

　その箱の中には、銀色に輝かがやく小さな盃さかずきが収められていた。

「聖雷。まずはお前からだ」

　盃を差し出された聖雷は、亜廉を睨みつけた。

　そのままじっとしている聖雷に、亜廉はじれたように足を踏ふみならした。

「さっさとしろ！　慧花がどうなってもいいのか？」

　亜廉の言葉にぎょっとしたのは、周りにいた臣下達だ。しかし誰も声は上げなかった。

　聖雷は拳を握り締しめてから、ようやく盃に手を伸のばす。

　亜廉はふんっと鼻を鳴らして、側近から銀の水差しを受け取り、自ら腰こしを屈かがめてわき水をくみ上げた。そして水差しの水を、聖雷が持つ盃へと注ぐ。

「さあ、飲め！」

　強い語気だったが、聖雷は表情一つ変えなかった。無言のまま、その盃を飲み干す。

　そして盃を亜廉に突つきつけて、無表情のまま口を開いた。

「満足ですか？」

　初めて会った時から、聖雷はあまり感情的になる事はなかった。

　彼から、怒おこっている時に出る汗の香りを感じた事はほとんどない。

　しかしいまの彼からは、強い怒いかりを堪こらえている時に出る汗の香りがしていた。

　聖雷の表情と態度で怒っているのがわかるはずなのに、亜廉はまったく気にしたそぶりはなかった。

「ああ。お前が生まれて初めて余の為に役に立った。お前の顔など見たくもなかったが、これで何とか我が慢まんできそうだ」

　聖雷が目を見開いた。

　唇を震わせた彼が、どれほど衝撃を受けたかが、隣となりにいた自分にも十分伝わった。

（違ちがう！　いまの言葉をきっと聖雷様は誤解してしまった……！）

　いまの亜廉の言葉の裏には、ある思いが隠かくされていると思った。

　余計な事かもしれないが、もし自分が思っている事が正解なら、聖雷にそう伝えたかった。

　このままではきっと聖雷は傷付いたまま、亜廉を憎にくんでしまうだろう。

「……聖雷様が、似ていらっしゃるんですよね。だから顔を見たくなかった」

　言葉を発するのは勇気がいった。もしかしたら、自分が考えている事は間ま違ちがっているのかもしれない。しかし亜廉がそこまでひどい人だとは思えなかった。

　亜廉がじろりとこちらを見み据すえた。

「何を言っている」

　鋭するどい眼力に圧あつ倒とうされたが、心を強く持って勇気を振ふり絞しぼった。

「ご自分がよくわかっていらっしゃるでしょう。陛下」

　まっすぐに見つめると、亜廉がさっと目をそらし、聖雷から盃を奪うばうように取った。

「余計な事を話していないで、お前も飲め！」

　押しつけられた盃を思わず手にした。その盃に強ごう引いんに亜廉が水を注ぐ。

（まずいわ。これを飲んだら、本当に結婚した事になってしまう。何とかここを……あれ？）

　焦ったものの、ふと目の前にいる亜廉の様子が、さきほどと違う事に気づいた。額に汗をかいた彼は、目を彷徨さまよわせるようにきょろきょろさせている。明らかに狼ろう狽ばいしているようだ。

（もしかして、効果が出始めたのかも……！）

　かすかな希望の光が見えた気がした。もう少しだけ時間を稼かせげれば、思ったような効果が出るかもしれない。しかし亜廉は大きく息をついて、こちらに指を突きつけた。

「さっさと飲め！　飲まねば、神瑞国にいますぐ兵を向かわせて、戦いを挑いどんでやる！」

　亜廉が血走った目で一歩近付いた。

「早く飲め！」

　強引に腕うでを取った亜廉が、無む理り矢や理り口元に盃を持っていこうとした。

「やめてください！」

　思わず亜廉の手を振り解ほどくと、盃がガチャッと音を立てて、地面の敷しき石いしに落ちる。

　それが合図だったかのように、庭に数人の男達が侵しん入にゆうしてきた。

「そこまでだ！　凜莉を返してもらおう！」

　男達の中心にいたのは、煌翔と我嵐だ。彼らを見て、張り詰つめていた緊きん張ちようの糸が切れた。

「煌翔様！」

「凜莉、お前の頼たのみだから黙って見ていたが、もう限界だ。俺は湖蘭国に来る前に、お前を守ってやると誓ちかった。争いになったとしても、お前を必ず連れて帰るぞ！」

　力強い言葉だった。煌翔が神瑞国から連れて来た兵達と、湖蘭国の兵達が睨にらみ合う。

「凜莉を助け出せ！」

　煌翔の言葉が戦いの合図となった。







　男達がもみ合うのを、凜莉は恐きよう怖ふにおののきながら見つめていた。

　何とか戦いは避さけたかった。その為ために作戦を考えもした。効果は遅おくればせながらも、少しは出始めた矢先だった。しかし、時間は待ってくれなかったようだ。

　砂ぼこりが上がり、剣けんが交わる金属の音があちこちで響ひびいている。

　そんな中で身動きもできずにいたが、何とか気持ちを奮い立たせた。

「煌翔様！」

　作戦が少しずつ功を奏しているかもしれないと、伝えなければと思った。

　しかし湖蘭国の兵に前を塞ふさがれて、口の中で悲鳴を上げる。

「行かせるわけにはいきません……うっ」

　兵が突とつ然ぜんうめき声を上げて倒たおれた。兵の背後には聖雷が立っている。

　どうやら、聖雷が兵の後頭部に一いち撃げきを入れて気絶させたらしい。

「凜莉、煌翔のところに行くんだ。そして宮きゆう廷ていを出ろ。陛下の事は私が何とかする。あれでもたった一人の父親だ。見捨てられない」

　聖雷は苦しげな顔付きだった。本来なら彼は湖蘭国の皇太子なのだから、自国の兵を攻こう撃げきするなんてあってはならない。そうまでして、助けてくれようとする気持ちがありがたかった。

「聖雷様、もしかしたら作戦がうまくいくかもしれません。わたしを陛下のところに連れて行ってください」

　気持ちは嬉うれしいが、まだここでやる事があると思った。

　いま逃にげてしまったら、神瑞国と湖蘭国との戦いは避けられなくなる。

　それに、聖雷が亜廉を誤解したまま憎み合うのだけは止めたかった。

「しかし、父にはもう誰だれの言葉も届かない」

「いいえ。そんな事はありません」

　聖雷の腕を握にぎった。そしてゆっくりと頷うなずく。

「陛下は病と、ある深い悲しみのせいで我われを失っているだけです。さっきの陛下の言葉を聞いて確信しました」

「さっきって……」

「聖雷様の顔も見たくなかったと仰おつしやいましたが、あれにも意味があるんです。聖雷様が考えている事とはまた違った意味が。本音を探さぐる為に話しかけたら陛下は動どう揺ようされた。それが証しよう拠こです」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで語りかけると、聖雷がやや目を丸くして、そして苦く笑しようした。

「こうなってまでも、君は諦あきらめないんだな。いいだろう。君の不ふ屈くつの闘とう志しに賭かけてみよう」

　聖雷に手を引かれ、戦いの中を縫ぬうように移動していると、右手から声がした。

「凜莉！」

　顔を向けると、煌翔が湖蘭国の兵と剣を交わらせていた。

　煌翔は剣を力ちから尽ずくで押し返して、兵を転てん倒とうさせる。その隙すきをついて駆かけ寄って来た。

「どこへいくんだ！」

「もう少しだけ時間をください。陛下に変化が見られたんです」

　煌翔はすべて話さなくても、わかってくれたようだ。

「そうか……。だが本当に少しだけだぞ。陛下の様子を確かく認にんして、それで駄だ目めだったらここから出る。それでいいな」

　念を押すように聞かれて、頷いた。煌翔は聖雷に顔を向けて、視線を合わせる。

　示し合わせたように、二人は前方に立って誘ゆう導どうしてくれた。

　走りながら辺りを見回した。戦いは一進一退の攻こう防ぼうだった。

　神瑞国から連れて来た兵は精せい鋭えいだが、湖蘭国の兵とは人数が比べものにならない。

　決して油断できない状じよう況きようだ。

　亜廉は宮の入り口にある階段に、腰こしを下ろしていた。彼を守るように兵が二人、仁に王おう立ちしている。頭を抱かかえて俯うつむいている亜廉の近くまで何とか辿たどり着くと、聖雷が兵に駆け寄った。

「退どけ、陛下に話がある」

「いくら聖雷様の命令でも、ここを退くわけにはいきません」

　兵達が腰の剣に手をかける。一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れる中、亜廉を見つめて一歩踏ふみ出した。

「陛下、ご気分はいかがですか？」

　少し離れているが、声は聞こえるはずだ。

　彼の様子が知りたかった。思ったような効果が出ているのなら、きっと彼は……。

　亜廉がようやく顔を上げた。その表情はいままでと違って呆ぼう然ぜんとしたものだ。

「……懐なつかしい香かおりがする」

　さきほどまでの怒ど声せいとはまったく違う、穏おだやかな声だ。

　彼の顔付きを見て、そして声を聞いて、心の中でよし、と拳こぶしを握った。

「煌翔様。作戦は功を奏しています。予定通りに」

　作戦がうまくいった場合、ある人物を連れてきてほしいと煌翔に頼んでいた。

　煌翔は庭の入り口の辺りで、湖蘭国の兵を二人まとめて相手にしている我嵐に目をやった。

「我嵐、お連れしろ！」

「御ぎよ意い！」

　我嵐が心得たように頷いて、大きな槍やりで兵を二人とも殴なぐり倒して庭をあとにする。

　それを見届けて、懐ふところに隠していた小さな香こう炉ろを取り出した。

　そこにさきほど許可を得て焚たいた香と同じ練り香を入れて、手早く火をつける。

「何をしている！」

　護衛の兵が気づいて威い嚇かくの声を発したが、聖雷が彼らを手で制した。

「黙だまっていろ。陛下には指一本触ふれない。私達は昔の陛下に戻もどってほしいと思っているだけだ。このままでは神瑞国と戦争になる。お前達だってそれは避けたいと思っているだろう」

　兵がはっと目を見開いて動きを止めた。聖雷は落ちついた声で彼らに語りかける。

「もう一度言う。陛下には指一本触れないし、危害は加えない。それは約束する。だから少しだけ黙って見ててくれ。……この国の未来の為に」

　兵達は互たがいに顔を見合わせた。そしてお互い頷きあって、剣から手を放す。

　どうやら兵の説得はうまくいったようだ。

　手に持った香炉からはじわじわと煙けむりが上がって、さきほどから辺りに漂ただよっていたのと同じ甘い香りが辺りに立ちこめる。

　その香炉を陛下の方へと差し出した。亜廉は香炉を見つめて、唇くちびるを震ふるわせる。

「この香りは……春しゆん來らいの香りだ」

　亜廉が女性の名前を呟つぶやいた。その名前に一番に反応したのは聖雷だ。

「母上……」

　言葉を漏もらした聖雷の隣となりに立ち、亜廉に話しかけた。

「陛下。春來様とは、聖雷様のお母様ですね？」

　彼女は各地を旅する舞ぶ踏とう家だったという。宮廷で舞踏を披ひ露ろうして亜廉に見み初そめられ、後宮入りしたそうだ。そして聖雷と慧花が生まれた。

「この香りは、慧花姫ひめがお母様の形見だといって大切にしていた練り香を再現したものです。椰や子しの実の油を香こう料りようとして使っているので、独特の甘い香りがします」

　この練り香を椰子香と、彼女は呼んでいたらしい。

　想像だが、亜廉は心から聖雷達の母親を愛していたのだと思う。

　そうでなければ、皇族が代々あがめ奉たてまつる雪花泉の源泉の近くに、彼女が好きだという理由だけで、蜜み柑かんの木をこんなに植えるなんてしないはずだ。きっと亜廉は愛する女性が美味おいしいといって蜜柑を食べる光景がもっと見たくて、この木を植えさせたのだと思う。

　この雪花宮は、亜廉と春來の思い出がたくさん詰つまっている場所ではないかと思っていた。

　亜廉がいまでも春來を愛している事は、さきほどの聖雷への言葉が確信させてくれた。

「聖雷様と慧花姫は春來様と顔立ちがそっくりなのでしょう？……だから見たくないんですよね。彼女を思い出して辛つらくなるから。慧花姫を遠方に住む貴族と結けつ婚こんさせようとしたのも、手元に置いて顔を見るのが辛いからでしょう？」

　慧花から、春來が亡なくなって病に苦しむようになって、亜廉は独善的になったと聞いていた。病が我を忘れさせたのかと思ったが、話を聞くうちに違ちがうのではと思うようになった。

「病も苦しかったけれど、春來様を失った事の方がもっともっと辛かったのでしょう？」

　もともとは、横暴ではあるが公平な皇こう帝ていだったと聞いていた。最愛の人を亡くした哀かなしみと病が重なり、いつしか独善的になったのだろうが、心から悪い人ではないと思っていた。そうでなければ、聖雷も臣下達もどんな事をされても彼についていこうなんて思わないはずだ。

　宮廷の人々は、いつでも亜廉を恐おそろしそうな目で見つめている。

　しかし怯おびえた眼差しの中に、わずかに尊敬するような視線が混じっていると気づいていた。

「香りには記き憶おくを呼び起こす効果があります。陛下にこの香りを嗅かいで春來様がご存命だった時の気持ちを思い出してほしいんです。春來様はいまの陛下を見て何と仰るでしょう？」

　慧花の話を聞く限り、春來の意見だけは、亜廉も苦笑いしつつ受け入れていたという。

　彼女がまとっていた香りを嗅げば、昔の気持ちが蘇よみがえるのではないかというのが、今回の作戦だった。もちろん成功する確率は低いと思っていた。愛する人の香りも忘れるくらい、亜廉が気持ちを取り乱しているのなら、もうどうしようもない。

　しかし、わずかな可能性に賭けてみたかった。

　緊きん張ちようしつつ、亜廉を見つめた。亜廉は顔を覆おおって俯き、しばらく無言だった。

「陛下……父上！」

　そこへ背後から声が聞こえた。振ふり向くと、我嵐が慧花を連れてくるところだった。

　捕とらえられている彼女を助け出し、ここに連れて来てほしいと頼たのんでいたのだ。

　慧花は泣きながら、駆け寄ってくる。

「もう……もうお止やめください。このままだと神瑞国と争う事になるでしょう。それだけはいけません！」

　彼女にしては強い口調だった。実は我嵐に、母親の春來の口調を真似まねてほしいと慧花に伝えてもらっていた。慧花は春來に顔立ちだけでなく、声までそっくりらしい。

　その慧花と顔立ちが似ている聖雷ももちろん、春來を思い出させる存在だろう。

　だからこそ、亜廉は二人を遠ざけようとしていたのではないだろうか。

　そんな二人と、春來との思い出がある場所で、彼女がいつも身につけていた香を焚きながら説得すれば、亜廉は話を聞いてくれるかもしれない。そんなかすかな希望にかけていた。

　聖雷が諫いさめるような声を発した。

「凜莉の気持ちを無視した婚こん礼れいはしたくありません。兵に退ひくよう命じてください。そうすれば、まだ最悪の状況は防げるかもしれません」

　亜廉に二人の言葉が届いてほしい、あとはそう祈いのるしかなかった。

　両手を組んで思わず目を瞑つぶる。そしてしばらくの沈ちん黙もくが流れた。

　ようやく亜廉が顔を上げた。その表情はどこかすっきりとした印象があった。

「……彼女もよく争いは嫌きらいだと言っていた」

　懐かしむような声だった。亜廉は穏やかな表情で、慧花と聖雷を見つめている。

　それは初めて見る父親としての顔だ。煌翔が、胸に手を当てて一歩前に出る。

「陛下。兵を退いてください。幸い、まだ死者は出ていません。いま退いてくだされば、何もなかった事にできます」

　静かな声は、戦いの喧けん噪そうの中でもよく響ひびいた。

「凜莉に半年に一度は心静香を作らせて、この国に届けます。彼女の身に危険が及およばないように、私が全力をつくして守ります。この朱煌翔の名にかけて誓ちかいます。信じてください」

　亜廉はしばらく考え込むように顔を伏ふせた。

「こんな事をしていたら、春來に叱しかられるな……」

　再び顔を上げた亜廉は苦く笑しようしていた。

　それが亜廉の答えだと思った。煌翔もそれに気づいたようで、すかさず声を上げる。

「雪花宮では宴うたげの準備がしてあると聞きました。今回の宴は婚礼ではなく……」

　亜廉がその言葉を引き継つぐように頷うなずいた。

「今回の宴は条約を締てい結けつさせる前祝いだ。みなの者、剣けんをおろせ！　稽けい古こは終わりだ！」

　兵達の動きがぴたりとやんだ。みんながこちらを見つめている。

「よろしいのですか。陛下」

　側近の一人が戸と惑まどうような声を上げた。

「ああ、よい。……すまなかったな。怪け我がをしている者を手当てしてやれ」

「「「はい」」」

　亜廉の決断に異を唱える者はいなかった。

　みんなどこか嬉うれしそうな顔をして、すぐに神瑞国も湖蘭国も関係なく怪我人を運び出す。

　あっという間に、戦いの幕は下りた。亜廉が改めて煌翔を見つめる。

「この香りを嗅いだら、ずっともやがかかっていたような頭の中が妙みようにすっきりした。慧花と聖雷の話も、すんなり頭に入ってきた。こんな事をしたら神瑞国と戦いくさになるだろう。それだけは皇帝として避さけなければならなかったのに」

　ようやく正しい判断をしてくれたと、胸が熱くなった。顔付きも凜り々りしくなった亜廉は、やはり聖雷に似ている。亜廉は立ち上がり、煌翔と正面から向き合った。

「煌翔殿どの。申し訳ない事をした」

　誇ほこり高い皇帝が頭を下げた。煌翔はわずかに微笑ほほえんで、大きく頷く。

「謝る必要はありません。今日は条約締結の前祝いというめでたい日。いまの小こ競ぜり合いは、ただの剣の稽古です。みんな稽古でお腹なかが空いているでしょうから、早く宴に参りましょう」

　激しい戦いで煌翔の髪かみは乱れていた。よく見ると、頰ほおに血が滲にじんでいる。

　しかし煌翔は、何事もなかったかのように振る舞まった。

　その姿が、とても大人びて見えた。亜廉が微笑む。

「ありがとう」

　さきほどまでどんよりとしていた空が、いつのまにか晴れているのに気づいた。

　さんさんと降り注ぐ太陽に照らされて、湖蘭国は正しい道を歩み始めたようだった。
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「ではここに、鉱山の利権についての条約を締結します。神瑞国の煌翔皇太子様、湖蘭国の亜廉皇こう帝てい陛下、異議はございませんか？」

　湖蘭国の宰さい相しようが書類を読み上げるのを、凜莉は煌翔の傍かたわらでどきどきしながら見守っていた。

　本来なら女性は話し合いの場に入れないが、亜廉から特別に許可が下りて同席する事になった。大広間には、たくさんの官かん吏り達が座ってこちらを見守っている。

　正装して凜々しく立った煌翔が胸を張った。

「こちらに異存はありません」

　対面に立つ亜廉も、大きく頷く。

「余も異論はない」

　条約の内容は、神瑞国が完全に鉱山の権利を手にするものだった。

　煌翔が考えた条約の内容は、いままで通り湖蘭国側にも利益を一部渡わたすものだったが、亜廉は憑つきものでも落ちたかのようにもういいと言ってすべてを放ほう棄きした。

　亜廉曰いわく、今回の詫わびだそうだ。

「では、条約を締結します。湖蘭国と神瑞国に永久の平和が訪おとずれん事を願っております」

　宰相がゆっくりと頭を下げた。部屋にいた臣下達からいっせいに拍はく手しゆが起こる。

　みんな嬉しそうだった。彼らは何より、亜廉が独善的な態度をとらなくなったのを喜んでいるようだ。それを証明するかのように、宮きゆう廷ていに初めて来た時に感じていた緊きん張ちよう感かんに包まれた汗あせの香かおりはずいぶん薄うすくなっていた。

　雪花泉の源泉で行われた婚礼から数日経たっていた。

　亜廉は日に日に落ちつきを取り戻もどしているように思える。

　この部屋には椰子香が漂ただよっている。作り方はそう難しくないので慧花に教えておいた。

　きっとこの香りは、亜廉を正しい方へと導いてくれると確信していた。

　無事に話し合いも終わり、煌翔は亜廉の方へと進み出た。

「陛下。明日あした神瑞国に戻ろうと思います。早くこの事を父に報告したいですし、もう一月近く神瑞国を留守にしておりますので、あちらが心配です」

「もう帰られるのか。それは寂さびしい限りだ。また遊びに来てくだされ」

　亜廉がこちらに目を向けた。

「凜莉、嫌いやかもしれないが、お前もまた来てくれると嬉しい。香こうの力は素す晴ばらしいと改めて思った。もう無む理り強じいはしないが、本音を言うと湖蘭国に残ってほしいとまだ思っている。余の為ための香作りだけでなく、民たみの為になる香作りを、この国で指導してほしいのだ」

　亜廉からはもう、恐おそろしい程ほどの圧あつ迫ぱくを感じなかった。

　民を思いやる事を思い出してくれた皇帝の言葉が、嬉しくてたまらなかった。

「身に余るお誘さそいですが、わたしは煌翔様の才人です。まだ神瑞国でやりたい事もございますので、湖蘭国にとどまる事はできません」

　湖蘭国に香作りを伝えたい気持ちはあるが、まずは秘宝香を作るという自分の目的を果たしたかった。正直に気持ちを告げると、亜廉は苦笑した。

「そうか。それは残念だ。では、聖雷」

　ふいに名前を呼ばれて、聖雷が目を瞬またたかせた。

「お前もまた神瑞国に行け。凜莉から香についてしっかり学んでくるのだ。湖蘭国にも香道省を作る為にな。徹てつ底てい的に香作りを教えてもらってこい。頼たのんだぞ」

　聖雷は驚おどろいたように目を丸くしたが、すぐに頷いた。

「ご命令とあらば」

　聖雷は嬉しそうだった。

　亜廉から頼み事をされるという事は、それだけ信用されているという事でもある。

　いままで粗そ雑ざつに扱あつかわれてきたらしい聖雷にとっては、それが喜びなのかもしれない。

　亜廉を相手にする時、聖雷からはいつも苦手なものを前にした時の汗の香りがしていた。

　しかしいまはその香りを感じない。二人の親子が誤解を解いてわかりあえたのも、母親の春來が作った椰子香のおかげだと思った。

　亜廉がふいにいたずらっぽく口元をつり上げる。

「お前は凜莉の意思を無視した婚こん礼れいは嫌だと言っていたが、凜莉がその気になればどうだ？」

　亜廉から放たれた言葉はぎょっとするものだったが、聖雷は少しも動じなかった。

「凜莉がその気になってくれたら、結婚したいですよ。もちろん」

「では、神瑞国に行ってしっかり口説いてこい。お前の取り柄えは、顔とその頭の良さだけなのだから、頭では香をしっかり学び、顔は凜莉の心を手に入れる為に使え」

「陛下！」

　にやりとした亜廉に、煌翔が抗こう議ぎの声を上げた。

　しかしそれを聞き流して、亜廉は両手を拡ひろげる。

「さあ、宮廷を挙げて煌翔殿と凜莉を見送る宴を盛大に開くぞ。酒と料理をたっぷり用意しろ」

　強ごう引いんなところは、冷静になっても変わらないらしい。

　しかしいまの亜廉は憎にくめない気がした。
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　明日はようやく神瑞国に帰れるというのに、我嵐の気持ちは暗かった。目の前で凜莉がさらわれた。無事に取り戻せたからよかったものの、自分の失態が悔くやしくてめまいがしそうだ。

　何より、凜莉を危険な目にあわせてしまった事が悔くやまれてならない。

「神瑞国に戻ったら、大将軍の座を……」

　言葉は最後まで続かなかった。煌翔は前と変わらず接してくれる。

　無言で今回の失態を水に流そうとしてくれているのがよくわかった。

　煌翔は誤解されがちだが、一度守ると決めた相手はどんな事をしてでも守り通してくれる優やさしい人だ。昔、無実の罪を着せられて投とう獄ごくされた時、彼は真犯人を捕つかまえてくれた。

　あのままだったら、処しよ刑けいされていてもおかしくなかった。

　煌翔は命の恩人だ。その煌翔の后こう妃ひ候補である凜莉に、恋こいをした。

　煌翔が凜莉を特別に思っている事を知っていて、だ。

　それは命の恩人を裏切る行こう為いだと自覚はしている。

　だから諦あきらめようとしているし、凜莉にも煌翔にもこの思いは知られてはならないと思って必死で隠かくしてきた。それなのに、香木を探しに行った時、思わず彼女を抱だきしめてしまった。

　どうしても好きだという溢あふれる思いを隠しておけなかった。

　あれから凜莉と二人っきりにならないようにしている。凜莉は何か言いたそうにしてこちらを見たりもするが、気づかないふりをしていた。本当の事を知られたくないという弱い自分が、そうさせていた。

　神瑞国では向かうところ敵なしの大将軍だともてはやされているが、本当の自分はこんなにも弱い。このまま神瑞国を守る軍を統とう括かつする仕事を続けられるとは思わなかった。

　帰る準備として馬の様子を見に行くという理由で宴うたげを抜ぬけて出てきたのは、一人になってゆっくり考えたかったからだ。

「凜莉に、抱きしめた事を何と言えばいいのか……」

　自分があんなに浅はかな行動をとるなんて、それもまた信じられなかった。

　女性にうつつを抜かす部下達をたくさん見て来た。

　恋れん愛あいごときで、何をそんなに悩なやむのだろうと不思議でならなかった。しかしそれはまだ自分が、本当の恋を知らなかっただけだと、凜莉を好きになってから思い知った。

　廏うまやの前まで来て立ち止まり考え込んでいると、ふいに背後から声が聞こえた。

「我嵐様……」

　振ふり返ると、いつのまにか慧花が頰ほおを赤らめて立っていた。

「どうされました？　宴の最中では？」

　まだ宴を盛り上げる二に胡この旋せん律りつが聞こえていた。慧花がやや顔を俯うつむける。

「抜け出してきたんです。我嵐様がこちらで馬の様子を見ていると聞いたので」

「俺に何か用ですか？」

　いったい何だろうと首を傾かしげた。慧花とは二人で話した事は数えるほどしかない。

　聖雷とよく似た顔はまだ幼い部分もあるが、あと数年したら絶世の美女になるだろうと予想させた。その顔をようやく上げて、慧花が必死な様子で口を開く。

「あの……これをもらって頂きたくて」

　慧花が両手で差し出したのは、小さな香こう合ごうだった。

「これは？」

「母が作っていた香です。大好きな香りなんです。凜莉さんに調合の仕方を教えて頂いて、私が作ったんです。我嵐様に差し上げたくて……」

　顔を真っ赤にして、もじもじと恥はずかしそうにしている慧花が、手作りの香をもらってほしいという。それがいったいどういう意味かわからないほど馬ば鹿かではない。

　慧花が決意を込めたように、息を大きく吸い込んだ。

「あの、お慕したいして……」

「待ってくれ」

　思わず声を上げた。きっと告白するのは、高い崖がけから飛び降りるくらいの度胸と勇気がいる事だろう。だが最後まで彼女の告白を聞く権利は、自分にはないと思った。

「その香も気持ちも受け取れない」

　どう話そうかと一いつ瞬しゆん迷った。泣かせてしまうかもしれないとは思ったが、こんな時にうまく女性と会話する技術が自分にはない。だから正直な気持ちを言葉にした。

「どうして……ですか？」

　慧花は目を見開いて、いまにも泣きそうになっている。

「好きな人がいる。だから、受け取れない」

　どうしてもっとうまく言えないのだろうと、歯は痒がゆかった。

「すまない」

　見つめると慧花が目を伏ふせた。そのまま大きな瞳ひとみから涙なみだが溢れるのではと、どきりとした。

　女性は守るものだと思っている。

　女性を泣かせる男にだけはなるなというのが、先代の大将軍だった父から賜たまわった言葉だ。

「慧花姫……」

　声をかけると、慧花は一度目を瞑つぶり、そして大きく息を吸い込んでから目を開けた。

「大だい丈じよう夫ぶです。泣きませんから！」

　慧花にしては珍めずらしくはっきりした声だった。空元気だと気づいたが、口にはしなかった。

「はっきり言ってもらえたので、すっきりしました」

　慧花は香合を持つ手を下ろした。動どう揺ようしているようだったが、意外にも気き丈じような表情だ。

「もう会えなくなる前に、気持ちを伝えたかっただけなんです。……我嵐様。一つだけ聞かせてください。好きな人ってどんな方ですか？」

　まっすぐに見つめられて、噓うそはつけなかった。

「とても強い女性だ。どんな状じよう況きようにあろうと、前を向く事を忘れない。目的に向かって進んでいく勇気を持った女性だ。……諦めようと思っているんだが、どんどん好きになっていく」

　本音を吐と露ろして、どうしてこんな事を言ってしまったんだと後こう悔かいもした。しかし妙みように心はすっきりしている。もしかしたら、誰だれかに聞いてもらいたかったのかもしれない。

　慧花は優しく微笑ほほえんだ。

「素す敵てきな女性ですね。我嵐様の恋がうまくいくよう願っております。……好きな人には幸せになってもらいたいので」

　それを聞いて、改めて慧花も強い女性だと思った。

　こんな話を聞いて素直に応おう援えんできるなんて、心が強くなければできないだろう。

　凜莉に会う前だったら、彼女の強さに惹ひかれたかもしれない。

「ありがとう」

　微笑むと、慧花が会え釈しやくしてこちらに背を向けた。見えないところで泣くかもしれない。

　だがそれを慰なぐさめられるほど、自分は立派な人間ではないと、我嵐は思った。
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　湖蘭国を馬車で出発して七日後。凜莉達はようやく神瑞国に戻もどってきた。

　一ヶ月ほど留守にしただけだったが、金と朱しゆ塗ぬりの宮ぐうを見て、懐なつかしいという気持ちがわいてくる。柑かん橘きつ系の香かおりで満ちていた湖蘭国の宮きゆう廷ていと違ちがって、神瑞国の宮廷は香道省から漂ただようさまざまな香の香りがした。その嗅かぎ慣れた香りが、帰って来たと更さらに実感させてくれた。

　宮廷に戻ってすぐ、皇こう帝ていがお待ちだと連れん絡らくを受けて、煌翔と令聞の部屋へ向かう。

　部屋に入ると、椅い子すに座って何かを読んでいた令聞が、こちらに目を向けた。

「よくぞ、無事に戻った」

　煌翔が胸に手を当てて、膝ひざをついた。同じように跪ひざまずいて、頭を下げる。

「湖蘭国との条約は締てい結けつされました。湖蘭国は今後一いつ切さい鉱山の権利について主張しないという念書も頂きました。永久に神瑞国と湖蘭国の和平が続く事を祈いのっていると、亜廉皇帝からのお言葉を賜りました」

　令聞が軽く目を見開いた。

「あの亜廉皇帝がそこまで言うとは。いったい、何があったのだ？」

「誠意を持ってお話をしただけです。戦争は民たみの為ためにならないと、意見もあいました」

　煌翔は湖蘭国であった事を、あえて口にはしないようだった。

　令聞は驚おどろきの表情のまま、ゆっくりと頷うなずいた。

「なるほど。お前が直接条約を締結させてきたのなら、安心だ。聖雷殿どのをまた香の勉強の為に神瑞国に滞たい在ざいさせてほしいと亜廉皇帝から書状が参っておるが、一いつ緒しよに戻られたのか？」

「いいえ。聖雷殿は、亜廉皇帝に代わり条約についての細かい指示を各所に出してから、こちらにいらっしゃるそうです。ですので、もうしばらくかかるかと」

「そうか。聖雷殿は条約の制定に賛成されていると聞いた。いらっしゃったら、ぜひわしからも礼を言いたい。それと……凜莉」

　声を向けられて、どきっとしつつ顔を上げた。

「はい」

「湖蘭国はどうであった？」

「素晴らしい国でした。貴重な経験ができたと思います」

　言葉少なに答えると、煌翔もこちらに目を向けた。

「父上。凜莉の香が条約の締結に一役買いました」

「ほう。それは素晴らしい。よくやったな。凜莉」

　その言葉が何より嬉うれしかった。

　香士になるのが夢だった。女性は香士にはなれないが、こうして自分の作る香が誰かの為に役に立てるなら、それは香士になる事と同じくらい価値があるのではと思う。

「ありがたきお言葉です」

「凜莉、湖蘭国へ大事な香の材料を探しに行ったと煌翔に聞いたぞ。そちらはどうだった？」

　部屋にいるのは令聞と煌翔、そして自分だけだと念ねんの為に確かく認にんして、口を開く。

「青い花が咲さく瑞ずい香こうの香こう木ぼくを無事手に入れました。これで秘宝香作りに大きく前進したと思います」

「そうか……。凜莉、あと七ヶ月ほどで煌翔が皇帝となる。それまでに秘宝香を完成させる約束だ。大丈夫か？」

　湖蘭国から帰る旅の間、実はその事ばかり考えていた。

「はい。いままで香士達が秘宝香作りに失敗してきたのは、この青い花が咲く瑞香の香木を手に入れられなかったからではないかと思います。これで秘宝香の材料は揃そろったはずです。あとは、どの材料をどれぐらいの分量で混ぜあわせるかがわかれば完成できると思います」

　言うのは簡単だが、わずかな分量の違いでまったく違う香りになるのが香だ。

　これからが一番大変な作業ではあった。

（でも、必要な材料は揃ったはずだし、香作りに集中できる香妃宮という場所も手に入れた。あとはわたしのこの嗅きゆう覚かくを信じて調合をし続けるしかないわ。きっと、できるはずよ！）

　心の中で自分を励はげますように呟くと、煌翔が一度頭を下げた。

「凜莉には、香妃宮で調合に専念してもらいます。すぐ余計な事に首を突つっ込みたがるので、他ほかの事で煩わずらわせないよう、俺が見張っておきます」

　何だか癇かんに障さわる言い方だったが、これも煌翔の優やさしさだろうと思い直した。

（煌翔様は相変わらずだわ。……でもどうしてこんなに優しくしてくださるんだろう。湖蘭国でさらわれた時、無事でよかったと抱だきしめてくれた。湖蘭国との和平を擲なげうってでも、お前を連れて神瑞国に帰りたいと仰おつしやってくださったわ。お前が大事だって言ってくださった）

　あの時の事を思い出すと、胸の高鳴りがひどくなる。

　顔がかっと熱くなって、恥はずかしくて、息苦しくて、でも嬉しくてといろんな感情がないまぜになった。

　だけど、ある思いがその感情を氷のように冷やした。

（でも煌翔様には初はつ恋こいの女性がいる。彼女と再会するまでの時間稼かせぎとして、美人会に出て四し妃ひになってくれって頼たのまれた事もあるわ。……煌翔様がわたしを大事に思うのは、やっぱり秘宝香を作れる可能性が高いからだわ）

　そう思うと、いままで高ぶっていた感情が一気になりを潜ひそめた。

　何だか涙が出そうだ。煌翔のあの優しさが、自分を思っての事ではないと知って、息苦しさで呼吸ができない気がする。

　この感情はいったい何だろうと自分の心に尋たずねてみるが、答えは出なかった。

「凜莉、どうかしたのか？」

　声は令聞のものだ。慌あわてて顔を上げると、煌翔の灰はい褐かつ色しよくの瞳と視線があった。

　彼の目をまっすぐに見られなくて、つい俯うつむく。

「何でもありません。少し疲つかれてしまったようです」

　令聞がゆっくりと頷いた。

「長旅のせいだろう。今日はゆっくり休むがいい。今回の事はご苦労だった」

　優しい言葉に頭を下げた。複雑な気持ちを胸に秘ひめ、煌翔と一緒に部屋をあとにした。
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　凜莉は腰こしに下げた布ぬの袋ぶくろの中の香木を手で触さわって、早く香妃宮に戻って調合を始めたいと思っていた。令聞に言われた通り、時間があまりない。

　煌翔の事が気になっているものの、いまは秘宝香作りに全精力を傾かたむけたいと思っていた。

　余計な事は考えず調合だけに集中しなければ、七ヶ月後に煌翔が皇帝になるまでに秘宝香を完成させられないだろう。

　心は焦あせっていたが、まずは麗華宮の才人として四妃達に無事に帰ったと報告しなければならない。香木を早く使ってみたいという気持ちをぐっと堪こらえ、護衛の兵に先導されながら麗華宮に向かった。

「お帰りなさい、凜莉様！」

　麗華宮の大きな門の前で、涼果が手を振ふっていた。

　女官の涼果は、後宮に来てからずっとそばにいて助けてくれていた。

　湖蘭国にも一緒に行きたかったが、里帰りの最中だったのでかなわなかった。

「お久しぶりね、涼果。会いたかったわ」

「私もです。凜莉様がいらっしゃらない間に香妃宮はしっかりお掃そう除じをして、調合しやすいように整えておきました」

「ありがとう！　助かるわ。さ、香妃宮に戻る前に、まずは四妃様達にご挨あい拶さつしないと。いまの時間だったら、麗華宮に四妃のみなさんがいらっしゃるはずよね」

　麗華宮を取り仕切る四人の姫ひめ達は、それぞれ宮を与あたえられているものの、昼間はほとんど麗華宮で過ごしていた。

「翡翠は元気かしら。早く会いたいわ」

　貴妃として後宮を預かる翡翠は、身分はずいぶん違うが友達だった。

　久しぶりに彼女に会えるのを、楽しみにしていた。

「翡翠姫は……」

　ふと、涼果の顔が曇くもった。麗華宮の門を潜くぐりながら、その表情に気づく。

「どうしたの？　ん……？」

　涼果の顔も気になったが、麗華宮に入ったと同時に漂ってくる〝香かおり〟が気になって足を止めた。

　その香りはひと言で言うなら、〝嫌いやな香り〟だ。

「妙みような空気が流れているわね……」

　その〝嫌な香り〟を嗅かぐと、不安が心に広がった。明らかに湖蘭国に行く前とは違ちがう香りが、麗華宮を包んでいる。何か異変が起こったのだと直感した。

「おわかりですか？　麗華宮に入られる前に、お伝えしようと思ってお待ちしていたんです」

　涼果が耳元で囁ささやいた。何事かと思っていると、前方から声が聞こえた。

「あら、凜莉姫じゃない」

　数人の姫を従えてやってきたのは、蘭々だ。蘭々は淑しゆく妃ひの位を与えられている。だから取り巻きを連れているのはさほどおかしな事ではなかった。それなのに、思わず首を傾かしげる。

（なんだろう。何か変だわ）

　考えていると、蘭々は堂々とした態度で、こちらに近寄った。

「湖蘭国から戻もどって来たの？」

「はい。ご挨拶に参りました」

　膝ひざをついて頭を下げた。自分も香妃宮を与えられているが、身分としては才人だ。

　淑妃である蘭々とは、身分に雲うん泥でいの差があった。

　四妃の中でも貴妃である翡翠が一番位が高い。

　宰さい相しようの娘むすめでもある翡翠が煌翔の后こう妃ひ第一候補だ。淑妃である蘭々がその次に当たる。

　よく見ると、連れ歩いている女性達の中に、賢けん妃ひの薔瑛もいた。

　彼女とは話した事はなかったが、小こ柄がらで可愛かわいらしい少女だ。

　見た感じは気が弱そうなので、麗華宮でうまくやっていけるのかといらぬ心配もしていた。

「では、煌翔様もお戻りでいらっしゃるのね。さっそくご挨拶したいわ」

　しばらく見ないうちに、蘭々は何だか変わった気がした。

（ずいぶん輝かがやいて見えるわ。きっと自信満々な表情をしているからね。でも、蘭々姫ってこんな感じの方だったっけ？）

　蘭々は顎あごをつんと上げて、口の端はしをきゅっと上げた笑えみを浮うかべていた。

　大きく胸を張っている様子は、言葉は悪いが偉えらそうな態度に見える。

　翡翠の後ろにいつもいた時は、決してこんな態度はとっていなかったはずだ。

　訝いぶかしげに見つめていると、蘭々のまとう空気がぴんっと張り詰つめた。

　見ているのは自分の背後だ。そっと顔を向けると、翡翠が徳妃である珠華と数人の姫達を連れて、こちらに歩いてくるところだった。

　狭せまい廊ろう下かで翡翠と鉢はち合あわせになったら、蘭々が引くはずだった。貴妃の方が位としては高いし、翡翠の父は宰相だ。それに蘭々はもともとは翡翠の取り巻きだった。

　しかし驚おどろいた事に蘭々は退どかなかった。

「あら、翡翠姫。ごきげんよう」

　聞いた事のないような、刺とげ々とげしい声だった。

　いつもの蘭々なら、翡翠にそんな声で言葉をかけるはずがない。だからぎょっとした。

　翡翠を見つめると、しばらく見ないうちに瘦やせたようだった。顔色も悪いようだ。

「ごきげんよう。蘭々姫」

「退いてくださらない？　煌翔様がお帰りになったようだから、ご挨拶の準備をしなければ」

「皇族をお迎むかえするのは、貴妃である私の仕事です」

　翡翠の言葉はどこか弱々しかった。蘭々がきつい眼まな差ざしを向ける。

「逆らうおつもり？」

　びくっとするぐらい威い圧あつ的な声だ。翡翠はやや目を伏ふせた。

「……いいえ」

　蘭々の居い丈たけ高だかな態度にも驚きだが、翡翠が逆らわなかったのにも驚きだ。

　いつもなら、翡翠の一いつ喝かつで蘭々が黙だまるはずだった。それがいまはまったく逆になっている。

（いったい、どういう事なの？）

　思わず涼果を見つめた。彼女はさきほど何か言いたげだった。

　涼果は、表情は変えずにそっと頷うなずく。この状じよう況きようでは詳くわしい事は聞けなかったが、どうやら自分が留守の間に何かあったらしい。そしてふと気づく。

（さっきから感じていた〝嫌な香り〟。これって、人が憎にくみ合ったり争ったりしている時にでる汗あせの香りだわ。それもかなりの人達の汗の香りがする。まさか……）

　麗華宮には百人を超こえる姫達がいる。その姫達のほとんどが、そんな感情を持っていると思われた。もし本当にそうだとしたら、とんでもない事だった。

　珠華が一歩前に出た。

「ねぇ、蘭々。あなたどうしてしまったの。急に翡翠姫にそんな態度を取るようになって。翡翠姫もどうして蘭々を叱しからないのですか？」

　珠華の疑問はもっともだった。成り行きを見守っていると、翡翠が小さく首を振った。

「何でもないわ。行きましょう。……凜莉姫、無事に帰ってきたようでよかったわ」

　翡翠の笑みがようやく見られた。蘭々に軽く会え釈しやくして、翡翠は来た道を戻っていく。

　呆ぼう然ぜんとそれを見送っていると、蘭々が扇せん子すで口元を隠かくした。

「ふふっ。この麗華宮は私のものよ。貴妃だからって、大きな顔はさせないわ。……凜莉姫」

　蘭々が近寄ってきて、そっと身を屈かがませた。そして膝をついた自分の耳元に口を近付ける。

「この宮ぐうの半数の姫は私の味方よ。ここだけの話だけど、翡翠姫は私には逆らえないの。それに翡翠姫の父親ももうすぐ失しつ脚きやくするわ」

　思わず目を見開いた。蘭々が話を続ける。

「翡翠姫と仲が良いようだけど、これから麗華宮で生きていくには、誰だれと仲良くすべきかよく考えた方がよろしくてよ」

　蘭々が華はなやかな笑みを浮かべて、身を起こした。

　そして扇子をひらひらさせて、取り巻き達を連れて優ゆう雅がに歩いて行く。

「どういう事……？」

「蘭々姫の仰おつしやる通りなんです。凜莉様がいらっしゃらない間に、麗華宮は様変わりしました」

　蘭々達の姿が見えなくなってから、涼果が泣きそうな声を上げた。

「これをお知らせしたかったんです。半月ほど前から蘭々姫が急に強気な態度を取られるようになって。でも翡翠姫はそれを咎とがめもしないんです。どんどん蘭々姫の取り巻きが増えていって、いまでは麗華宮は蘭々姫に従う姫達と、翡翠姫に従う姫達とで真っ二つに割れています」

　信じられない話だった。湖蘭国に行ったのはつい一月ほど前だ。

　そのたった一月の間に、いったい何が起こったというのだろうか。

「翡翠姫が何も言わないのには、きっと何か事情があるんだと思うわ。それより……」

　翡翠を中心として一つにまとまるはずだった麗華宮が、真っ二つに割れているというのはまずい状況だった。麗華宮のもめ事は主あるじである煌翔の責任となる。

　何とかしなければと思ったものの、それよりももっと重大な事にさきほどから気づいていた。

　呆然と蘭々が去った廊下を見つめていると、涼果が慌あわてたように顔をのぞき込む。

「どうかしたんですか？　凜莉様」

「蘭々姫から、香りがしたの。絶対にするはずのない香りが」

　唇くちびるを震ふるわせると、涼果が身を乗り出した。

「するはずのない香りってなんですか？　蘭々姫から何の香りがしたんですか？」

　息を詰めながら涼果を見つめる。そして震える唇で言葉を紡つむいだ。

「彼女から……木蓮の香りがしたの」

　涼果が驚きよう愕がくの表情を浮かべて、ひっと息を吞のんだ。

　香道省の先代の長おさで、師し匠しようでもある木蓮。

　彼は闇香士団を率いて皇こう帝ていを廃はいし、神瑞国を手に入れようとしていた。

　その為ために、いままでもさまざまな罠わなを仕し掛かけてきた。

　その彼がまとう香りが、わずかだが蘭々からした。

　この香りは、自分が独自に調合して木蓮に贈おくったものだ。

　他ほかに使っている人はいないし、直接彼と会わないと、あんな風に香りは移らないはずだ。

　その香りが蘭々からしたという事実。そして蘭々が一月前とはまったく態度が変わったという事実。それが偶ぐう然ぜんの一いつ致ちだなんて思えない。

　闇やみからの香りが、麗華宮を侵しん食しよくしつつあると気づいて、戦せん慄りつに身体からだを震わせた。
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　凜莉は麗華宮にある護衛の詰め所へと足を運んでいた。

　そこには麗華宮を守る護衛達が交代で詰めているはずだった。

「失礼します。我嵐大将軍は……」

　詰め所の中に入る事は許されていないので、戸の外から声をかけた。

　すぐに戸が開いて、我嵐が顔を見せる。

「凜莉、どうした？」

　我嵐の顔を見て、湖蘭国で彼に抱だきしめられたのを思い出した。

　あれから二人っきりになる事はなかったので、どうしてあんな事をしたのかまだ聞けていない。あの時の事を思い出すと、妙みような緊きん張ちよう感かんが身体を包んだ。

　だがさきほどの蘭々の事は、すぐに報告した方がいいと思って、意を決して来たのだ。

　本当なら煌翔に話した方がいいのだろうが、もし木蓮の香かおりが蘭々からしたのが何かの間ま違ちがいだったなら、迷めい惑わくをかけてしまう。

　だからまず、我嵐に相談するべきだと思った。

「話があるの。できたら二人で」

　戸の中には兵が二人ほどいて、警護の準備をしているところだった。

「……裏庭で話そう」

　麗華宮の裏には、小さな庭がある。殺風景だが、どこか落ちつける庭だった。

　我嵐のあとについて、裏庭へと向かう。

　彼は無言だった。二人でそのまま歩いて、小さな池がある裏庭へと到とう着ちやくした。

　池の周りには植え込みがあって、右手に小さな東あずま屋やがある。

　池のほとりまで歩いて、我嵐が振ふり向いた。

　頭の中で話す事を整理しようとすると、ふいに我嵐が口を開く。

「凜莉、話があるのにすまないが、俺もお前に言いたい事があるんだ。……最近の俺はお前におかしな態度をとってばかりだった。すまない」

　我嵐が頭を下げた。

　どう言っていいかわからず、そのまま黙っていると、我嵐が真しん摯しな眼差しを向けてきた。

　黒い瞳ひとみに見つめられて、ふいにどきっとする。眼差しには、どこか甘い気配を感じた。

「絶対に言わないつもりだった。だけど、どんどん気持ちが溢あふれてきて、どうしようもなくなった。もう気持ちを押し殺したりできない」

　我嵐が何を言いたいのかわからなかった。

　だが大事な事を話すつもりなのは、伝わってきた。だから、そのままじっとしていた。

「凜莉……」

　我嵐が一歩近付いた。すぐ目の前まできた彼に、突とつ然ぜん抱きしめられる。

「────好きだ」

　告白は蜜みつのように甘く、そして花のとげのような痛みを心にもたらした。
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　煌翔は宮きゆう廷ていの一番お気に入りの場所で、横になっていた。

　麗華宮の裏庭には、小さな池と東屋がある。この場所で読書したり昼ひる寝ねしたりするのが、一番くつろげた。何よりここは大切な思い出の場所だ。

　子どもの頃ころに凜莉とここで初めて会った。

　彼女は賊ぞくに襲おそわれた自分を、助けてくれようとした。

　皇太子と知らずに、それでも庇かばってくれようとした彼女を好きになって、もう六年経たつ。

　彼女は秘宝香のせいで記き憶おくをなくしている。一度無む理り矢や理り思い出させようとしたが、失敗して彼女はひどい頭痛に襲われた。やはり無む理り強じいしたら、彼女が危ないのだと思い知って、それからは凜莉が秘宝香を完成させるまで待とうと覚かく悟ごを決めた。

　秘宝香が完成さえすれば、凜莉はすべてを思い出すはずだった。

「凜莉……」

　きっと凜莉は秘宝香を完成させてくれると信じているが、完成までの七ヶ月あまりが永遠のように長く思えた。

　湖蘭国で彼女がさらわれたと知って、生まれて初めて心から怖こわいと思った。

　無事に帰ってきた彼女をもう二度と危険な目にあわせないと、強く心に誓ちかっていた。

「……すまない」

　神瑞国にやっと戻もどって来たので、凜莉ともっと距きよ離りを縮めるにはどうしたらいいかと考えていると、ふと池の方から声がした。

　身を起こして声がした方を見つめると、我嵐と凜莉が立っている。

　いつのまに来たのかはわからないが、二人は話をしていた。

　どうやら東屋の中にいる自分が見えないらしく、ずいぶん真しん剣けんな様子だ。

　そのせいで声をかけそびれた。

　仕方なく二人の話が終わるのを待つ。我嵐はずいぶんと優やさしい顔付きになっていた。

　我嵐はこの宮廷で一番信用できる男だった。

　腕うでも立つし、何より絶対に自分を裏切らないと信じられるだけの誠実な人ひと柄がらだ。

　昔は無骨で融ゆう通ずうのきかない男だと思っていたが、いまではそれも彼の個性だと思えるようになった。誰だれよりも信しん頼らいしているから、大切な凜莉の護衛も任せている。
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　湖蘭国では凜莉を目の前でさらわれるという失態をおかしたが、それでも彼女を助ける為ために最善を尽つくしてくれた。

　宮廷で信用できる者は少ない。そんな中で彼は唯ゆい一いつ友だと呼べる存在だった。

「何を話しているんだ？」

　声が小さくて聞き取れなかった。耳をすますと、我嵐の声が聞こえてくる。

「────好きだ」

　聞こえた言葉に耳を疑った。

　目の前で我嵐が凜莉をぎゅっと抱きしめた光景は、更さらに目を疑うものだった。

　我嵐の顔がここからよく見えた。

　愛いとしくて思わず笑えみがこぼれている表情は、凜莉を本気で好きな証しよう拠こだと思った。

　その顔を見て、強い衝しよう撃げきが身体からだを貫つらぬく。

　そのまま動きを止めた。目の前に広がっている光景は、自分の予想を超こえた事態だった。

　息すら止めて二人を見つめていると、強い風が長い髪かみを揺ゆらした。

　恋こいの嵐あらしが起きる、予感がした────
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　こんにちは。伊い藤とうたつきです。

『後こう宮きゆう香こう妃ひ物もの語がたり　偽いつわりの花はな嫁よめと秘ひめたる心』をお送りしました。




　去年から今年にかけて体調を崩くずして入院していたのと、熊本地じ震しんで被ひ災さいした自宅を再建したりしていて、二巻からけっこう時間が空いてしまいました。

　いろいろありましたが、無事に三巻を発売できてすごく嬉うれしいです。

　体調も良くなってきましたし、自宅も再建できたので、ようやく落ちついてお仕事ができそうです。




　今回は〝結けつ婚こん話を書きたい！〟という衝しよう動どうにぐいぐい背中を押されて、一気に書き上げられました。書いていてすごく楽しかったです！

　この楽しさが皆みな様さまにも伝わるといいなと願っています。







　イラストを描かいてくださったカスカベアキラ様。

　毎回イラストを見るのが楽しみです。格好いい煌こう翔しようや可愛い凜り莉り、そして凜り々りしい我が嵐らんと素す敵てきな聖せい雷らいにうっとりしています。ありがとうございました！




　担当様には、去年から体調を崩してばかりいたのと引っ越こしが続いたせいで、ご迷めい惑わくをおかけしました。精神的にも落ち込んでいましたが、担当様の温かい励はげましのおかげで、何とかお仕事を続けられました。ありがとうございました！

　これからもテンションを上げて頑がん張ばりますので、よろしくお願いします。







　この本を手に取ってくださった読者様には、最大級の感謝を捧ささげます。

　本当にありがとうございました！

　しばらくお休みしていましたが、また精せい一いつ杯ぱい楽しいお話を届けられるよう頑張ります。

　それでは、またお会いできる事を願って。





伊藤たつき
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